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お金じゃ買えない愛を教えて












　それはまるで、生まれて初めてしたくちづけのようだった。





　軽く合わせられた唇くちびるが、ゆっくりと離はなれていく。


　すっきりとした高い鼻び梁りようが鼻先を掠かすめ、男らしく精せい悍かんな頰ほおのラインが視界をよぎる。


　呆ぼう然ぜんとしながらも嘉よし隆たかの動きにつられ、侑ゆう也やはぎこちなく視線を上げた。


　すると、射い貫ぬかれるような熱い瞳ひとみに、目の奥を覗のぞき込まれる。


　わずかに掠れた低い声が、笑えみを含ふくんだ囁ささやきとなって耳に響ひびく。


「…キスをする時、目を閉じないんだな…」


　その瞬しゆん間かん、侑也はようやく我に返った。


　条件反射で、離れようと胸を押し返したけれど、そんなわずかな抵てい抗こうは、あっさりと嘉隆に搦からめ捕とられてしまう。


　両手を摑つかまれ、手の甲こうに甘くくちづけられて、瞳の奥を覗き込まれた。


「なんだよ、女の代わりになってくれるんだろ…？」


「…っ」


　どうしていいかわからなくなり、とりあえず顔を逸そらそうと身じろぎした侑也の脚あしに、嘉隆の腰こしがあたる。


　嘉隆のそこは、服の上からでもわかるほど、熱く、硬かたくなっていた。


「あ…」


　侑也が思わず声を漏もらすと、強く股こ間かんを摑まれる。


「うぁんっ…！」


　悲鳴に近い声を漏らすと、熱い吐と息いきを吹ふき込むように耳元で囁かれた。


「お前も、その気になってるんだろ…？　ほら、誓ちかいのキスをしろよ…」


　勃たちあがりかけた自身を、ぐりぐりと強く揉もみしだかれる。


「っ、はぁっ…!!」


　──噓うそ、俺…。マジかよ？


　突つき上げるようなその熱さに一瞬にして理性を焼かれ、侑也は唇を震ふるわせながら、くちづけを返した。





　　　　◆◇◆





　──ほんとは、夢じゃなかったんだろうか。


　ウエイターとして働いている、ダイニング・バー『アンジャルダン・オン・メディテラネ』の開店準備を進めながら、有あり薗ぞの侑也はぼんやりとそう思った。


　通つう称しよう『メディテラネ』と呼ばれるこの店は、「日常から離れるために使ってもらいたい」というオーナーの考え方から、オープン時間が少し変わっている。平日なら十六時から、今日のような休日なら十一時からオープンで、クローズはどちらも二十五時なのだ。


　そのため、昼番の侑也であっても、平日であれば十五時から二十二時半までが勤務時間となり、ただでさえ高めの時給が十七時を境に上がる。父親の作った借金を返すため、高校卒業後は進学せずに働く侑也にとって、見み逃のがせない条件だった。


　とはいえ、この店を選んだのはそれだけではない。


　緑があふれ、美しく開放的なオープンテラスが特とく徴ちよう的なこの店は、店内にいてもその爽そう快かい感かん、開放感が味わえるのだ。


　どちらかといえばこぢんまりとした店だが、テーブルの数や配置を工く夫ふうすることで実際以上に広々と感じられる。また通りに面した南向きの壁へき面めんには、ほぼ全面にガラスがはめ込まれていて、陽ひの光を十二分に取り込んでいる。さらにダークブラウンのフローリングの床ゆかに、白とベージュを基調としたインテリアや、ふんだんに置かれた観葉植物、そして洗練されたスタッフが、まるで地中海に浮うかぶ上品なホテルの中庭にいるかのような心地ここちよさを提供してくれる。


　まさに『アンジャルダン・オン・メディテラネ』、地中海の庭という店名にふさわしい。


　そう誇ほこりに思うほど、侑也はこの店を気に入っていた。


　ただ難点は、あふれんばかりに注ぎ込まれる陽の光の気持ちよさに、つい集中力を奪うばわれてしまうことだ。


　特に、夢のような出来事を経験してしまった、こんな日には。


　ふとした瞬間に感じる、からだに残る違い和わ感かんが、侑也に昨夜の記き憶おくは夢ではないと知らせる。そしてそのたびに、昨夜のことを思い出しかけては、慌あわててそれを振ふり切っている。


　──やばい、やばい。仕事、仕事…！


　何度目かに侑也が頭を振っていると、急に大声で名前を呼ばれた。


「おい、侑也!!」


「え？」


　侑也が振り返ろうとした瞬間、傍かたわらの、セットしたばかりのガラスの一いち輪りん挿ざしが倒たおれた。


　ガラスこそ割れなかったものの、派手な音とともに、テーブルの上に水が広がる。


「やべっ…」


　床に被ひ害がいが広がらないよう、侑也が慌ててテーブルクロスをまとめていると、先せん輩ぱいの高たか久く寿ひさ志しが新しいクロスを持ってくる。


「声をかけるのが遅おそかったな。まあ、一輪挿しが割れずに、なにより」


　寿志は侑也を見下ろし、片目をつぶってみせた。


　普ふ通つうの男がすれば噴ふき出してしまいそうなその仕草も、女性客の目を奪うほど端たん整せいで甘い色気を持つ寿志にかかると、実に魅み力りよく的に見える。


　遊び人として場数を踏ふんでいることに加えて、かつては一流ホテルのフロントマンをしていたという経歴のせいだろう。知性的だし、二十七歳という歳としのわりには立ち居振ふる舞まいも洗練されて品があるのだ。


　今も、クロスを敷しきなおす寿志の仕草は、実に優ゆう雅がでさまになっている。


　侑也が思わず見み惚とれていると、それに気づいたらしく、寿志は笑いを嚙かみ殺すような表情をした。長身を少しかがめるようにして侑也に囁きかけてくる。


「で？　昨夜は何があった？」


「!?」


　侑也は一気に顔を赤く染めた。


　その侑也の顔色を見て、寿志は興味深そうに片方の眉まゆをあげる。


「へえ、とうとう進展ありか？」


　寿志は、侑也が高校生の頃ころからの親友に、一いち途ずに片かた想おもいしていることを知っている。


　──とはいえ、まさか相手が、男だとは想像もしてないだろうけど。


　いくら親友だからって男を好きになるなんて、自分ですら、初めは信じられなかったのだ。


　侑也はそんなことを考えながらも、微かすかにうなずいてみせた。


　すると寿志は先を促うながそうとするように形のいい唇を開きかけたが、ふと目を細める。


　どうしたのかと問おうとすると、寿志の長い指が伸のばされ、侑也の着ているウイングカラーシャツの首元にひっかけられた。


　そのままぐいっと蝶ちようネクタイごと引き下げられる。


「え、ちょっ…」


　焦あせる侑也の視線の先で、寿志はゆっくりと唇の端はしを上げた。


「こりゃ、ずいぶんと進んだな」


「えっ…？」


　意味がわからず侑也が目をみはると、喉のどの脇わきあたりをゆっくりと指先で撫なでられる。


「ここに、所有権が主張されてる。ずいぶん情熱的な子だなー」


　──…！　キスマーク、だ…！


　今朝、シャワーを浴びた時に見た自分のからだを思い出して、侑也は慌てて寿志の指を外し、蝶ネクタイを締しめなおした。


　夢中になっていた昨夜は全く気づかなかったけれど、嘉隆によって、全身にくまなく、くっきりとした赤あか痣あざをつけられていたのだ。


「す、みません…」


　一気に昨夜の痴ち態たいを思い出し、あまつさえ寿志にそれを知られた気がして、侑也は耳までを赤くしてうつむいた。


　その様子を見て、寿志は軽く噴き出す。


「いや、俺の高さから見下ろして気づくかどうかって位置だし、そもそも謝ることじゃないんだけどな…」


「けど…何です？」


　侑也が恐おそる恐る顔を上げると、寿志は少し首をかしげた。


「今日の合コンは、行かない方がいいんじゃないのか？」


　──それはもちろん、そうなんだけど…。


　侑也は心の中でこっそりとため息をついた。


　そもそも昨夜のことだって、今日侑也が合コンに行くことを知った嘉隆が、なぜか急に不ふ機き嫌げんになったせいなのだ。


「ドタキャンさせてもらって大だい丈じよう夫ぶですか？」


　侑也の問いに、寿志は苦く笑しようして肩かたをすくめた。


「そりゃ全然困らないって言ったら噓うそになるけど、せっかく実った後こう輩はいの恋こい路じの邪じや魔まをするほど野や暮ぼじゃないよ。こっちはなんとかなるから、大丈夫」


　寿志の温かい言葉に、侑也は胸をつかれて再びうつむいた。


「どうした？　俺の懐ふところの広さにぐっときたか？」


「いや…実は、恋路が実った…ってわけでもないもんで…。もちろん嬉うれしいのは嬉しいし、キャンセルさせてもらえるのはありがたいんですけど」


　搾しぼり出すような侑也の言葉に、寿志がため息をつく音が聞こえた。


「ああ…なるほどね…」


　そっと顔をあげると、寿志は予想以上に表情を曇くもらせていた。


「どういう事情かわからないし、お前がいいならそれでいいけど…。からだだけってのは、後からくるぞ？　まあ、あんまり辛つらくならないようにな」


　──カラダ、だけ。そうなんだよな…。


　返事もできず、侑也は黙だまってうなずいた。




◆◇　１　◇◆







　いつから友情が恋へと変わったのか、はっきりとしたことはわからない。


　確かに同じ高校で同じクラスだったけれど、友達にすら、ならないだろうと思っていた。自分とは生きる世界が違う人種だと、敬遠していたからだ。


　だから初めて嘉隆に話しかけられたときは、面めん倒どうくさいことになりそうだと、嫌いや気けすら感じたことを覚えている。





　　　　◆◇◆





「…はい？」


　侑也はまるで、通りすがりにうさんくさい勧誘を受けたときのようなまなざしで目の前に立った浅あさ岡おか嘉隆を見やった。


　制服である紺こんの学ランに身を包み、隣の席に座って長い脚を組んだ嘉隆が、わずかに唇の端をあげたのが見える。


「だから、昼食を一いつ緒しよに食べないか、と言ったんだ」


「俺に？　なんで？」


　侑也はそう答えながら、ちらりと教室内に視線を向けた。


　いつもなら昼休みになるやいなや、ほとんどの者が教室から出て行ってしまうのに、今日はまだ大半のクラスメイトが残り、どの顔もちらちらとこちらに視線を投げている。


　──面倒くさいことになりそうだな。


　心の中でため息をつきながら、侑也は傍かたわらの嘉隆を見やった。


　とにかくこの状じよう況きようが、誰だれにとっても意外すぎるのだ。


　世間一いつ般ぱんの基準よりも大おお幅はばに裕ゆう福ふくで家いえ柄がらも良い子息ばかりが通うことで有名なこの男子校でも、この浅岡嘉隆はひときわ目立った存在である。


　なにしろ、あの浅岡グループ総そう帥すいの御おん曹ぞう司しなのだから。


　浅岡グループといえば、日本の産業で関かかわらないものはないとされる、侑也でも知るほどの巨きよ大だいコンツェルンだ。それに加えて、有名デザイナーがデザインしたという、スタイリッシュな紺の学ランが嫌いや味みなほど似合う、精せい悍かんで端整な容姿に、学年トップの成績。さらに人間だって出来ているとあれば、人望が集まらないはずがない。


　それに比べ、侑也なんぞは、一般庶民の地位すら危あやうい。


　そんな侑也がこの高校に通えているのは、ひとえに全額費・生活費前貸しという破格の奨しよう学がく制度があるためで、貴族の義務ノブレス・オブリージユという、いかにも貴族階級的な精神に基づいたこの制度がなければ、まともに高校にいけたかどうかも怪あやしい。生活能力が欠落している父親のため、借金がないだけありがたいといった生活レベルなのだ。


　成績こそ常にトップ10に入っているけれど、こんな二人に接点などは全くない。


　実際、高校二年で同じクラスになって二ヶ月が経たったけれど、これまで一度も話したことがない。挨あい拶さつすら、交かわしたことがなかったのだ。


　それが、いきなり昼食のお誘さそいときては、周囲の関心をひかないわけがない。


　──何か賭かけでもしてるのか？


　侑也はそんなことまで考えたけれど、やがてそれすら、面倒くさくなった。


　──金持ちのボンボンの気まぐれに付き合うほど、酔すい狂きようじゃねーよ。


　そう思った瞬しゆん間かん、嘉隆が口を開く。


「理由か…強しいて言えば、君がよく午後の授業に遅おくれてくるからかな。昼休みをどう過ごしているのか、興味があるんだ。これでも一応、生徒会役員なんでね」


　──なるほど。


　その言葉を聞いた侑也は心の中で肩をすくめ、一応、殊しゆ勝しようめいた表情をつくる。


「たいしたことはしてないけどな。授業に遅れるのは、つい昼ひる寝ねして寝ね過すごすからだけど、そういうことなら、今後は気をつけるし」


　すると嘉隆は、にやりと大きく笑った。


「後ろ暗いところがないなら、一回くらいいいだろ？」


　そう言われては仕方なく、侑也は誰にも気づかれないよう、舌打ちしながら立ち上がる。








　──いつもは屋上だけど…今日は、中庭でお茶を濁にごすか。


　売店でパンを買い終えた侑也はそう考えて、中庭の方を指し示した。


「いつも、中庭で食べてるんだ」


　すると、嘉隆はゆっくりと瞳ひとみを細めて微笑ほほえむ。


「中庭？　屋上だろ？」


「な…に言ってんだよ。屋上は立ち入り禁止だろ？」


　内心ぎくりとしながらも、侑也が平静を装よそおってそう言うと、嘉隆は、軽く笑い飛ばした。


　顎あごで誘うようにして、侑也を伴ともない、歩き出す。


　仕方なく侑也が後をついていくと、嘉隆は躊躇ためらうことなく、屋上への階段に向かった。


　最上階、屋上への扉とびらのある踊おどり場ばについたところで、初めて侑也を振ふり返る。


　その表情はいつもの大人びたものとは異なり、見かけたことがないような子供のそれだったから、侑也はわずかに興味をひかれる。


　嘉隆は一度侑也に笑いかけると、巨大な南なん京きん錠じようがかかっている扉へと向き直った。


「この鍵かぎ、一見厳重に見えるけど…」


　そう言いながら、慣れた様子で、施せ錠じようされた部分を捻ひねるようにして下に引っ張る。


　すると、あっけなく鍵が外れた。


　──こいつ、知って…！


　侑也が軽く息を呑のむと、嘉隆は、振り返って大きく笑う。


「これ、中等部の時に俺が細工したんだ。この間、偶ぐう然ぜん、屋上にいる君を見かけて、懐なつかしかった」


　そこまで言うと、嘉隆は唇くちびるの端はしをゆっくりとあげる。


「図書室の端の窓から屋上の一部が見えるんだ。気をつけろよ」


　──!!


　驚おどろく侑也の答えを待たず、嘉隆は屋上へと続く扉を開ける。


　まぶしいほどの明るい空が、大きく目の前に広がった。








「ああ…やっぱり、高いところは気持ちがいいな」


　屋上に出た嘉隆は、均きん斉せいの取れたからだを大きく広げて伸のびをした。


　その後ろ姿は、侑也が見慣れている一般人のようだったから、侑也はふと、不思議な気持ちになった。


　振り返った嘉隆が、侑也の表情に気づいたように、微笑みながら軽く眉まゆをあげる。


「どうした？」


　馬ば鹿か正直に答えるつもりはなかったのだけれど、そのリラックスした表情に、侑也は思わず口を滑すべらせた。


「いや…なんだか、普ふ通つうだな、と思って」


　すると、視線の先で、嘉隆がみるみる目を丸くするのが見える。


　──しまった…。


　侑也がそう後こう悔かいした瞬間、爆ばく笑しようが起こった。


　嘉隆が、引き締しまったからだを折り曲げるようにして笑っている。


「お前、さぁ…ほんと、いいノリしてるよ…」


　絶え絶えとなった息の合間で、嘉隆はさらに笑った。


「いや、マジ、新しん鮮せん…」


　今まで持っていた嘉隆のイメージをぶち壊こわすほど、あけっぴろげにげらげらと笑われて、侑也はほっと息を吐はき出した。


　──なんだよ、こいつ、意外と話せそうじゃん。


　こうして二人は、昼休みを一緒に過ごすようになった。








「ほんと、あの時は笑わせてもらったぜ」


　いつものように二人だけで屋上にあがり、昼食を食べ終えると、嘉隆は当時の話を蒸むし返しながら思い出したように笑う。嘉隆にとってはよほど印象に残った出来事だったらしく、一年が過ぎ、親友となった今でもあの時のことをよく口にする。


「いや、あんなことで馬ば鹿か笑わらいするお前の方が笑えるって」


　侑也は苦く笑しようしてそう返すと、嘉隆の傍らに腹ばいになった。


　そろそろ夏を思わせる日ひ射ざしに、コンクリートはじわりと熱くなっている。


　その熱さを、時々からだを捻って逃のがしながら、侑也は昼食と一いつ緒しよにコンビニで買ってきたアルバイト情報誌を開いた。


　嘉隆が、侑也の手元を覗のぞき込んでくる。


「なんだよ、バイトを替かえるのか？」


　名家の子息ばかりが集つどうこの高校では、アルバイトなど、校則で禁じられる必要もないほど、日常生活からかけ離はなれたものだ。


　しかし、侑也にとっては生活の一部であったから、嘉隆にもいつしか自然と馴な染じんでいる。


「いや、替えるんじゃなくて、増やそうと思ってさ」


　丹たん念ねんにページをめくり、誌面に視線を落としたままで侑也がそう答えると、嘉隆の驚いたような声が響ひびいた。


「増やす？　今、もうすでに夜中まで働いてるだろ？」


「ああ。でもやっぱコンビニじゃ、あんま金にならなくてさ…。もっと時給いいやつがあれば、替えるだけでいいんだけど、そういい条件はないからなー」


　そこまで言った侑也は、ため息に気づいて、顔をあげた。


　いつになく渋しぶい表情をして、嘉隆が侑也を見下ろしている。


「また親父おやじさんが、生活費を使い込んじゃったのか？」


　侑也はさりげなく視線を外した。


「今度は競馬。絶対勝つ馬がいるからってさ。ほんと、しょうがねーよな」


　全く悪びれることなく、やっぱり競馬は所しよ詮せんギャンブルだな、と笑った父親の顔を思い浮うかべて、侑也は半ば諦あきらめの表情を浮かべながら、かすかに笑った。


「あの人、生きていくのに金がかかるって知らないんじゃないかな。自分はどっかで女ひっかければ生活できるから」


　──母さんが生きてた頃ころはまともだったって、聞いたことあるけど。


　侑也は心の中でそっとつぶやいた。


　母親のことを、侑也はあまり覚えていない。物心つく前に、亡なくなってしまったからだ。


　どこかいいところのお嬢じようさんだったという母親に父親が一ひと目め惚ぼれして、駆かけ落ち同然で結けつ婚こんしたと、父親から聞いたことがある。


　父親は一生懸けん命めい働いたけれど、やはり生活は苦しくて、お嬢さん育ちで働いたことなぞなかった母親も、まだ幼い侑也を抱かかえて働いたらしい。


　そして、からだを壊した。


　しかし貧びん乏ぼうな父親は、十分なことをしてやれずに、あっさりと死なせてしまったのだそうだ。


　──『俺は、今でも思うんだ。あの時、金があったら、あいつは死ななくて済んだって』


　一度だけ、侑也の目の前で、酔よった父親はそう言いながら号ごう泣きゆうしたことがある。


　何度も何度も、もう目の前にはいない母親に向かって、謝りながら。


　──だからきっと、父さんは、普通なら信じられないような方法で、金をつくろうとしてしまうんだ。


　一いつ攫かく千せん金きんなんて、ありえないのに。


　大金を欲ほつするあまりに、色々な基準が狂くるってしまったのだろう。


　そんなふうに考えていると、頭をくしゃりと撫なでられた。


　侑也が視線を上げると、嘉隆が何かを堪こらえるような表情で侑也の頭を撫でている。


　視線が合うと、嘉隆の瞳がゆっくりと細められるのが見えた。


「お前、俺の周りの誰だれよりも、きちんと、しっかりと生きてるよ。偉えらいぞ？」


「はぁ？　何言ってんだよ。俺より偉い奴やつなんて、掃はいて捨てるほどいるだろ」


　口ではそう返したものの、柔やわらかくゆったりと頭を撫でられると、そこから暖かなものが広がってくる。


　──俺は、子供か…？


　でも、なんか、気持ちいいや…。


　侑也はまるで陽ひだまりの猫ねこのように、全身を緩ゆるめた。








「侑也！」


　静まり返った放課後の廊ろう下かに響き渡わたるような大声で名前を呼ばれ、侑也は驚いて足を止めた。


　嘉隆が向こうから歩いてくる。


　初めはわからなかったけれど、距きよ離りが近くなると、怒おこったような、妙みようにこわばった表情をしているのがわかる。


「なんだよ？」


　侑也がそう尋たずねると、二の腕うでを摑まれ、近くの教室に連れ込まれた。赤く染まった夏の夕陽が惜おしみなく、教室の窓から最後の光を注ぎ込んでいる。


　その柔らかな、切なくなるような空気の中、侑也は戸と惑まどいながら嘉隆を見やった。


　すると、嘉隆にしては珍めずらしく、感情が昂たかぶっているようで、ひとつ深呼吸すると、ゆっくりと言葉を選ぶように口を開く。


「…今、進路指導の木き田だから聞いたんだが…。お前、進学やめるんだって？」


　──ああ。ばれたか。


　侑也はひそかに覚かく悟ごを決めて、問題が軽く見えるようにあっさりとうなずく。


「ああ。俺、働くことにしたから」


「なぜ！」


　予想以上に荒あらい語調で尋ねられ、侑也は瞳ひとみを丸くした。


　嘉隆は、明らかに苛いら立だっているように見える。


　侑也はそれを和やわらげるようにゆったりと微笑ほほえんだ。


　──うまく、笑えてるといいんだけど。


　そんなことを考えながら、口を開く。


「なんでって…親父が、とうとう借金作って逃にげちゃったんだよ。大学なんて行ってる場合じゃない。働いて返さないといけないんだ」


　すると、嘉隆はますます頭にきたというように、瞳を燃え上がらせた。


「そうなら、なんですぐ俺に言わないんだよ?!」


「…そりゃ、いつかは言うつもりだったけど…なんでそんなに怒るんだよ？」


　──友達に相談するには、ちょっと重過ぎるネタだろ？


　侑也がそう首をかしげると、嘉隆は我に返ったような表情をして、一いつ瞬しゆんにして顔を真っ赤に染めた。


　黙だまったまま、侑也の視線から逃げるように顔を横に向ける。


　耳まで真っ赤に染まっているのを見て、侑也はようやくあることに気がついた。


　──ああ、そうか。


　俺のために、怒ってくれてるんだ。


　本当に、俺のことを考えてくれてるんだ。


　胸の奥が、じん、と熱くなる。


　侑也は嘉隆に向かって口を開いた。


「ありがとな」


　驚おどろいたように嘉隆がこちらに向けた視線を受けて、侑也は静かに微笑み返す。


「俺、いい友達持ったなって、改めて思ったよ」


　すると、嘉隆はなぜか、痛みを堪えるような表情をして侑也を見つめ返してくる。


「？　どうしたんだよ？」


　侑也がそう尋ねると、嘉隆は何かを言いかけるように何度か口を開きかけた。


　しかし、結局は何も言わずに目を伏ふせて、深く大きいため息をつく。


「…いくらなんだ？」


「え？」


「親父さんの借金」


「あー…八百万だって」


　侑也がその重さに耐たえかねたようにうつむくと、嘉隆は言葉を選ぶようにゆっくりと言った。


「…貸してやろうか？」


「えっ？」


　侑也が驚いて顔をあげると、嘉隆は、まっすぐに侑也の顔を見つめ返した。


「八百万、貸してやるよ」


「な…んで？」


　驚きのあまり言葉を途と切ぎれさせながら、侑也がそう尋ねると、嘉隆は一度、唇くちびるを大きく引き結んだ。それから、思い切ったように口を開く。


「もったいないと思うからだ」


「もったいない？」


　侑也の問いに、嘉隆はうなずき、侑也を見つめた。


「俺は、お前が、誰よりも将来を見み据すえて、苦労しながら勉強してきたことを知ってる。だから、こんなことで諦めて欲しくないんだ」


　──なんでそんな、嬉うれしいこと言ってくれるんだよ…。


　ふと涙なみだが滲にじみそうになって、侑也は慌あわてて話を変える。


「でも、そもそもお前、そんな大金持ってるのか？」


　すると、嘉隆は困ったような表情をしながら、唇の端はしをあげた。


「それは…親に頼たのめば、どうとでもなるよ」


　──ああ…。


　嘉隆の言葉に、頭の後ろを強く打ちのめされたような気がして、侑也はがっくりとうつむいた。


「侑也？」


　──やっぱり、嘉隆と俺は、世界が違ちがうんだ。


　でも、俺は、こんないい友達をなくすのは嫌いやだ。


　嘉隆を、失いたくない。


「おい、侑也？　どうした？」


　嘉隆の声に、侑也はゆっくりと首を横に振ふってみせる。


「侑也？」


　驚いたような声をあげる嘉隆を、侑也はしっかりと正面から見つめ返した。


「そう言ってくれて、すごく嬉しい。ほんとに、ほんとにありがとな。でも、金は、借りられない」


　きっぱりとした侑也の言葉に、嘉隆は大きく目を見開いた。


「なぜ…」


　侑也は、考えながら、口を開く。


「俺の親のせいなのに、お前の両親にまで、迷めい惑わくかけられないよ」


「迷惑なんかじゃ」


　言いかけた嘉隆の言葉を遮さえぎって、侑也は続けた。


「それに、俺、これからもお前とは友達でいたいんだ。すぐ返せる金額ならともかく、友達からそんな大金、借りたくない」


　申し出を断られたせいか、嘉隆はひどくショックを受けたような表情をする。


　しかしやがて唇を引き締しめながら、わずかにうなずいてみせた。





　　　　◆◇◆





　──あの頃は、確かに友達、だと思っていたのに。


　侑也は軽くため息をつく。


　嘉隆への気持ちに気がついたのは、卒業してからのことだ。


　卒業後、『アンジャルダン・オン・メディテラネ』のウエイターとなった侑也には、すぐに彼女ができた。


　店に来ていたお客さんで、嘉隆と同じ大学に通う、大学生だった。


　人目をひくほど可愛かわいらしいのにさっぱりとした性格の子で、接客の合間に仲良くなった。


　店以外の場所で遊ぶようになって、告白されて、付き合い始めた。


　──そういえば、よく、嘉隆にのろけてたよなぁ。


　本当に良い子で、侑也は嬉しくて、嘉隆に頻ひん繁ぱんに彼女の話をしていたことを思い出す。


　もてるが恋こい人びとは作らなかった嘉隆は、時々不ふ機き嫌げんになりながらもよく話を聞いてくれたものだ。彼女に振られたときも、侑也の気が済むまで付き合ってくれた。





　　　　◆◇◆





「『侑也のことは好きだけど、もう追いかけるのに疲れちゃった。私だけを好きな人がいい』ってなんだよなぁ！」


　侑也は、何度目かになるぼやきを口にしながら、缶かんビールのプルトップを開けた。


「結局、他ほかの奴を好きになったってことだろ!?」


　侑也の周囲には、空になったビール缶がところ狭せましと散乱している。振られ記念だと嘉隆が部屋に用意してくれていた大量のビールを、ほとんど一人で飲んでいるのだ。


　侑也は躊躇ためらうことなく一気にビールを流し込んで、軽くむせる。


「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」


　やはり缶を傾かたむけていた嘉隆が、驚いたように片方の眉まゆをあげた。


「ごめ…だいじょぶ」


　切れ切れにそう応こたえたものの、その拍ひよう子しにますます気管に入ってしまったようで、侑也はいっそうひどく咳せき込んだ。からだの奥まで痛むようなひどい咳せきに、気持ちがひきずられる。


「っ…くそ、なんだよ…っ」


　激しく咳き込みながら、怒いかりを煽あおられ、侑也は思わず声を荒あらげた。


「全然、大丈夫じゃないな」


　嘉隆に苦く笑しようされ、咳を治めるように背中を撫なでられる。


「ほら、落ち着けって…」


　耳元に、低く艶つやのある声でそう囁ささやかれると、妙みように安心を覚えた。咳も徐じよ々じよに治まっていく。


「さんきゅ、もう、ほんと、だいじょぶ…っく！」


「ん？」


「今度は、しゃっくり、がっ…っ!!」


　ひっく、ひぃっくと大きく繰くり返す侑也を見て、嘉隆は噴ふき出した。


「踏ふんだり蹴けったりって、こういうことを言うんだな」


「笑いごと、じゃっ…！　ひっく!!」


　げらげらと笑う嘉隆を横目に、侑也は息を大きく吸ったり、ビールを飲んだりしてみたけれど、しゃっくりは全く止まる気配を見せない。侑也は、最後の方法だと、息を止める。


「そんなんで、止まるか？」


　嘉隆にはそう笑われ、侑也は嘉隆を睨にらみつけた。すると、嘉隆は何かを思いついたような表情をする。


「？」


　侑也が目で問うと、嘉隆が、瞳ひとみを細めて、唇の端をあげたのが見えた。


　端たん整せいで精せい悍かんな顔がゆっくりと近づけられ、ふと唇に温かさを感じる。


　──!?　キス、された…!?


　その衝しよう撃げきに侑也が一いつ瞬しゆん固まると、耳元にくちづけられ、囁かれた。


「俺が代わりに愛してやるから、そんな女のことなんて、忘れろよ…」


　再び、ゆっくりとくちづけられる。


　初めて知った嘉隆の唇は、女の子のそれより硬かたくて、いっそうリアルに感じられた。


　柔やわらかく何度もくちづけられると、なぜか妙に気持ちよく感じて、侑也はかすかに瞳を細める。


　──なんで…男相手なのに、やばい、けっこう、気持ち、いい…。


　唇から食べるかのように愛されると、痺しびれるような何かが、小さく腰こしに溜たまっていく。


　──や、ばっ…！


　その熱さに我に返り、侑也は慌てて嘉隆のからだを突つき飛ばした。


「お前、何…！」


　侑也がそう言いかけると、くすくすと笑われ、瞳を覗のぞきこまれる。


　涼すずやかだが色気のある瞳に、侑也は一気に顔を熱くした。すると、ゆっくり唇くちびるを撫でられる。


「どうだ？　しゃっくり、止まったか？」


　侑也は驚おどろいて自身のからだを確かめた。


　確かに、心底驚いたせいか、しゃっくりは止まっている。


「止まった…けど、お前、まさか、そのために？」


　侑也の言葉に、嘉隆は何かを押し殺すような表情をしながら軽く笑った。


「そうじゃなかったら、困るだろ？」


「いきなり、変なことすんなよ…」


　侑也は、がっくりと座っていた床ゆかに両手をつく。すると、ひょいと顔を覗きこまれた。


「変なこととは失礼だな。ファースト・キスじゃないんだろ？」


　──うわっ…!!


　侑也は慌あわててからだを離はなす。


　これまで気にしたこともなかった距きよ離りのはずなのに、妙に心臓がどきどきと激しく騒さわいだ。


　それを嘉隆に気づかれたくなくて、侑也はわざと軽口を叩たたく。


「お前、いつもこんなやり方で女の子落としてんの？」


　すると、嘉隆は顔を赤らめ、怒ったように横を向く。


「そんなわけないだろ。だいたい、俺の前でしゃっくりするような子はいないよ」


「いや、怪あやしいなー」


　侑也はその場の空気を変えるように、わざと大げさにげらげらと笑った。





　　　　◆◇◆





　──そうだ、あれから、嘉隆のことを意識し始めたんだ…。


　嘉隆があんなところでふざけるから、俺みたいなのに好かれちゃうんだ。


　だから、俺にあんなことを言われて、後に引けない羽目になるんだ。


　昨夜のことを受け止めきれずに、侑也は半ばやけになって、そう思った。





　　　　◆◇◆





　昨夜は、これぞ新緑の季節にふさわしいと思えるほど、爽やかで、肌に心地ここちよい風が吹いていた。嘉隆の部屋も、居間の窓を開放して、その心地よさを十二分に取り込んでいる。


　──あー、もうすぐ、夏だなあ…。


　侑也がそんなことをぼんやりと考えていると、名前を呼ばれた。


　我に返った侑也は、慌てて顔をあげると、一人がけのソファに座る侑也とは直角の位置にある三人がけのソファに座っていた嘉隆が、身を乗り出して侑也の顔を覗きこむ。


　くちづけられそうなほど、距離が近い。


　いつものように夕食を終えた後、ソファでコーヒーを飲みながら、二人でくつろいでいたのだが、侑也はいつの間にか自分の考えに耽ふけっていたらしい。


「ああ、うん、…なんだっけ」


　侑也がさりげなく距離を置くようにソファに座りなおすと、嘉隆は気分を害したように眉まゆ根ねを軽く寄せた。しかしやがてため息をつくと、ソファに背をもたせかけて、脚あしを組む。


「明日には納車になるから、どこかに行こうって話」


「…納車？　って、お前、何買ったの？」


　侑也が驚いてそう尋たずねると、嘉隆も驚いたように眉をあげた。


「言っただろう？　株で予想以上の利益が出たから、車を買ったって」


　嘉隆は、大学に入った頃ころから株や投資を始めている。始めの頃こそ、損をすることもあったようだが、従来の頭のよさでコツを摑み、今ではそれだけで生活できるほどの利益を得ているらしい。嘉隆に勧すすめられて侑也もいっとき興味を持ったものの、ある程度の専門知識を勉強しなくてはいけないうえに元手も必要、リスクもあるからと、あっさりと断念した。


　しかしこうも簡単に車を買った、などと言われると、自分も株を始めれば、あっという間に借金を返せるのではないかなどと思ってしまう。


　──まあ、そう思う奴やつほど、損するものなんだろうけど…。


　侑也はため息をつきながら、嘉隆を見やった。


「聞いてないと思うけど。でも、どんな車を買ったんだよ？」


「メルセデス・ベンツＳＬＫ３５０の黒」


「…どんな車だか、想像もつかねーんだけど」


「当日見ればわかるだろう。それで？　どこに行きたいんだ？」


　重ねて問われ、侑也は軽く肩かたをすくめた。


「ああ…ごめん、俺、明日は予定があるんだ」


「予定って？」


「合コン」


　侑也の答えに、嘉隆はぴくりと眉まゆを撥はね上げる。


「合コン？」


　そう問い返す嘉隆の声の温度は、先ほどよりもわずかに低くなっていたけれど、侑也はそのことに気づかなかった。軽くうなずき返して、先を続ける。


「ああ。寿志さんにどうしてもって頼たのまれちゃってさ」


「寿志さん…だと？」


　その名前を聞いた嘉隆の声の温度は、いっそう下がる。しかしそれにも気づかず、侑也はさらに先を続けた。


「よく話をしてるだろ？　職場の先せん輩ぱいで、すごい遊び人なんだけど、それが嫌いや味みに見えないくらい格好いいって人」


　そこまで話したとき、侑也はようやく嘉隆の表情に気づいた。


　嘉隆は、ソファの背にからだを預けて両りよう腕うでを組み、あからさまに不ふ機き嫌げんそうに、瞳に強い光を浮うかべている。


　──いきなり、なんだよ？


　侑也は驚き、言葉を止めた。するとそれに気づいた嘉隆が、じろりと侑也を横目で見やる。


「何だ？」


「いや…なんか、機嫌、悪くねぇ？」


「そうか？」


　嘉隆はそう短く言って、侑也から視線を逸そらすように横を向く。


　──悪いじゃん。


　侑也は心の中で苦く笑しようしながら、首をかしげた。今の会話に、そんな要素があっただろうか。


　──あ。


「もしかして、俺だけ、ズルイ…とか？」


「はぁ？」


　心底呆あきれたような嘉隆の返事に気け圧おされながらも、侑也はあえて先を続けた。


「いや、だから…これだけ俺がお前の家に出入りしてるから、カノジョが作れないのに、俺だけ合コンに行くのか、って思ってんじゃないの？」


　これは、前から不安に思っていたことだった。こんなに魅み力りよく的な嘉隆を、女の子たちが放ほうっておくわけがない。


　高校生の頃だって、男子校だったのにも拘かかわらず、女関係が派手だと校内で噂うわさになるくらいだったのだ。実際のところはどの子とも浅い付き合いだったようで、侑也と知り合ってしばらくの間にみな別れてしまったようだったけれど、それにしても素地は十分にあるといえる。


　それに加えて、侑也の前の彼女もそうだったけれど、店で見かける大学生の女の子たちは、みんな綺き麗れいにしていて魅力的だ。そのうえ、侑也や他のスタッフに臆おく面めんもなく誘さそいをかけるほど積極的で、人生のほとんどを恋こいや遊びに費ついやそうとしているように見える。


　そんな子たちに誘われて、嘉隆が断るとは思えなかった。


　──俺に話さないだけで、そういう相手がいてもおかしくない。もしかすると、俺のことを邪じや魔まに思ってるのかもしれないし…。


　だから、探さぐりを入れるつもりで言ったのだ。


　すると、嘉隆は鼻先で笑って口を開く。


「悪いが、俺は合コンなんぞに行かなくても、その気になればいくらでも相手を見つけられるんでね」


　──やっぱり、誰か相手がいるんだ…。


　侑也がひそかにショックを受けていると、軽かろやかなチャイムの音が響ひびいた。


　オートロックの方ではなく、直接玄げん関かんにつけられたチャイムの音なので、誰だれが来たのか、二人にはすぐにわかる。念のためにカメラつきインターホンを覗のぞくと、やはり想像した通りの人物がそこには立っていた。嘉隆の兄、道みち隆たかだ。


　両親の代わりに嘉隆の部屋の合あい鍵かぎを預けられたこの兄は、階下のオートロックにこそ合鍵を使うけれど、けして部屋の方の鍵は勝手に使うことがない。こうしていつも玄関のチャイムを鳴らして、嘉隆がドアを開けるまで待っているのだ。


　いつものように嘉隆がドアを開けに行き、すぐに連れ立って戻もどってくる。


　嘉隆よりも少し背の高い道隆は、土曜日だというのにきっちりとスーツを着込んでいた。


　一見するとダーク・グレーに見えるほど深いネイビーのそのスーツは、道隆の幅はばのある肩かた幅はばや厚みのある胸むな板いた、長くバランスの取れた手足などを美しく描えがき出している。クラシックなスーツに遊び心のように水色と茶色の細かな縞しまのシャツを合わせ、艶あでやかなゴールドのタイを締しめたその様子は、彼のいかにも仕事ができる男といった風ふ情ぜいに甘い色気を添そえていた。


　嘉隆とは八つも歳としが離はなれている道隆は、嘉隆から精せい悍かんさをとって大人の落ち着きと野心を加えたような容姿をしているから、文句のつけようがない。さらにそんな格好をしていれば、男女問わず視線を奪うばわれるのは当然だった。


　同じ男ながらも侑也が思わず見み惚とれていると、にっこりと微笑ほほえみかけられる。


「しばらくだね」


「ど…うも、ご無ぶ沙さ汰たしてます。えっと、今日も仕事…ですか？」


「まあ、そんなようなものかな。この後、由ゆ梨り子こ…私の婚こん約やく者しやの父親が主しゆ催さいするパーティに出席しなくてはいけなくてね」


「へえ…。あ、何か飲まれます？」


　そういって侑也が腰こしを浮かしかけると、道隆は首を横に振ふった。


「いや、そういうわけですぐに出るから。ありがとう」


　そう言いながら、道隆は、三人がけのソファへと腰を下ろす。嘉隆は、侑也の隣となりの一人がけのソファへと座った。


「で？　そんなに忙いそがしい兄貴が、何の用？」


　嘉隆の問いに、道隆はにやりと笑った。


「いや、お前にデートを申し込むよう頼まれたんだ」


　──えっ…？


　本人よりも早く声をあげそうになって、侑也は慌あわてて言葉を呑のみこむ。


「何だよ、それ」


　嘉隆は不機嫌そうにそう言うと、ソファの背にからだを預ける。道隆はそんな弟の様子を面おも白しろがってでもいるように眺ながめると、優ゆう雅がに脚あしを組みなおした。


「言葉の通りだ。由梨子が妹のように可愛かわいがっている従妹いとこがいるんだが、その子がこの間のパーティでお前を見み初そめたらしくてね。由梨子を通じて頼まれた。お前もあの子のことは知ってるだろう？」


　道隆の言葉に、嘉隆は、記き憶おくを探るような目つきをしていたが、やがて軽く顔をしかめる。


「よく由梨子さんと一いつ緒しよにいる子だろ？　でも、高校生になったばかりだって聞いた気がするけど」


　──高一!?


　侑也の驚おどろきをよそに、道隆は平然としてうなずく。


「そうだ。華きや奢しやで、人形みたいに可愛い子だよ」


　それから、道隆はふと思いついたような表情をして、瞳ひとみを細める。


「念のために釘くぎを刺さしておくが、可愛いからって、妙みような真似まねはするなよ？　箱入りだし、まだ高校生だ。下手をしたら犯罪だからな」


　──マジかよ…。


　侑也はそっと嘉隆を見やる。すると嘉隆は、あからさまに顔をしかめながら、きっぱりと言った。


「あいにく、そんな趣味はないね。デートだってする気はない。断る」


　──なんだ…。


　侑也がほっとしたのもつかの間、道隆は、弟の拒きよ絶ぜつなど気にも留めていないように、微笑みながら言い放った。


「悪いが、その返事を受けるつもりはないな」


　侑也が驚いて目を見開くと、道隆は侑也に向かって微笑みかけてくる。


「私が由梨子を気に入っているということもあるが、彼女との結けつ婚こんは、浅岡家に大きな利益をもたらす。だから些さ細さいなことで由梨子の機嫌を損そこねたくないんだ」


　それに、と今度は弟の方を向く。


「お前に紹しよう介かいする相手の父親は、これから浅岡グループが力を入れたい医薬品業界では名を馳はせている実力者だ。付き合って損になることはない」


　──そんな…そうか…そうだよな…。


　侑也はうつむき、心の中でがっくりと肩を落とした。


　──嘉隆だって、いつかは誰かと結婚して、自分の家族を持つ。


　そしてその相手は、絶対に、自分ではない。


　それを改めて思い知らされた気持ちだった。


　嘉隆は浅岡コンツェルンの御おん曹ぞう司しなのだ。たとえ嘉隆が拒こばんだとしても、周囲がそれを許さず、兄と同様、人ひと柄がら・家柄ともに、嘉隆と浅岡家の両方にふさわしい相手が望まれるのだろう。


　人柄はともかく、家柄だって裕ゆう福ふくどころか借金を作ってしまうような父親を持つ、しかも男の自分が、嘉隆の相手にされることなんて、世界がひっくりかえったところでありえないのだ。


　それでも。


　今、自分の前では、受けて欲しくない。


　侑也はすがるような気持ちで、そっと嘉隆へと視線を投げかけた。すると、嘉隆と目が合ってしまう。


　侑也が慌てて逸そらそうとすると、名前を呼ばれた。


　驚きながら視線を戻すと、嘉隆にまっすぐに見つめられる。


「お前はどう思う？」


「えっ…俺!?」


　侑也がそう問い返すと、嘉隆は黙だまって強くうなずいた。


　動どう揺ようしながら道隆を見やると、道隆は興味をそそられたように二人を見比べている。


　──なんで俺に、そんなこと聞くんだよ？


　俺が嫌いやだって言ったら、やめてくれるとでも、いうのかよ？


「どう思う…って言ったって…。まあ、ちょっと若過ぎる気はするけど…可愛いらしいし、いいんじゃん？」


　苦し紛まぎれに侑也がそう答えると、嘉隆の瞳に、急に強い光が宿ったように見えた。嘉隆の視線が侑也から外され、道隆の方に向けられる。


「わかった。受ける」


　嘉隆の短い答えに、侑也は、改めて頭の後ろを殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。


　道隆は大きく微笑む。


「よし、良い子だ」


　そして、ゆっくりと瞳を細めた。


「お前、今、付き合っている相手はいるのか？」


　道隆の問いに、嘉隆は、気分を害したような表情で横を向く。


「いないよ」


　すると道隆は、にっこりと大きく微笑む。


「それはよかった。仮にも良家のお嬢じよう様さまとお付き合いするんだ。身辺は綺き麗れいにしておけよ」


　道隆はそう言うと、立ち上がった。


「詳しよう細さいは後日、改めて連れん絡らくする」


　道隆は、そのまま玄げん関かんの方に向かおうとしたけれど、ふと思い出したように動きを止めた。スーツの内ポケットから、名めい刺し入れを取り出す。


「そういえば、最近本社が移転したんだ。念のために名刺を渡わたしておこう。侑也にも」


　道隆は、侑也に渡す名刺の裏に、さらさらと何かを書きつける。


「携けい帯たい電話の番号だ。何かあったら、電話してくれ」


「あ…りがとうございます」


　浅岡グループの名前とロゴが入ったその名刺に、一枚の紙とは思えぬほどずっしりとした重さを感じて、侑也はそっと唇くちびるを嚙かんだ。








　道隆が部屋を出て行ってしまうと、二人の間には妙に重い沈ちん黙もくがおりた。


　ゆっくりと嘉隆が立ち上がり、三人がけのソファに移る。


　間が持たなくて、侑也はソファから降り、床ゆかに敷しかれた毛もう氈せんの上に座って膝ひざを抱かかえた。思いつくまま、口を開く。


「えーと、まあ、よかったじゃん。家族公こう認にんで高校生とデートなんてさ」


　じろりと睨にらまれて仕方なく、侑也はへらへらと笑った。


「なんだよ、ますます彼女が作りにくくなったからって、俺に八つ当たりすんなよ」


　侑也の言葉に、嘉隆は忌いま々いましそうに舌打ちをして顔をしかめる。


「八つ当たりなんか、するわけないだろう」


「そうか？　ああ…相手には苦労してないんだもんな。でも、だったら、身辺を綺麗にするのだって、大変だろ？」


　──そんな相手なんていないって言ってくれよ。頼たのむから。


　侑也は祈いのるような気持ちでそう思ったのだけれど、嘉隆はますます苛いら立だったような表情をした。


「妙な言い方はやめろよ」


「違ちがうのか？　だからさっきから怒おこってるんじゃねーの？」


　侑也の問いに、嘉隆はむっとしたような表情を瞳に浮うかべた。大きくため息をつき、皮肉めいた光を瞳に灯ともす。


「……そこまで言うなら、お前の期待に応こたえてやる」


　──えっ。


　侑也は驚いて息を呑のんだ。すると嘉隆は、侑也を煽あおるような表情をして、黒くろ革かわ張りのソファの背にからだを預ける。


「お前の言うとおり、身辺を整理するのは大変だよ。…これでいいか？　まあ、そうだとしたら、たとえ整理したとしても、そういう相手は欲しいだろうな」


　そこまで言うと、嘉隆は、呆ぼう然ぜんとしている侑也を見つめながら、瞳をゆっくりと細めた。


「とは言え、他で遊んでバレたら面倒なことになる…。だとしたら、どうするんだ？　お前が女の代わりになってくれるのか？」


　──マジ、かよ…。


　侑也は、先ほどとは比べ物にならないショックに打ちのめされ、うつむいた。


　──嫌だ。


　嘉隆が、高校生のお嬢様と付き合うのは、もちろん、嫌だ。でも、他ほかの見知らぬ女とセックスするのは、もっと、嫌だ。


　すると、頭の上から、呆あきれたような嘉隆の声が落ちてくる。


「これで、自分がいかに馬ば鹿かなことを言っているか、わかっただろう？」


　その言葉に、侑也はぎゅっと唇を嚙みしめた。


　──バカで、いい。バカだろうが、変態だと思われようが、もう、なんでもいい。


　それで、たとえかりそめでも、嘉隆の女の代わりになれるというのなら。


　侑也は、弾はじかれるように顔を上げて、嘉隆を見つめた。


「俺、なる」


　侑也の言葉に、嘉隆は、似合わないほどあんぐりと口を開く。


「は？」


「俺でいいなら、女の代わりに、なる」


　必死の思いで侑也がそう口にすると、嘉隆はぽかんとした表情をみせた。


　その表情を見て、侑也は一気に後こう悔かいしながら、必死で理由を付け足す。


「だって色々世話になってるから。ただメシ食わせてもらってるし、風ふ呂ろも貸りてるし」


　視線の先で、嘉隆がゆっくりと口を閉じたのが見えた。侑也は必死で言葉をつなぐ。


「男同士で気持ち悪いかもしれないけど、女よりはバレにくいし、後あと腐くされだってないだろ？　妊にん娠しんとか、そういうの」


「お前…何言ってるかわかってるのか？　金の代わりに、からだで払はらうって言うのか？」


「ああ」


　侑也がこくりとうなずいてみせると、嘉隆の唇は、何かを言いかけるように開きかけた。しかし、やがてゆっくりと引き結ばれ、唇の端はしがあがる。


　侑也がさらに説得を続けようとすると、それを阻はばむように首を横に振ふられて、手招きされた。


　──？


　立ち上がって嘉隆の前へと移動すると、手首を摑つかまれ、腰こしに腕うでを回され、引き寄せられる。


　バランスを失い、侑也が嘉隆の膝に乗るようにして腰の脇わきに膝をつくと、そのまま軽くくちづけられた。


　──は？


　あまりの衝撃に、侑也は瞳ひとみを閉じることすら、できなかった。


　まるで、生まれて初めてしたくちづけのように、からだがこわばる。すると、わずかに掠かすれた低い声で静かに笑われ、耳の中に囁ささやかれた。


「…キスをする時、目を閉じないんだな…」


　その囁きで我に返り、侑也はからだを離はなそうと、嘉隆の胸を押し返す。しかし、そんな抵てい抗こうはあっさりと退しりぞけられた。


「何か、食っただろ…。甘い…」


　そう囁かれながら、再び唇を奪うばわれる。今度はまるで味わっているかのように、数回に分けて優やさしく吸われ、舐なめられ、歯を立てられる。


　その熱く濡ぬれた舌の感かん触しよくに、下半身が痺しびれるように熱くなるのを感じて、侑也はひどく動揺した。すると、動揺のためにわずかに開いた唇の隙すき間まから、こじ開けるように舌が入り込んでくる。


　口中をくまなく嬲なぶられ、舌を絡からめられて、しごかれる。


「ぅんっ…」


　そのいやらしい動きに煽られ、侑也が思わず声を漏もらすと、ゆったりと唇が離された。


　侑也の視線の先で、嘉隆が甘く微笑ほほえんだのが見える。


　二十一という年ねん齢れいよりは大人びて見える、男らしく精せい悍かんな顔つき、意志の強そうな眉まゆ、知性的だが微かすかな色気を滲にじませる瞳、形のよい鼻筋、思わず引き寄せられそうな唇。


　それらは高校のクラスメイトだったときからよく知る親友を形作っていたけれど、そこに浮かんでいる表情はもはや全く知らない男のものだった。


　そのせいで、侑也はふと、怖こわくなる。


「っ…！」


　侑也が再び嘉隆の胸を押し返そうすると、両手を摑まれ、その手の甲こうにくちづけられた。


「ちょっ…」


　侑也が手を振り放そうとすると、凄せい絶ぜつな色気とともに微笑まれ、そのままソファの上に押し倒たおされる。


　想像では感じられないからだの重みと、爽さわやかだが甘さのにじむ嘉隆の匂においに煽られ、侑也は思わず大きくあえいだ。


　すると、唇が触ふれるか触れないかのところまで顔を近づけられて、囁かれる。


「なんだよ、女の代わりになってくれるんだろ…？」


「…っ」


　どうしていいかわからなくなり、とりあえず顔を逸そらそうと身じろぎした侑也の脚あしに、嘉隆の腰があたる。


　嘉隆のそこは、服の上からでもわかるほど、熱く、硬くなっていた。


「あ…っ」


　侑也が思わず声を漏らすと、強く股こ間かんを摑まれる。


「うぁんっ…！」


　悲鳴に近い声を漏らすと、熱い吐と息いきを吹ふき込むように耳元で囁かれた。


「お前も、その気になってるんだろ…？　ほら、誓ちかいのキスをしろよ…」


　勃たちあがりかけた自身を、ぐりぐりと強く揉もみしだかれる。


「っ、はぁっ…!!」


　突つき上げるようなその熱さに一いつ瞬しゆんにして理性を焼かれ、侑也は唇くちびるを震ふるわせながら、くちづけを返した。すると、まるでご褒ほう美びだとでもいうように手のひらで顎あごを摑まれ、唇を使って大きく愛される。


　すぐに口の端からは飲み込みきれない唾だ液えきがあふれ、それが温く肌はだを伝ういやらしい感触に、侑也は腰こし骨ぼねを震わせた。


　──俺、今、嘉隆とキス、してる…。


　信じられねぇ…。なんか、目、回ってきた…。


　侑也がぎこちないながらも唇を使い、愛あい撫ぶを返すと、嘉隆の手が背中に回され、着ていたシャツをひっぱりだされた。


「っ…ふっ…ぅ」


　なんどもくちづけられながら、手を滑すべらせるようにして、シャツを捲まくられる。


　熱くなったからだに、まだ涼すずしい外気が触れて、侑也はぴくんとからだを揺ゆらした。


　すると、胸の尖とがりを親指の腹で弄いじられる。


「っ…ぁっ…！」


　尖りかけたそこを容よう赦しやなく押し込まれ、侑也は、その刺し激げきから逃のがれるように、背中を丸めてからだを離した。しかし追いかけるようにして、そこにくちづけられる。


「あっ、やっ…」


　そこを舐められ、歯を立てられて、侑也はびくびくと背を仰のけ反らせた。


　しかし嘉隆の手は躊躇ためらうことなく、空いている方のとがりも摘つままれ、捻ひねられ、押し込まれる。


「──っ…!!」


　びりびりと痺れるような熱さに、侑也はびくびくと腰を震わせた。自身が痛いほど勃ち上がっているのがわかる。その焼けるような熱さに、侑也がわずかに腰を上げると、嘉隆の愛撫が徐じよ々じよに下へと下がってきた。


　へその周りにくちづけられながら、すばやくベルトを外される。ジーンズの前を開かれ、引き下ろされた。


「あっ…」


　こもった熱が解放されたのを感じ、侑也は羞しゆう恥ちに頰ほおを染める。すると、下着の上から、くちづけられた。


「すごく、でかくなってるな…」


　そう囁かれながら、形をたしかめるように唇を使ってなぞられて、侑也は焦あせって嘉隆の頭を摑んだ。


「やめっ…」


　しかし、嘉隆の頭は止まることなく、下着の上から、銜くわえられる。


「硬い…」


「あっ、ちょっ…やぁっ…！」


　甘く歯を立てられて、侑也は耐たえ切れずに精を放った。


「あっ…」


　下着の中が、激しく濡れたのがわかる。


「や…ごめ…」


　ひどく動どう揺ようして、侑也が嘉隆の顔を見下ろすと、視界の中で、嘉隆が柔やわらかく微笑んだのが見えた。のびあがるようにして、頰に軽くくちづけられる。


「ちょっと歯を立てただけで、達いったのか？　いやらしいな…」


　耳元に舌を這はわされながら、喉のどの奥で笑われて、侑也は頰に血を上らせた。


　嘉隆の頭は、ゆっくりと下へ移動していき、やがて下着も引き下ろされる。濡れたそこがひやりとして、いかに大量に放出したかがわかった。


「あ…」


　侑也が思わず膝ひざを閉じようとすると、それをはばむように嘉隆の顔が差し込まれ、太ふと腿ももの付け根にくちづけを落とされた。薄うすい皮ひ膚ふを舌で味わうようになぞられ、侑也はまたぴくぴくと腿を震わせる。


「また、勃ってきたぞ…」


　軽く笑われてしまい、侑也は恥はずかしさから逃れるように顔を逸らせた。


「そんなこと、言うな…っ」


「でも、また、先から何かが垂れてきたぞ。こういうことを言われると感じるんだろう？」


「違ちがっ…」


　侑也が思わずそう返すと、嘉隆は喉の奥でかすかに笑った。


　中心を避さけるようにして、あちこちにくちづけられながら、ぬめりをすべて後ろへと集められる。


「はぁっ…」


　その行こう為いに、この先を想像させられて、侑也はますます先走りをこぼした。時折、嘉隆の鼻先や頰が自身に触れると、それはいっそうひどくなり、噴き出すようにあふれるのがわかる。


　どうしたらいいかもわからなくなり、侑也は嘉隆の頭を押さえるように挟はさみ込んだ。


　すると、嘉隆は挑ちよう発はつするような微笑を浮うかべて、侑也を見上げる。


「どうした？」


「っ…」


　そう言われてしまうと何と返していいかわからずに、侑也は顔を真っ赤にしたまま、言葉を失う。


　すると、次の瞬しゆん間かん、のしかかられた。


「くそっ…エロい顔、しやがって…」


　顎を摑つかまれ、奪うばわれるようにくちづけられる。


　自身の代わりとでもいうように舌に熱い舌が巻きつけられて、ぐちゃぐちゃにかき回され、扱しごきたてられる。


「っ…ぁっ…ぅんっ…」


　その感かん触しよくに興奮して、侑也が唇の端はしから声を漏もらすと、ぐい、と両りよう膝ひざの後ろを掬すくい上げられた。


　いつの間にか嘉隆の前も開かれていて、質量のある熱いものが押し当てられる。


　──嘉隆の、でか…っ。


　そう感じた瞬間、その先せん端たんが一気に後ろに押し込まれた。


「っ！　ぁあっ…!!」


　そこから引き裂さかれるような激しい衝しよう撃げきを感じて、侑也は思わず大声をあげる。


　急にすべてが心もとなくなった感覚がして、嘉隆の背中に、腕うでを回す。


「きつ…力、抜ぬけ…っ」


「や、でき、なっ…！」


　奥まで入れようとする嘉隆の動きにつられて、侑也の手は、何度も汗あせに濡ぬれた嘉隆の肌を滑った。


　熱く、硬かたいものが、侑也の奥を押し広げていく。


「っ、ぅんっ…!!」


　ずん、と突かれて声を漏らすと、片手をとられて、自身の後ろに導かれた。結合部分をゆっくりと指を使ってなぞらされる。そこは嘉隆のものでびっちりと押し広げられ、熱く、ぬるぬるとしていた。


　──あっ…。俺、今、嘉隆と繫つながってる…。


　その事実に、侑也は熱に浮かされたように視界を掠かすめさせる。すると下腹の上を、手のひらで確かめるように軽く押された。


「わかるか…？　ここに、根元まで全部、俺が、入ってる…」


　侑也はそのいやらしさに自分を失い、子供のように素す直なおにうなずく。


「うん、おれの、なか、よしたかが、いっぱいはいってる…」


　その途と端たん、中の嘉隆のものが、はちきれんばかりに大きく膨ふくれた。


「ぁぅんっ…」


　中をさらに押し広げられたその瞬間、急に下腹部に甘い痺しびれを感じて、侑也は内うち腿ももを震ふるわせ、背を仰のけ反らせる。


　すると、嘉隆に両りよう肩かたを押さえつけられた。熱い息を吹ふき込まれるように、囁ささやかれる。


「悪い、もう、我が慢まんできない…」


「うぁんっ…！」


　含ふくまされていたものがずるりと引き出され、侑也は女のような声をあげた。


「あぁっ…！」


　次の瞬間、すべてを巻き上げ、押し込むように突つき入れられる。


　感じる部分を擦こすり上げられ、侑也はびくびくと腰こしを震わせた。


　すると、さらに快感を深めるかのように、前も一いつ緒しよに擦られる。


「あっ、あっ、あっ、あ」


　前を擦られ、後ろの感じる部分を激しく突き上げられて、侑也は壊こわれたように声をあげた。


　するとますます嘉隆のものは熱く猛たけり、その突き上げは余よ裕ゆうを失ったように激しくなる。


　──うそ、嘉隆が、俺で、達く…？


　からだの中のすべてを押し出されるようなその激しい快感と喜びに、侑也は自ら腰を擦りつけるようにして大声を上げた。


「あ、も、でる、でるっ…！」


　すると、からだ全体を抱だき込まれるようにして、よりいっそう激しく最さい奥おうに突き入れられる。


「っ、侑也っ…！」


　嘉隆の声とともに内部をぐんと押し広げられ、熱い塊かたまりが弾はじけたような感覚を得る。その熱さに侑也は完全に理性を引きちぎられて、獣けもののような大声をあげた。


「ぅあっ、ああっ──!!」


　内ない壁へきに叩たたきつけられるように注がれた嘉隆の精を感じて、侑也は自身も大量の白はく濁だくを吐はき出した。




◆◇　２　◇◆







　休日の侑也のシフトのあがり時間は十八時。夏が近づき、日が長くなってきたこともあって、あたりにはまだ昼間の気配が残っている。空気だけが夜に向けて冷えてきていて、その冷たさが気持ちいい。


　一日の仕事を終えた侑也は、店から出たところで携けい帯たい電話を取り出した。


　少し迷って、手の中を眺ながめる。


　合コンが終わった後に部屋に来い、と嘉隆に言われているのだ。


　──電話、しづらいなあ。


　予定より早いせいもあるけれど、朝は逃にげるように出てきてしまったこともあって、どう接していいのか、わからないのだ。


　何回か逡しゆん巡じゆんした後、侑也は思い切るように携帯電話のボタンを押した。


　数回のコールの後に、嘉隆の声が耳元で響ひびく。


「あ、俺。今、仕事終わったんだけど…これから、行っていい？」


『…これから合コンじゃなかったのか？』


「あー、それ、行かないことになったから」


　──怒おこられる、かな？


　こころもち、侑也は息を詰つめる。


　しかし電話から聞こえる嘉隆の声は、怒いかりどころか、むしろ明るく、侑也は肩かた透すかしをくらったような気持ちになった。


『ふぅん…。じゃあ、すぐに来いよ』


　さらに言えば、嘉隆の声の温度も話し方も、いつもと何も変わりない。


　──なんか、俺、馬ば鹿かみたいじゃねぇ？


　侑也は、ぐったりと脱だつ力りよくしながら、ふと気づいて問いかけた。


「お前、もうメシ食った？」


『いや。今日はお前が作れないと言っていたから、どこかに食べにいこうと考えていた』


　店が休みの水曜日と、帰りの早い土曜日と日曜日には、侑也が嘉隆の食事を作っている。親の作った借金返済のため侑也が極きよく端たんに食費を切り詰めていることを知って、嘉隆が侑也にアルバイトとして持ちかけたのだ。作った食事を一緒に食べられることが、バイト代だ。


　侑也としては、はじめ躊ちゆう躇ちよしていたけれど、嘉隆の説得に加え、嘉隆と過ごす時間を手放せなくて、受け入れた。


「そっか…何食いたい？」


『ん…なんでもいいけど、今日の気分は、和食かな』


　──やりとりだけは、コイビトみたいなんだけどなあ…。


　かつては浮うかれたそのやりとりが、今では妙みように胸に重い。


　嘉隆に気づかれないよう気をつけながら、侑也はそっとため息をついた。








　嘉隆のための食材を買い込んだ侑也は、嘉隆のマンションのサブエントランスの方に向かった。どうもメインエントランスが好きではないのだ。


　完全なプライバシーとセキュリティ、そして洗練されたデザインを売り物とするこのマンションは、緑の中に溶とけ込んだ美術館のような外観をしている。そのせいか、メインエントランスも、美術館のそれのように仰ぎよう々ぎようしい。車どまりから、高い天てん井じようを強調するような巨きよ大だいな自動ドアを通りぬけると、目の前には大階段が広がっていて、その傍かたわらのフロントには、コンシェルジュと呼ばれる管理スタッフが常じよう駐ちゆうしている。どのスタッフも侑也とは顔見知りで愛あい想そよく応対してくれるのだけれど、やはりどうも気き疲づかれしてしまうのだ。


　それに比べてサブエントランスは、とてもひっそりとしている。緑の中に隠かくされたようなその入り口は、使われているのかと思わせるほどだ。


　今日もそちらを使おうとした侑也は、入り口の手前で歩調を緩ゆるめた。


　サブエントランスの入り口近くに、一人の女性が佇たたずんでいたからだ。


　五十代くらいの、おとなしそうな風ふう貌ぼうをしたその女性は、黒のジャケットにロングスカートと、この季節にしては暑そうな格好をしていた。


　誰だれかを待ってでもいるのか、落ち着かない様子で、あちこちに視線を彷徨さまよわせている。


　──やべっ。


　侑也の視線に気づいたのか、彼女がこちらを振ふり向いたために、二人の視線がかち合ってしまう。


「ちょっと、あなた！」


　侑也は慌あわてて引き返そうとしたのだけれど、追いかけてきたその女性に、シャツの裾すそを摑まれ、引き止められる。


　──見た目に似合わず、ずいぶん強ごう引いんな人だな…。


　驚おどろいた侑也は、女性を上から下までつくづく眺めた。


　季節に合わない服装と、濃こいめの化け粧しようの他ほかは、特におかしいところはない。むしろかつては美しかったと思わせる顔だちに、ほどよく品がある様子は、このマンションの住人に見える。


　──オートロックの鍵かぎを忘れたのかな。


　侑也がそう考えた時、相手の女性が口を開いた。


「あなた、浅岡嘉隆さんとは、どういうご関係!?」


　──いきなり、何だ？　でも、てことはやっぱり、住人か。なんか、嫌いやなしゃべり方だな。


　甲かん高だかく、先を急せくようなその口調に、侑也は心の中で顔をしかめながら、友人だと答えた。


　しかしその女性は、疑うような嫌な目つきで、侑也が持っている食材の袋ふくろを眺める。


「まあ…そうなの？　嘉隆さん、ここに住んでるんでしょ？　学生さんなんですって？」


「いや、まあ…」


　詮せん索さく好きらしい相手の矢や継つぎ早ばやな質問に閉口して、侑也がその場を適当にごまかし、立ち去ろうとすると、女性は急にヒステリックな金切り声をあげた。


「ちょっとあなた！　私のことを馬鹿にしてるんでしょう!!」


「ええ!?　いえ、そんな」


　侑也が驚いて立ち止まると、女性は我に返ったような表情をして、うろたえた。


「あら…失礼…私、そう、出かける途と中ちゆうでしたの…じゃ、また…」


　もごもごと口の中でつぶやくようにそう言うと、女性は足早に立ち去る。


　──世の中、色んな人がいるよなぁ。


　侑也は、心の中で肩かたをすくめ、エントランスのパネルに鍵を差し込んだ。








　いつものように勝手に玄げん関かんの鍵を開けて、広すぎる玄関ホールを抜ぬけ、リビングに通じるドアを開けると、黒い革かわ張ばりのソファに座っていた嘉隆が振り向いた。組んでいた長い脚をおろし、ほどよく引き締しまったからだを起こす。一連のその仕草は、見慣れたはずの侑也でも、思わず見み惚とれてしまうほど男らしく洗練されていた。


　身につけているものは、白いＴシャツの上に合わせたダークグレーのＶネックシャツ、オフホワイトのパンツ。シンプルなのに、黒をメインに贅ぜい沢たくにしつらえられたこの部屋の主あるじにふさわしい雰ふん囲い気きをまとっている。


　──やっぱり、育ちが違ちがうんだよなあ。


　なにしろこのリビングは、ただ広いだけではない。左手奥のダイニングスペースとソファの置いてあるリビングスペースの間に、暖だん炉ろまでしつらえられているのだ。そしてその前には、くつろぐためのアームチェアが二脚、天てん井じようには、小さめだが優美な形をしたシャンデリアが備え付けられ、柔やわらかで上品な光を放っている。


　またリビングスペースの中心には、ゆったりと座れる三人がけのソファと、それとは直角になるように一人がけのソファが二つ置かれているが、どれも黒革がつやつやとして美しく、それだけで一連のオブジェのように見える。ソファの背後には、一通りすべてが揃そろえられたバーカウンターがあるし、黒革と色を合わせたスタイリッシュなローテーブルの上には、今まで嘉隆が使っていたらしいノートパソコンの他ほかに、チェス盤ばんが載のせられている。


　侑也は嘉隆と同じ歳としだけれど、この部屋に似合うとは自分でもとても思えない。


　見つめた視線の先で、嘉隆がゆっくりと微笑ほほえんだ。


「お帰り」


「た…だいま」


　いつもと変わらないやりとりなのだけれど、今日はなぜかくすぐったい気がして、侑也は慌ててキッチンに逃げ込んだ。


　リビングとカウンターで仕切られているキッチンは広々としていて、様々な調理器具が揃っている。ドイツ製だというシステム・キッチンや冷蔵庫のデザインも洗練されていて、侑也が気に入っている場所の一つだ。


　調理台の上に買ってきた食材を並べていると、背後に嘉隆がやって来た。


「なんだよ？」


　危き惧ぐしていたとおり、やはり異様に意識してしまって振り向くこともできず、ぶっきらぼうに侑也がそう言うと、嘉隆の腕うでが腰こしに絡からみついてきた。


「今日のメニューは？」


　肩に顎あごを載せるようにして、覗のぞき込まれる。


　その瞬しゆん間かん、体温とともに、ふわりと嘉隆の匂においを感じた。


　それは昨夜と同じ香りだったから、侑也の脳のう裏りには昨夜の記き憶おくが鮮あざやかに蘇よみがえる。


　──う、わっ…！


　一気に体温が上じよう昇しようするのを感じて、侑也は慌てて嘉隆の腕の中から逃にげ出した。


「ぶりとねぎの速そつ攻こう煮にと、アサリの酒さか蒸むし、豚ぶた肉にくと野菜の炒いため物だよっ」


「へえ…新メニューだな」


「シェフの見けん城じようさんに教えてもらったから…って、お前さあ！」


　懲こりもせず伸のばされる嘉隆の腕を振り払はらい、侑也は思わず声を荒あらげて振り返った。


「何だ？」


　しれっとした表情で応こたえる嘉隆を、侑也はぐっと睨にらみつける。


「なんでいきなり、べたべたすんだよ！」


「なんでって…」


　表情ひとつ変えずにそう言いかけた嘉隆は、ふと思いついたというように瞳ひとみを細めた。


「それなら、なぜお前は、今日の合コンに行かなかったんだ？」


「そんなの、今、関係ないだろ！」


　侑也の返事に、嘉隆はゆっくりと唇くちびるの端はしをあげる。


「でも、今、知りたい」


「っ…！」


　言葉に詰つまった侑也は、ぐっと唇を嚙かみしめた。


　──そんなの、何て言ったらいいんだ!?


　お前とやれたから自じ粛しゆくしました、なんて、まんま告白みたいなこと言えるわけないだろ!!


　侑也はしばらく唇を嚙みしめていたけれど、嘉隆はうっすらと微び笑しようを浮うかべたまま、侑也をじっと見つめている。やがて沈ちん黙もくに耐たえ切れなくなり、侑也は口を開いた。


「…お前のせいだ」


「俺のせい？　なぜ？」


　間かん髪はつ入れずに問い返してくる嘉隆に向かって、侑也は自分の襟えり元もとを指差す。


「こんなとこにお前がキスマークなんか残すから、連れてってもらえなくなったんだよ！」


　すると嘉隆は驚いたように一いつ瞬しゆん目を見開いたが、すぐにすっと細め、侑也に向かって指を伸ばした。嘉隆の指先に顎を掬すくわれ、痕あとが見えるように襟元のボタンが外される。


「ちょ…っ」


「普ふ通つうにしていれば、見えないだろう。まさか、自分で見せたのか？」


　ゆっくりと痕をなぞられ、その感かん触しよくに、侑也はぴくりとからだを震ふるわせた。


「違っ…制服のシャツの襟えりは短いし、寿志さんは背が高いから…って、何してんだよ!!」


　嘉隆の唇がそこにつけられ、舌でゆっくりと舐なめられる。


　ただそれだけのことだけれど、侑也の腰こし骨ぼねには、鈍にぶく熱い痺しびれのようなものがはしった。


　嘉隆の頭を摑つかんで引き剝はがそうとしたけれど、逆にからだを抱だき込まれる。そのまま冷蔵庫に押し付けられて、唇を奪うばわれた。


「ふっ…うんっ…」


　思わず声が漏もれるほどさんざん口中を犯おかされた後で、ようやく解放される。


　親指の腹で濡ぬれた唇を拭ぬぐわれながら、睨まれるようにして低い声で囁ささやかれた。


「自分から女の代わりになるって言い出したんじゃなかったのか？」


「それは…そうだけど」


　躊躇ためらいながらもこらえきれずに、侑也はごくりと唾つばを飲み込む。


「ほんとに、俺で、いいのかよ…？」


　すると、緊きん張ちようで霞かすみそうになる視界の中で、嘉隆が甘く微笑んだのが見えた。その表情に、侑也はかすかな期待を抱いだいたけれど、続けられた嘉隆の言葉に、あっという間に砕くだかれる。


「仕方がないから我が慢まんしてやる。だからお前も、我慢しろよ？」


　──仕方がないから我慢…。そっか、そうだよな…。


　侑也はうつむきかけたけれど、掬うように柔らかくくちづけられると、切ない気持ちをごまかすように、入り込んできた嘉隆の舌に、自分の舌を絡ませた。


　するとまるでそこから食べようとでもするように、唇を使って愛あい撫ぶされる。


　飲み込みきれない唾だ液えきが、口の端はしから溢あふれ、官能的に頰ほおを濡らして伝っていく。


　──期待するなんて、俺も、自分の立場をわかってないよな…。


　半ばそのいやらしい感触に煽あおられながらも、侑也は再び空くう虚きよさを感じて、逃のがれるように嘉隆の首に腕を回した。すると、脚の間に太ふと腿ももを差し入れられる。


「ほら、早く、勃たたせろよ」


「いっ…」


　笑えみを含ふくんだ囁き声とともに腿ももを使ってそこを容よう赦しやなく擦こすられ、侑也は仰のけ反りながら嘉隆の背中を摑んだ。反った喉のどに舌を這はわされ、耳を含まれ、甘く嚙まれる。


　いつの間にかシャツはすっかりはだけられていて、唇で胸を愛された。飾かざりのような胸の尖とがりを啄ついばむようにくちづけられ、もう片方は押し込むように捏こねられると、それだけでじんじんと腰がうずく。


「あ…や、それ、や…！」


　侑也が幼い子供のような声をあげると、嘉隆が低く笑った。


「嫌いや？　噓うそつけ」


「あっ…」


　ジーンズのジッパーが遠えん慮りよなく下ろされ、屹きつ立りつしている自身を、下着の上からいやらしくなぞられる。


「胸を弄いじるたびに、ここは大きくなってるぞ？」


「ぅんっ…」


　指先で自身を弾はじかれ、侑也は思わず声を漏らした。するとベルトが外される音がして、下着の中に嘉隆の手が差し込まれる。


「やっ…！」


「もう、濡れてる…」


　大きく乾かわいた嘉隆の手が、よりいっそう侑也のぬめりを強調する。


　恥はずかしさのあまりに侑也はからだを起こして嘉隆の腕を摑んだが、嘉隆の手は止まることなく、侑也を捏ね、擦り始めた。


　その激しい快感に、侑也はすべての迷いを奪われてしまう。


「やっ、あっ、ああっ…！」


　もがこうとしたことで脚あしが開き、より深くまさぐられて感じてしまって、侑也は嘉隆のからだを強く摑みながら、びくびくと内うち腿ももを震わせた。


「あっ、あ…っ」


　自身の先から数回、何か温かいものが迸ほとばしるのがわかる。


　──…っ、出るっ…！


　そう口にしようとした瞬間、嘉隆の手が止まり、根元をきつく引き絞しぼられた。


　──なんで…？


　熱に霞かすんだような頭で、侑也が嘉隆を見上げると、嘉隆の腕を摑んでいた手を外され、嘉隆の股こ間かんに導かれた。そこは、布を突つき破りそうに硬かたく、熱くなっている。


「あ…」


　──嘉隆のも、でかくなってる…。俺に、感じてくれてるんだ…。


　侑也が思わず嬉うれしくなって微笑ほほえむと、耳元にくちづけられて、囁かれた。


「俺のも、出せよ…」


「ん…」


　吐と息いきの湿しめった熱さに励はげまされるように侑也はうなずき、嘉隆のベルトに手を伸ばす。


　緊張して数回しくじったものの、なんとか外して、下着を下ろした。


「っ…」


　その瞬しゆん間かん、嘉隆の荒あらい息とともに、熱く大きなものが勢いよく飛び出してきて、侑也は思わず息を呑のんだ。


「ぅんっ…」


　すると熱いそれを自身とぴったり合わせるように手で包まれて、侑也も思わず息を漏らす。


　そのまま、ゆっくりと腰こしを擦りつけられた。


　手のひらの中で感じる嘉隆の質感と熱さに煽られ、侑也はびくびくと腰を揺ゆらす。


「や、も…っ」


　射精感に苛さいなまれて、自身を堰せき止めている嘉隆の腕うでを摑む。すると耳の骨を柔やわらかく嚙まれ、囁かれた。嘉隆の息も荒い。


「じゃあ、いくって、言えよ…」


「いく、い、く、あっ、ああっ…！」


　口に出してそう言った途と端たんにいっそう激しい射精感に襲おそわれ、侑也は痙けい攣れんを抑おさえるように必死で背を丸めた。その瞬間、堰を外され、いっそう強く擦りあげられる。


「っ、ああーっ…！」


　侑也は全身を痙攣させながら、精を激しく吐はき出した。


「っ…はあっ…」


　すべてを吐き出した後、あまりのその激しさに力を奪われ、ぐったりとした侑也は嘉隆に抱きとめられた。


　耳の下から頰にかけてくちづけられる。その唇くちびると吐息の熱さに、侑也は嘉隆がまだ終わっていないことに気づいた。


　──俺だけいかせてもらって…やっぱ、これで終わらすわけにはいかないよな…。


　女の子とだったら、当然先があるわけだし。


　そこまで考えて、侑也は弾かれたように顔をあげた。


　──何やってんだ、俺。俺で、気持ちよくなってもらわなきゃ、意味ないじゃん。


　女の子に、負けないぐらいに。


「っ…」


　侑也は、くちづけを繰くり返している嘉隆の頰を挟はさむ。引き寄せた唇に軽くくちづけると、からだを離はなした。


「侑也…？」


　伸のばされかけた嘉隆の手を摑んでリビングへと誘さそう。


　さすがにいきなり押し倒たおすことはできなくて、両りよう肩かたを押すようにしてソファへと座らせた。


「今度は、俺が、するから…」


　そう言うと、自分は床ゆかに膝ひざをついて、嘉隆のシャツを捲まくりあげる。


　すると特にスポーツなどしていないはずなのに、アスリートのように美しく締しまったからだが顕あらわになった。見慣れたはずのそれに一いつ瞬しゆん息を呑みながら、侑也は必死に記き憶おくを探さぐる。


　──確か、こう、だったよな…。


　古い恋れん愛あい映画で観た、娼しよう婦ふが愛をこめて男に尽つくすシーンを思い出しながら、侑也はゆっくりと嘉隆の胸にくちづける。すると、ふと別の記憶が蘇よみがえった。


　──そういえば、あの映画じゃ、唇にキスはしちゃいけなかったよな。


　本気で好きになった相手としかしないってルールだったから。


　でも、俺たちは、もう、キスしてる。


　そこまでを思い、侑也はふと、動きを止める。


「侑也…？」


　掠かすれた声で名前を呼ばれて、侑也は心の中で頭を振ふった。


　再びぎこちなくも丁てい寧ねいにくちづけを落とす。


　──俺は、アホか。


　何考えてんだ。


　そんなルールが、ないだけだ。


　──…でも、あの映画、最後はハッピーエンドだった。


　そこで侑也は、今度は実際に強く頭を振った。


　すると、強く両方の頰ほおを挟まれ、掬すくうように顔を上げさせられる。


「侑也？　無理にしなくていいんだぞ？」


　侑也は、慌あわてて首を横に振り、ぎこちなくも微笑んでみせる。


「あ…ごめん、ちょっと……」


　すると、嘉隆は、ふてくされたような表情をした。


「お前な…集中しろよ」


「…ごめん」


　──俺、娼婦以下だよ…。


　しゅんとしながら、侑也はふとあることを思って不安になった。


「嘉隆、もしかしてあんまり、気持ちよくないか…？」


　すると、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、引き寄せられるようにしてくちづけられる。


「残念ながら、メシ代くらいは気持ちいいよ」


　──メシ代…ってことは、きっと、安いってことだよな…。


　侑也は焦あせりで涙なみだぐみそうになりながら、潤うるみをもった嘉隆のものに気づいた。


　──これ…舐なめられるかな…。


　いかに好きだとはいえ、改めて間近で見るとさすがに迫はく力りよくがあり、侑也はわずかに躊躇ためらってしまう。しかし次の瞬間、焦りに突き動かされるようにして、唇を寄せた。


　すると、小さくちゅっと音をたてた瞬間、両わきを摑まれ、ひきずりあげられる。


「なっ…!?」


　半ば放ほうるようにソファの上に押し倒された。肩かたを摑まれ、のしかかられて、あっという間に膝を割られる。その瞬間、嘉隆の熱く濡ぬれたものが再びもたげた自身と擦こすれ、その感かん触しよくに侑也の腰は跳はねあがった。


　一回吐き出したものを拭ぬぐわれ、後ろにぬめりを運ばれる。


「やっ、ちょっ、待っ…！」


　驚おどろいてあげた声は、くちづけによって奪うばわれた。


「んっ…ぅっ…」


　呼吸ができないほど激しく深いくちづけの合間に、強い口調で囁ささやかれる。


「こんなこと、どこで覚えたんだよ…？　寿志さんにでも、習ったのか…？」


「はぁ？　ちがっ…あぅっ！」


　唾だ液えきを溢あふれさせながらも口を開きかけた侑也は、思わず悲鳴のような声をあげた。


　腿ももを掬われ、嘉隆の指を後ろに含ふくまされたのだ。


　何度も深くくちづけられながら、後ろを指で弄いじられる。


「くそ…ここに入れていいのは、俺だけだ…」


「あっ、やっ…」


　ぬめりのために痛みこそないものの、少し強ごう引いんに何度も含まされる指の先は、ひどくリアルで腰を浮うかせてしまうほどの違い和わ感かんがあった。思わず侑也が逃にげようとすると、汗あせで侑也の尻しりへと張りついているソファの革かわがひきつれ、まとわりつく。


　そのぺたぺたとした感触を振り払はらおうと侑也が腰を捻ひねった瞬間、全身が引き攣つれるような官能が走った。


「ぅあんっ…!?」


　女のような喘あえぎ声をあげた侑也に、嘉隆が唇の端はしをあげる。


「ここだな…？」


「あっ、やっ、そこ、やめっ…」


　容よう赦しやなくそこを擦こすられ、侑也はびくびくと内うち腿ももを震ふるわせた。


　自身が一気に勃たちあがり、先から透とう明めいな液がこぼれるのがわかる。


「先走りが噴ふき出てきた…いやらしいな…」


「っ…見るなっ…」


　羞しゆう恥ちのあまり、侑也が目め尻じりに涙を滲にじませると、べろりと舌で拭われた。笑えみを含んだ声で囁かれる。


「なんで？　可愛かわいいぞ…？」


「ぁんっ…！」


　恋こい人びとに囁くようなその言葉に感じてしまい、侑也はびくんと腰こしを跳ねあげた。


　その瞬しゆん間かん、自分のからだの変化に気づく。


「すごい…お前のここ、ちゅうちゅう俺を吸い始めた…」


「やっ…変なこと、言うな…ぁんっ」


　侑也は抗あらがったけれど、後ろに嘉隆のものを擦りつけられ、再び甘い声をあげる。


「これが欲しいんだろ…？」


「っ、んっ…」


　耳元にとろりとするような甘さで囁かれながら、ぬるぬるとしたもので入り口を突つつかれて、侑也はがくがくと頷うなずいた。すると、唇を親指の腹でなぞるように撫なでられる。


「口で、言えよ」


　唾液で濡れた指の腹が、唇くちびるの上を煽あおるように滑すべった。


「…っ」


　侑也が顔を真っ赤にして顔を背そむけると、後ろにぐっと太い先せん端たんを含まされる。


「あぅっ…」


　そこを広げられる感触は、ほんのわずかな痛みと、凄せい絶ぜつなまでの甘さをもたらした。


「あっ…はぁっ…」


　含まされた太い部分をわずかに前後に揺ゆらされて、侑也は大きく空気の塊かたまりを吐はき出す。


　別の生き物であるかのような侑也のそこが、もっと奥へと嘉隆を誘さそうのがわかる。


　耐たえ切れないような熱い痺しびれに、侑也は我知らず、もじもじと尻を動かした。


　その瞬間、嘉隆のものは抜ぬき去られる。


「ぁんっ…」


　思わず侑也が声を漏もらし、獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうのような、強くて熱い視線に射貫ぬかれた。


「ほら、早く、言えって」


　──もしかして、嘉隆も、俺のこと欲しがってくれてる…？


　そう思った瞬間、全身に熱いものがはしり、残されていた侑也の理性は焼かれてしまう。


　侑也はびくびくと自身を震わせながら、涙を浮かべて幼児のように口を開く。


「よしたかの…はやく、いれて…ほしっ…」


　次の瞬間、熱くて濡れた硬かたいものが勢いよく突き入れられる。


「あぁ────っ…!!」


　侑也は思わず大声をあげて、嘉隆にしがみついた。全身がそれに支配され、一いつ瞬しゆんにしてこわばる。


「っ、ぁっ、は…」


　嘉隆に動かれているわけではないのに、自身に埋うめ込まれた熱い脈動に煽られ、侑也は切れ切れに声を漏らした。すると、耳元に軽くくちづけられる。


「ぅん…っ」


　わずかな動きにも、甘い声が漏れる。


「きついか…？」


　囁かれて、侑也は必死に首を横に振ふった。


「だいじょぶ…から、はやく…」


　懇こん願がんするようにそうつぶやくと、軽くくちづけられた。


　そして次の瞬間、一気にそれを引き抜かれる。


「んぁっ、あぁっ…!!」


　その衝しよう撃げきに声をあげると、すぐに突き入れられた。勢いよく、最さい奥おうまでを押し広げられる。


「はぁっ…」


　侑也が微かすかに息を漏らすと、そのまま激しく揺さぶられる。


「んっ、あっ、あっ、ぅんっ、あっ…」


　内うち襞ひだを激しく擦られ、もたらされる熱さに壊こわれたように声が漏れた。


「あっ、あっ、あっ、あっ…!!」


「っ…侑也っ…」


　荒あらい息とともに名前を呼ばれ、侑也はからだを仰のけ反らせながら固く目をつぶった。


　そうしなければ、思わず、「好きだ」と口にしてしまいそうだったのだ。


　侑也はその言葉を忘れようとするように、もう一度強く、嘉隆のからだを抱だきしめた。





　　　　◆◇◆





　──ったく、学生は気楽でいいよな…！


　古ぼけたアパートの門をくぐりながら、侑也は、おそらくまだ部屋で眠っているだろう嘉隆のことを想像して顔をしかめた。


　お互い自分を制せい御ぎよできずに朝まで何度も抱き合ったせいで、二人とも疲れ果てている。


　嘉隆はあっさり大学はさぼると決めていたが、侑也の場合はそうもいかない。


　気分を仕事へと切り替かえるためにも、一度自分の部屋に戻もどって着き替がえようと思ったのだ。シャワーも食事も嘉隆の部屋で済ませてきたから、少しのんびりするくらいの余よ裕ゆうはある。


　朽くちかかった外づけの階段を上り終えた侑也は、自分の部屋の前に座り込んでいる人物に気づいて足を止めた。向こうも侑也に気づいて立ち上がる。


　四十三歳という実じつ年ねん齢れいより若く見えるその男は、侑也とよく似た、甘く整った顔だちをしていた。しかし頰ほおはこけて無ぶ精しようひげで覆おおわれており、服装にも無む頓とん着ちやくなその様子は、全体に薄うす汚よごれた感じがする。


「…父さん」


　侑也がつぶやくようにそう呼ぶと、父は、子供のように微笑ほほえんで片手をあげた。


「よう、元気か？」


　──元気か、じゃ、ないだろ！


　侑也は一瞬そう叫さけびかけたけれど、にこにこと笑う父親の姿に毒気を抜かれ、黙だまって肩かたの力を抜いた。


　──そうだ、こういう、人だったよな。


　半ば諦あきらめに近い気持ちで、侑也はそっとため息をつく。


　侑也が高校三年生の夏、この飄ひよう々ひようとした父親は、莫ばく大だいな額の借金を作って蒸発した。借金を作った理由も、釈しやく明めいも、別れの言葉も、一いつ切さいなし。ある朝、借金取りの激しいノックで侑也が目を覚ました時には、父親はすでにどこにもいなかったのだ。


　常つね日ひ頃ごろ、一いつ攫かく千金ばかりを狙ねらう父親が、ささやかな生活費を使い込んでしまい、結局は日々の暮らしに困るような状態だったから、心のどこかでは覚かく悟ごを決めていたつもりだった。


　しかしさすがにそれが現実のものとなってしまうと、なかなか状じよう況きようを信じることができなかった。


　幸い侑也は、生活費・学費ともに全額支給で希望すれば寮りようにも入れるという、厚待たい遇ぐうの奨しよう学がく制度を受けていたから、いきなり路頭に迷うことはなかったけれど、父親の借金は全額侑也が背負うことになってしまった。


　だから嘉隆には強きよう硬こうに反対されたけれど、進学をあきらめて、夏休みからアルバイトを始めることにしたのだ。それから四年間、欠かすことなく返済し続けているけれど、借金は、まだ、気が遠くなるほど残っている。


　それでも、侑也の中には、父親を憎にくむ気持ちはなかった。時に恨うらめしく思ったり、腹を立てることはあっても、憎んだことはない。おそらく、父親に対して色々なことを諦めているからだろう、と侑也は考えていた。もとは幼い頃ころに母親を亡なくした侑也にとって、父親だけが唯ゆい一いつの肉親だからかもしれない。あるいは、ただ単純に、侑也が父親のことを家族として愛しているからかも。


　侑也は少し迷った後で、ドアを示した。


「何もないけど、とりあえず部屋、入ってよ」


　父は嬉うれしそうに微笑んで、ドアの前からからだを離はなした。








　侑也の部屋にあがりこんだ父親は、驚おどろいたようにあたりを見回した。


　必要最低限の生活をしている侑也の部屋には、布ふ団とんとわずかな着替えくらいしかない。


　嘉隆に無理やり押し付けられたなべとやかんはあるけれど、冷蔵庫などは一切なかった。


「まあこんな感じなんで、茶も出せないけど…」


　何を話していいか迷った挙句、侑也はそんなことを口にした。


　すると、父親は瞳ひとみを泳がせながら侑也の方を振り返る。


「俺の借金のせい、だよな…？」


　他ほかにどんなことが考えられるんだろうと思ったが、侑也は黙ってうなずいてみせた。


　すると、父親は驚いたような表情をした。何かを考えるようにわずかに首をかしげる。


「お前、もう、嘉隆って子と付き合いはないのか？」


　──それって…。


　侑也は一気に冷水を浴びせられたような気がした。嫌いやな予感を覚えながら、ゆっくりと口を開く。


「もしかして、嘉隆が助けてくれると思ってたのかよ？　俺を捨てても、嘉隆の家が金持ちだから大だい丈じよう夫ぶって？」


　感情を押し殺した低い声でそう問うと、父親は軽く肩をすくめ、侑也から視線を外す。


「そういうわけじゃないけど…」


　──噓うそだ。


　父さんは、俺が嘉隆に相談すれば、嘉隆が家に頼たのんで、俺のことを助けてくれると考えたんだ。だから、俺に借金を押し付けて、消えたんだ。


　胸を大きな石で打たれたように息が詰つまって、侑也はうつむいた。


　確かに嘉隆は、侑也の借金を聞くやいなや、援えん助じよを申し出てくれた。


　正直に言えば嬉しかったし、助けて欲しかった。


　けれど、嘉隆は大事な友達だったから、その間に金銭を絡からませたくなくて、断った。親の経済力こそ大きく異なるけれど、それ以外の部分では、友達として、同じ立場で付き合っていたかった。


　──なのに。


　侑也はぎゅっと奥歯を嚙かみしめる。そうしないと、涙なみだが出てしまいそうだった。


　自分の父親が、こんな人間だったなんて。もちろん、ダメ人間の部類だということは、わかっていた。でも、それでも、ここまでだとは思ってなかったのに。


　情けなくて、涙が出る。


　でも、それより情けなくて、悔くやしいのは。


　それでも、自分が、父親に対して怒おこれないことだ。


　怒ることで、父親とのつながりが切れてしまうのが、怖こわい。こんな男ではあるけれど、心のどこかで、父親として、必要としている。そんな自分に、腹が立つ。


　侑也は一度深く息を吸い込むと、吐はき出しながら顔をあげた。


「それで、今日は何の用？」


　父親は困ったように前まえ髪がみをかきあげた。


「いや…金を借りたかったんだけど。まあ、こういう状況じゃ、さすがに頼みづらいなぁ」


　──でも、結局、頼んでるじゃないか。


　本当にそう思うなら、そんなこと、口に出さないべきじゃないのか。


　自分の瞳に、激しい怒いかりが映り込むのがわかる。侑也は、ぎゅっとこぶしを握にぎった。


　すると不ふ穏おんな空気を感じ取ったのか、父親は、すばやく侑也を押しとどめるように片手をあげる。そして、この場には不似合いなほど、のんびりとした微笑を浮うかべた。


「悪かったな。じゃあ、また」


「あ、ちょっ…」


　侑也の声には応こたえることなく、父親は、さっさと部屋を出て行った。


「今どこにいるとか、弁解とか、一切なしかよ…」


　侑也は思わず声に出してそう言うと、玄げん関かんの側そばに、膝ひざを抱かかえて座り込んだ。


　──俺って、やっぱり不幸なのかも…。


　これまでは考えようとしなかったそんな思いが胸に浮かぶ。そして、あの父親が自分と嘉隆の関係を知ったらと思うと、想像しただけで背筋が寒くなった。


　──ますます、俺って、嘉隆にはふさわしくないよなぁ…。


　侑也はがっくりと頭を抱えた。




◆◇　３　◇◆







　貴重な休日である水曜日の朝、侑也は携けい帯たい電話の着信音で叩き起こされた。


「……はい……」


　寝起きの掠れた声でそう応えると、耳元に嘉隆の声が響く。


『まだ寝てたのか？』


「…だって今日、休み…」


『知ってる。だから、電話したんだ。出かけないか？　納車もされたし』


　──そういえば、そんな話、出てたっけ…。


　侑也は、まだ半ば寝ねぼけたまま、ごろりと布ふ団とんの上で寝返りをうった。


「…出かけるったって…どこいくんだよ…？　だいたい俺、そんな金、ねぇし…」


『デートなんだから、すべて俺が持つに決まってるだろう。お前が行きたい場所に連れて行ってやるから、今日一日、付き合えよ』


「うーん…って、何!?　デート!?」


　あまりにも意外な単語に、侑也は一いつ瞬しゆんにして目を覚まし、驚きの声をあげた。


　すると、電話の向こうに、深い沈ちん黙もくがおりるのがわかる。


「え…おい、嘉隆…？」


　侑也がそっと声をかけると、嘉隆が大きなため息をつくのが聞こえた。


「…なんだよ」


『デートって単語が嫌なら、予行練習とでも置き換かえてくれ』


「いや……って…予行練習？」


　嫌な予感に、侑也はわずかに声を揺ゆらす。すると嘉隆は、わずかな沈黙の後に先を続けた。


『例の高校生とのデートに、車を使おうと思ってるんだ』


　そこまで言うと、嘉隆は皮肉めいた声色でかすかに笑う。


『そう言えば、付き合わざるを得ないだろう？』


　──そりゃ、そうかもしれないけど…そんなに大事な相手なのかよ!?


　向こうから見えないことを幸い、侑也は大きく顔をしかめた。


　するとまるでそれが見えたかのように、嘉隆の声が耳元に響ひびく。


『それとも、何か大切な予定でもあるのか？』


　侑也はぎゅっと唇くちびるを嚙みしめた。


　──お前以上に大切なことなんてねぇよ。


「いや…わかった、いいよ。何時にどこにする？」


『迎むかえに行ってやるから、一時間後にお前のアパートの前。どうだ？』


「オッケー。じゃな」


　電話を切ると、侑也はのろのろと起き上がった。


　顔を洗い、歯を磨みがきながら、何を着ようかと少しだけ考える。


　──とは言っても、選せん択たく肢しなんかほとんどないんだけど。


　侑也は、赤と青、茶、緑の細い縞しまが入ったＴシャツを引っ張り出して、それに合わせてインディゴブルーのジーンズを穿はき、白いシャツを羽織って、いつもの斜ななめ掛がけのバッグを背負う。侑也の甘めの顔だちに、すっきりとした明るく男の子らしい格好がバランスをとって、カッコ可愛かわいい感じに仕上がった。嘉隆と並んで歩くところを想像しても、そう不ふ釣つり合あいにはならないだろう。…半ば死んだようなその表情さえなければ。


　──俺、何してるんだろう。


　鏡に姿を映した侑也は、深い穴を覗のぞき込んだような虚むなしさを感じて、自分自身にそう問いかけた。








　迎えに来た嘉隆の車は、落ち込んだ侑也が思わず声をあげてしまうほどすごいものだった。


　漆しつ黒こくのボディにくすんだ赤あか革がわのシートのコントラストが美しい、オープンカーである。


「うわっ…何、これ、何て車だったっけ？　お前、すごいじゃん、これ！」


　侑也が運転席に駆かけ寄ってそう言うと、嘉隆はにっこりと微笑ほほえみながら、助手席を示した。


「メルセデス・ベンツＳＬＫ３５０。普ふ通つうのメルセデスと比べるとコンパクトだけど、２シーターだし、いいだろう？　ちなみにフルオープンにも屋根つきにも、自動でできるタイプ」


　感心しつつ、助手席に乗り込んだ侑也は、改めて嘉隆を見て、息を呑のんだ。


　車の運転席にいる嘉隆は、赤と白の縞しまが入った濃のう紺こんのＶネックのポロシャツに黒のパンツをあわせ、オフホワイトのサマージャケットを羽織っている。車の雰ふん囲い気きのせいか、いっそう際きわ立だった精せい悍かんさに加えて色気のようなものが漂ただよっていて、とても大学生とは思えないほど、この車のオーナーにふさわしい雰囲気を放っていた。


　車の延長で、思わず本人のこともかっこいいと褒ほめてしまいそうになった侑也は、慌あわてて次の話題に移る。


「わざわざ聞くのも馬ば鹿からしい気がするけど…これ、相当な値段だろ」


　ストレートに侑也がそう尋たずねると、嘉隆は苦く笑しようした。


「まあ、安くはないが、この手の車にしては、たいした値段じゃない」


「ったく、金持ちはこれだから…」


　ぶつぶつ言いながらシートベルトを締しめた侑也は、ふと空を仰あおぎ見た。


「なんだ？」


「いや…上、開けたままで走るのか？」


「嫌いやか？」


「うーん…都内でこれは、目立ちすぎじゃねぇ？」


「そうか？」


　そうつぶやきながらも、嘉隆はセンターコンソールにあるスイッチを押した。


　すると、微かすかな振しん動どう音おんとともに後ろのトランクが開き、ゆっくりとルーフパネルとガラス製のリアウインドウが姿を現す。それらはゆっくりと動きながら、車の天てん井じようや後部ウインドウを形作っていく。


　侑也はからだの向きを変え、目を見開いたまま、最後まで動きを見守っていた。


「これでいいか？」


「すげえ…なんか、俺、サンダーバードを思い出した」


「何だ、それ」


　子供のように興奮した侑也がおかしかったのか、嘉隆は噴ふき出しながら車を発進させた。








　途と中ちゆうのカフェで遅おそい朝食をとりながら、これからのコースを相談することにした。


　オープン・カフェではないものの、陽ひの光を意識して設計された店内は、この季節の輝かがやくような陽の光を、あふれんばかりに取り込んでいる。


　明るく美しい店内とたっぷりとした美味おいしい朝食は、人を前向きな気持ちにさせるには十分なものだった。そのおかげで、侑也の暗い気持ちもいったんは紛まぎれる。


　──先のことを暗く考えても、仕方ないもんな。


　自分に言い聞かせるようにそう考えて、侑也は吹っ切るように大きく息を吸い込んだ。


　コーヒーを傾かたむけていた嘉隆が、そんな侑也の様子に気づいて、問いかけるようなまなざしを送ってくる。侑也は軽く笑って、首を横に振ふってみせた。


「なんでもない。それより、これからどうする？」


　その言葉に、嘉隆は軽くうなずく。


「どこか、行きたい場所があるか？」


　──そうは言っても、今度のデートの下見だろ？


　侑也は首をかしげた。


「うーん…ベタなコースだったら、映画観てメシ食って…だろ？　車使うとしたら、メシ食うのに遠出できるよな」


　その時、侑也の脳のう裏りに寿志の顔が浮うかんだ。侑也はそっと嘉隆を見やる。


「湘しよう南なん…って、どうかな」


　嘉隆は、柔やわらかいまなざしで侑也を見つめ返してくる。


「行ってみたい場所があるのか？」


　見み透すかされた気がして、侑也はかすかに頰ほおを染めた。


「いや、まあ、確かに俺が行ってみたいとこではあるんだけど…こないだ、寿志さんに教えてもらった店なんだ。南国料理がうまいし、店の雰囲気もいいし、なによりドラマの舞ぶ台たいになったこともあって、今の若い子…それこそ高校生の間で、行ってみたい店№１なんだって」


　侑也がそう言うと、嘉隆は軽く頰ほお杖づえをついた。試ためすようなまなざしで侑也を見やる。


「まあ、良さそうな店のようだが…まさかお前、寿志さんって人が行ったから、行ってみたいわけじゃないよな？」


「はぁ？」


　──なんだ、それ？


「それじゃ、まるで俺が寿志さんの追っかけみたいじゃないか」


　侑也が顔をしかめると、嘉隆はそう冗じよう談だんでもなさそうな表情でため息をつく。


「十分そうだろう。家でも、彼の話ばかりしてるじゃないか」


「何言ってんだよ。仕事の先せん輩ぱいで、ほぼ毎日一いつ緒しよにいるんだから仕方ないだろ。まあそりゃ、寿志さんのことは好きだし、尊敬してるけど」


　すると、嘉隆は再びため息をつきながら、頰杖を解いてコーヒーを口に運んだ。


「まあいい。お前がそこがいいっていうなら、そうしよう。映画を観て湘南で食事、だな？」


「うん。まあそれが妥だ当とうなコースじゃねぇ？」


「映画はこの間観たがっていたものでいいか？」


　そう言って、嘉隆はハリウッドの娯ご楽らく大作、アメリカン・ヒーローのシリーズ物のタイトルを挙げる。


「…覚えててくれたのか？」


　侑也が驚おどろいてそう返すと、嘉隆はかすかに笑って、唇の端はしをあげた。


「けなげだろう？」


　あまりにも嘉隆にそぐわない単語を冗談だと受け取って、侑也は思わず軽く噴き出す。


「何だ、それ。似合わねー」


　すると嘉隆は苦く笑しようして、侑也のカップにコーヒーが残っていないことを確かめる。


「涙なみだが出そうなことをさらりと言うなよ。…もういいなら、行くぞ？」


　侑也はうなずき、立ち上がった。








　まず連れて行かれたのは銀ぎん座ざだった。並木道に設置されたパーキング・メーターに車を置いて有ゆう楽らく町ちようの映画館に入る。


　お目当ての映画はまずまずの出来で、侑也は十分に楽しんだ。観終わった後、感想を話しながら車に戻もどろうとすると、ついでに買い物がしたいのだと嘉隆に引き止められる。


「別にいいけど、何を買うんだよ？」


　侑也がそう尋ねると、嘉隆は外国人のように両りよう腕うでを広げた。


「デートに備えて色々と」


「へえ…」


　侑也はさりげなく視線を逸そらした。


「…お前、服なんて腐くさるほど持ってるじゃん」


「そうでもない。最近は全然買い物してないから、たまにはな」


　そんな話をしながら、二人は通りへと足を踏ふみ入れる。


　どのブランド・ショップも銀座という場所にふさわしい店構えを見せていた。同じショップでもデパートで見かける店とは異なり、どれも毅き然ぜんとして顧こ客きやくを選んでいるように見える。侑也だったら、ひるんで敷しき居いをまたげないようなそれらのショップの扉とびらを、嘉隆は無造作に押し開けていく。


　するとどの店でも、嘉隆が扉を開けた瞬しゆん間かん、店内にいる人々が一いつ斉せいに嘉隆の方に視線を向けるのだ。


　女は感かん嘆たんのまなざしを向けてうっとりとし、男は悔くやしそうに視線を外す。


　──やっぱ、こいつって格好いいんだよな。


　侑也はひそかに、誇ほこりにすら思うけれど、そんな視線に慣れている嘉隆はまるで気にせず、友達に対するような気安さで店員に声をかける。


「こんにちは」


　すると、それまできどって接客していた店員たちが、にっこりと微笑ほほえむ。


「お久しぶりです、浅岡さま」


　──ありえねぇ…。


　美しい女性店員と親しげに言葉を交かわし、次々と品物を選んでいく嘉隆の姿を眺ながめながら、侑也はこっそりとため息をついた。


　いったいどれだけ通ってどれだけ買い物をすれば、こんなに人の多い東京で常連客になれるというのだろう。


　──もう、俺も、いい加減ここまできたら気にすんなよって思うんだけど…。


　そうは思いつつも侑也が世界の違ちがいを感じて落ち込んでいると、試着室から姿を現した嘉隆が声をかけてくる。


「侑也、これ、どう思う？」


　店員に勧すすめられたシャツとパンツを身に着けている。


「本当に、よくお似合いですわ…」


　傍かたわらの店員がうっとりと呟つぶやくとおり、どちらも嘉隆の均きん斉せいの取れたからだを洗練し、よりいっそう魅み力りよく的に見せていた。


「あー、うん、いいんじゃね？　似合ってるよ」


　しかしこれが今度のデート相手のためだと思うと、とても素す直なおに勧める気にはならず、侑也はぞんざいに感想を述べる。


　すると嘉隆はにっこりと大きく微笑み、傍らで褒ほめちぎる店員を見やった。


「じゃあこれ、もらいます。それと、僕の友達にも何か見立ててやってくれませんか」


「かしこまりました。お友達も素敵な方ですから、お見立てするのが楽しみですわ」


「いや、俺はいいんで…！」


　嬉うれしそうに品物を選ぼうとする店員を遮さえぎり、侑也は慌あわてて声をあげる。


　すると、試着室に引っ込みかけた嘉隆が、再び顔を覗のぞかせる。


「いいから、選んでもらえよ。お前もここの服、好きだって言ってたじゃないか」


「それとこれとは別問題！　俺には分不相応だから！　ほんとにほんとに、いいですから！」


　断固として断る侑也の様子が可愛かわいらしく映ったのか、店員はくすくすと笑いながら一度奥にひっこむと、美しく包装された小さなギフトボックスを持って現れた。


「こちら、よろしければお持ちになってください。キーホルダーなんですけど」


「えっ、あの…」


「私どものブランドを、本当に好きでいてくださる方に使っていただきたいんです。ですから、どうぞ」


　侑也が戸と惑まどいながらも受け取ると、店員は嘉隆の会計のためにその場を離はなれた。戻ってきた嘉隆が、笑いを堪こらえるように侑也の肩かたを叩たたく。


「お前のそういうところ、俺はほんと、感心するね」


「…それ、嫌いや味みか？」


　じろりと侑也が睨にらむと、嘉隆は堪えきれないというように噴ふき出す。


「褒めてるに決まってるだろう」


「全然嬉しくねぇよ」


　侑也が不ふ機き嫌げんにそう返すと、嘉隆はいっそうくすくすと笑った。








　買い物を終え、騒さわがしい都心を抜ぬけて海岸沿いの道路に差し掛かかると、嘉隆は再び車をフルオープンへと変えた。途端に潮の匂においが微かすかに混じった空気が車内を満たし、非日常を感じさせる。


　陽が落ちかかる時間のせいか、通りぬける風は昼の温度を拭ぬぐい去るようで心地ここちよく、カー・ステレオから流れるボサノヴァがよりいっそう侑也を雰ふん囲い気きに溶とけ込ませた。


「ドライブって、こんなに気持ちいいもんなんだなぁ…」


　窓まど際ぎわに肘ひじをついて頰ほおを支えながら、侑也が独り言のようにそうつぶやくと、嘉隆は侑也のほうに視線を流して唇くちびるの端はしをあげる。


「喜んでもらえて、何より」


　侑也はそれに答こたえようとしたけれど、いきなり目の前に広がった光景に一いつ瞬しゆんにして目を奪うばわれた。


「海だ!!」


　雑多な視界を切り開くように現れた海には、傾かたむきかけた陽がきらきらと反射して、黄こ金がね色に輝かがやいている。その光景は、車内に流れるボサノヴァの、けだるく切なくなるような音色とあいまって、ふと涙ぐんでしまいそうなほどに美しくみえた。


「すげぇ、綺き麗れい…」


　侑也は思わずそうつぶやいてから、ふと嘉隆の方を振ふり返る。


「ありがとな」


　すると言葉の先を促うながすように、嘉隆は片方の眉まゆをあげてみせる。


「何に対して？」


　改めてそう尋たずねられると困ってしまい、侑也は首をかしげながら言葉を探した。


「うーん…連れてきてくれて、かな。こんなに綺麗な景色、俺、生まれて初めて見たからさ。綺麗な景色見て、今、俺、幸せだなって思ったから」


　侑也の視線の先で、嘉隆の瞳ひとみがすうっと細められるのが見えた。思わず目を逸そらしてしまいたくなるほど、甘さを含ふくんだ視線を向けられる。


　その視線に煽あおられ、侑也は口の中に軽い渇かわきを感じた。


「な…んだよ」


　かすれそうになる声をなんとか保って声をかけると、嘉隆は目が眩くらみそうなほどセクシュアルな微び笑しようを浮うかべる。


「いや…運転しているのが残念だなと思って。そんな可愛いことを言われたら、押し倒たおすのが礼れい儀ぎだろう？　今すぐ、車を停とめてキスしたい」


「ばっ…か、何言ってんだよ！　早く行けって！」


　一気に顔が熱く火ほ照てるのを感じながら、侑也はからだごと窓外に向き直った。








　平日のせいか道路もあまり混こんでおらず、二人は目指す店へとたどり着いた。


　駐ちゆう車しや場じようから、松林に囲まれた小道を上がると、すぐに店が見える。


　広めのプールを囲むようにして、高級な南国リゾート地を思わせるような瀟しよう洒しやな建物が建ち、かがり火が焚たかれている。暮れかけた風景の中、赤々とした火が水面みなもへと映り込んで美しい。建物を背に振り返れば、中庭越ごしに海も眺ながめることができる。余計なものが何もない広々としたその視界は、日常から離れるには十分すぎるほど解放的だった。


　その光景を席からも十分に味わえるようにであろう、店内の灯あかりはすべて控ひかえめな間接照明で、切り立つような白いテーブルクロスの上には、小さなグラスキャンドルがゆらゆらとゆれている。それらの席はすべてプールのある中庭に面するようにしつらえられていて、室内と外を隔へだてる壁かべには、天てん井じようまで一面にガラス扉とびらが嵌はめ込まれて視界を遮らない。


　さらにこの日は、ガラス扉はすべて開け放されていたから、潮の香かがほのかに香かおる、瑞みず々みずしい夜の風を堪たん能のうすることができた。店内のあちこちには南国特有の観葉植物が置かれ、それがまた異国を感じさせる。


　──さすが、寿志さん推すい薦せんの店。


　侑也はひそかに感心した。これだけ雰囲気がある上質な店では、デートはさぞかし成功することだろう。


　ほどよく席が埋うまった店内では、恋こい人びとたちはもちろん、明らかに友人同士というグループも、リゾート地に来たかのようにリラックスし、少し高こう揚ようして、食事と会話を楽しんでいる。特にカップルたちは、年ねん齢れいの違いこそあれ、一様にうまくいっている雰囲気を醸かもし出していた。引退後に湘南で人生を楽しんでいる夫婦らしき人たちもいれば、二人と同じような年頃の恋人同士もいたが、どちらもテーブルの角を挟はさむように座り、食事はもちろん自分たちだけの会話を十二分に楽しんでいるように見える。


　──嘉隆にこの店教えたの、間ま違ちがいだったかな…。


　侑也が一瞬そんなことを考えて落ち込んでいると、やってきたウエイターに嘉隆が名前を告げた。


　二人はすぐに奥まったテーブルに通される。


　中庭や海はとてもよく見えるけれど、観葉植物によって他ほかの客の視線が緩かん和わされる場所だ。そのせいか、侑也は、嘉隆がテーブルの角を挟む位置に座っても気にならなかった。


　目の前に広がる美しい景色に気を取り直して、渡わたされたメニューを覗き込む。いかにも南国風の料理はどれも美味おいしそうで、選ぶだけでもひと苦労だ。


「何にする？」


　侑也がそう尋ねると、一いつ緒しよにメニューを眺めていた嘉隆は軽く肩をすくめた。


「お前の好きなものでいいよ。お前が来たいって言った店だし」


「え？　いいの？」


「ああ」


　驚おどろいた侑也がそう問い返すと、嘉隆は視線を上げて柔やわらかく微笑ほほえむ。


　──なんか、俺、もしかして甘やかされてる？


　なんとなくくすぐったくなりながら、侑也は改めてメニューを眺めた。


　──あ、これ、どっちもうまそう。


　でも、これとこれだったら、こっちの方が、きっと嘉隆の好みだよな…。


　そこまで考えてから、侑也は思わず軽く噴き出す。


「？　どうした？」


「いや、なんでも」


　怪け訝げんそうなまなざしを向ける嘉隆に、慌あわてて首を横に振った。


　自分の食べたいものを選んでいるのに、いつの間にか嘉隆の好みを優先させている。


　──ほんっと、俺ってバカだよなぁ…。


　思わずそんな自分に呆あきれ、照れながらも、侑也は料理を選び終えた。


「よし、選んだぞ」


「飲み物は？」


「うーん…お前は？」


　車で来ていることに思い当たった侑也がそう言葉を濁にごすと、嘉隆はまるでそれを感じ取ったかのように軽く片目をつぶってみせた。


「ジン・トニック。車だけど、一いつ杯ぱいくらいならいいだろう。お前も、俺を気にせず飲めよ？」


「じゃあ、俺、生にする」


　侑也がそう答えると、嘉隆はウエイターに向かって視線を送った。








　飲み物と料理が運ばれ二人が食事を始めた頃ころ、とうとう夕ゆう陽ひが水平線へと差し掛かかった。


「うわ…すげぇ…」


　侑也は思わずフォークを操あやつる手を止めて、中庭越しに見える海の景色に見み惚とれた。


　陽が落ちるわずかな動きとともに、はっきりと周囲の明るさが失われていくのがわかる。そしてその暗さを吸ったかのように海は鈍にぶく銀色に光り、陽は水平線を真っ赤に染め上げている。


「ああ、綺麗だな」


　そうつぶやく嘉隆の低い声にうなずき返しながら、侑也はふと、暗くなりかけた海面に終しゆう焉えんを感じて寂さびしくなった。思わず嘉隆を見やる。


　嘉隆はそんな侑也に気づいて視線を戻もどし、一いつ瞬しゆん驚おどろいたように眉をあげた。


「なんだ？　そんな、途と方ほうに暮れた子供みたいな顔して」


「いや、なんか…」


　ただ単純に、雰囲気に引きずられただけかもしれない。


　今日一日が終わってしまうと感じたからかもしれない。


　もしくは心のどこかで、嘉隆との関係が終わることを連想してしまったからかもしれない。


「…別に、理由はないんだけど」


　自分でも気持ちを摑つかみかね、適当なことも言えずに侑也がそうつぶやくと、嘉隆の指が伸のばされ、ついっと顎あごを掬すくわれた。


　侑也が驚いて視線を上げると、今までみたことがないほど優やさしいまなざしをした嘉隆が視界に入る。


　じっと瞳を覗のぞきこまれて、侑也は思わず顔を赤らめ、視線とともに嘉隆の手を外そうとした。しかし、それを阻はばむように強く顎を摑まれる。


「何だよ」


「ここ…ソースがついてる」


　小さな声でそう囁ささやかれると、嘉隆の親指の腹で下した唇くちびるをゆっくりと拭ぬぐわれた。


　そのまま全体を捏こねるように撫なでられる。


　まるで愛あい撫ぶのようなその仕草に、侑也は思わずからだをこわばらせた。


　すると、視線の先で、嘉隆の笑えみが深くなるのが見える。


　そして、拒こばむ間もなく、くちづけられた。


　──!!


　侑也は思わず、突つき飛ばすように嘉隆を押しのけた。人目はなかったかとあたりを見回しながら、低く小さい声で、しかし激しく抗こう議ぎする。


「お前っ…こんなとこで、何すんだよ…！」


　嘉隆は体勢を元に戻しながら、噴き出し笑いをこらえるように唇の端はしをあげた。


「観葉植物があるから平気だろう。それに、どうせみんな夕焼けを見てる」


「だとしたって…信じらんねー…!!」


　急激に跳はね上がった鼓こ動どうを落ち着かせようと、侑也はビールグラスを一気に呷あおり、さらに重ねて注文した。








　途と中ちゆうにそんなハプニングがあったものの、料理、サービスはともに十分すぎるほど素す晴ばらしく、二人は満足して店を出た。


　駐ちゆう車しや場じようまでの道を下りかけて、侑也はバランスを失い、転びかける。動どう揺ようを治めようと躍やつ起きになったせいか、飲みすぎてしまったのだ。


　すると嘉隆に二の腕うでを摑まれ、掬いあげられる。


「…っと、悪わりぃ」


　侑也がへらへらしながらそう返すと、嘉隆は暗がりでもわかるほどはっきりと苦く笑しようした。


「海岸にでも行って、少し醒さまして帰るか」


「えー？」


「今の状態で車なんか乗ったら、きっと具合悪くなるぞ。ほら、こっちこい」


「わぁーったから、ひっぱんなって！」


　腕をとられるようにして連れて行かれた夜の海は、驚くほど暗く、静かだった。遊歩道には明々としたオレンジ色の街灯が立ち並んでいるものの、光が届く範はん囲いは限られている。光の届かない海にいたっては真っ黒で、浜はま辺べとの境もほとんど失われていた。


　そんな暗くら闇やみの中から響ひびく潮しお騒さいを聞くと、海が徐じよ々じよに迫せまってくるようにも感じられる。


　二人は、街灯の近くではあるものの、引き上げられたボートの陰かげになるため、若じやつ干かん暗くなっている場所に腰こしをおろした。


　海を渡る潮風は、ほどよく冷えていて、心地ここちよい。


「…夜の海って、けっこう、怖こわいよなー」


　侑也がそうつぶやいて膝ひざを引き寄せると、嘉隆は脚あしを伸ばして腰の後ろに手をついた。


「そうか？」


「うん、なんつーか、海の中に引きずり込まれそうな感じがする。そんで、引きずり込まれたら最後、誰だれにも発見されなそう」


　──特に、俺なんか、もう誰も心配してくれなくなるんだし…。


　これまでは、誰が心配してくれなくても嘉隆がいる、と思えたけれど。


　特定の相手が現れてしまえば、嘉隆だってもう、これまでのようには自分のことを気にかけてくれなくなるだろう。


　そう考えると胸が潰つぶれるように感じて、侑也はぎゅっと胸の中に膝を抱かかえ込んだ。


　すると、くしゃりと頭を撫でられる。


　侑也が驚おどろいて顔をあげると、顔を覗き込むようにして近づけられた。


　間近で見る端たん整せいな嘉隆の顔に、侑也は微かすかに顔を赤らめる。


「なにをふてくされてるんだ？」


「ふてくされてなんかないよ」


　侑也がそう返すと、嘉隆は口の端はしをあげながら、侑也の前まえ髪がみをかきあげてきた。


「そうか？」


「そうだよ」


　──ただ、不安なだけだ。


　いつまで、こうして顔を覗き込んでくれるんだろう。


　どこまで、手を伸ばして求めていいんだろう。


　侑也はぎこちない動きで、嘉隆の顔から視線を外した。けれど、額に当てられた手を振ふり払はらうことはできない。額から伝わる嘉隆の体温を、もう少し感じていたかった。


　しかし、侑也の態度を拒きよ絶ぜつと感じ取ったのか、嘉隆の手はするりと外される。


　──あ…。


　思わず侑也が嘉隆を見やると、その視線の先で、嘉隆が大きく唇の端を持ち上げたのが見えた。そのまま、顔を近づけられる。


　侑也は少しほっとして目を伏ふせたけれど、くちづけはなかなかもたらされない。


　──？


　不ふ審しんに思って視線を上げると、嘉隆は、すれすれのところで動きを止めていた。


　視線を搦からめ捕とられるように見つめられて、微笑ほほえまれる。


　──くそっ…！


　わずかに逡しゆん巡じゆんした後、酔よいと欲望に呑み込まれた侑也は、嚙かみつくようにして嘉隆にくちづけた。すると強い力で抱だき寄せられ、唇を舌でこじ開けられる。


「っ…！」


　熱い舌で口中を犯おかされ、煽あおるように舌同士を擦こすりあわされ、下唇を甘く嚙まれる。


「っ、んっ…ふっ…」


　角度を変えるため、わずかに唇が離はなされるたびに、声が漏もれた。


　あまりの激しさに飲み込みきれない唾だ液えきが、口の端から溢あふれ始める。


「ふ、っ…っ」


　まるでそこから食べられるかのように愛されると、その熱により、あっという間に下半身が痺しびれていく。


　──外なのに…こんなとこで、やばい、って…！


　侑也はわずかに残った理性を総動員させて、嘉隆と自分のからだの間に距きよ離りを保った。


「何だよ？」


　不ふ機き嫌げんそうに瞳ひとみを強く光らせた嘉隆を、侑也は負けてたまるかと睨にらみ返す。


「それはこっちのせりふだよ！　こんなとこで何すんだよ!?」


　すると、嘉隆は熱い息を吐はきながら、瞳を細めた。


「キスを始めたのは、そっちだろう？」


「そ…れは」


　侑也が言葉に詰つまると、盛り上がりかけたジッパーの上を、ゆっくりとなぞられた。


「っ…」


「もう、勃たちかかってる」


　耳の下にくちづけられ、耳たぶに軽く歯をたてられる。


　硬かたく濡ぬれたものの感かん触しよくに、侑也はぴくんとからだを震ふるわせた。


「続きがやりたいんだろう？」


　そう囁かれ、軽く唇を合わせられる。


　侑也は荒あらい息を必死で整えながら、嘉隆の顔を両手のひらで包み込んだ。


　先を止める言葉を言おうとしたはずなのに、つい不安が口をつく。


「…お前さぁ、今度デートしようって相手がいるのに、こんなことしてていいのかよ？」


　すると嘉隆は瞳を細めて笑いながら、少し何か考えるふうをする。


　それから、侑也の瞳を覗のぞきこむようにして口を開いた。


「それ、もう嫌いやだっていう意味か？」


　その言葉に、侑也は思わず俯うつむいてしまった。返事を口にするのは、幾いく分ぶんためらわれる。


「そういうわけじゃないけど…」


　──お前にとって、俺って、何？


　今度のデートがうまくいったら、俺たちってもう終わりなんだよな？


　しかしそう尋たずねた途端に関係が終わってしまう気がして、最後は言葉にできなかった。


　侑也が顔をあげられないでいると、軽く頰ほおにくちづけられる。


「わかった。じゃあ、続きは家に帰ってから」


「…どうしたって、やんのかよ…」


　憎にくまれ口を叩たたきながらも少しだけほっとして、侑也は嘉隆に引っ張られるようにして立ち上がった。








　ようやく嘉隆のマンションが見えると、侑也は大きく息をついた。


　街中を走るために天てん井じようのある形に戻もどされた車内の空気は、時間を経ても薄うすまることなく官能的で濃のう密みつで、侑也は息苦しさすら感じていたのだ。


「ようやく、着いたな」


　嘉隆も同じ気持ちだったらしく、独り言のようにそうつぶやいて、唇くちびるの端はしを軽くあげる。


　しかしマンションの地下駐ちゆう車しや場じように車を向けて、スピードを落とした途と端たん、そんな空気など吹ふき飛ばしてしまうような出来事が起こった。


　いきなり、車の前に人ひと影かげが飛び出してきたのだ。


「うわっ…！」


　侑也は思わず叫さけび、嘉隆は急ブレーキを踏ふんで、ハンドルを切る。


　車は大きくカーブを描えがいたものの、幸い、何にもぶつかることなく停とまった。


「…セーフ…」


　冷や汗あせを拭ぬぐいながら侑也がそう言うと、嘉隆がこちらを向く。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　侑也はうなずきながら、背後を振り返った。


「うん、俺は大丈夫。それより…」


　バックミラー越ごしに、飛び出した人影が、こちらに近づいてくるのがわかる。


　街灯に照らし出された顔に見覚えを感じて、侑也は軽く目を見開いた。


　──あれ、あの人…？


　やってきたのは、この間マンションの前で話しかけてきた、五十代くらいの女性だった。


　夜目にも、恐おそろしいほど厚あつ化げ粧しようをしているのがわかる。


　嘉隆が、運転席のドアを開けて車を降りながら、声をかけた。


「大丈夫ですか？　急に飛び出すなんて、危ないですよ？」


　すると、女性は、びっくりするほどの大声をあげた。


「あなたたちは、いつもそうして他人に責任を押し付けるのよね！　そうして、私たちの生活をめちゃめちゃにする!!」


　──ええ!?


　侑也が驚き、自分も車から出ようとすると、嘉隆が車内を覗き込んできた。


「いいから、お前は、中にいろ」


　そう言い置いて嘉隆はドアを閉めてしまい、車内は静せい寂じやくに包まれる。


　心配になった侑也は、シートベルトを外して、からだごと後ろへと振り返った。


　ガラス越しに見つめていると、始めは相手が一方的に嘉隆を責めたてているように見えた。


　しかし、嘉隆が二言三言返すと、急に女性がおとなしくなった。


　嘉隆が、車の方に戻ってくる。


　運転席のドアを開けた嘉隆に声をかけようと、侑也が口を開きかけると、嘉隆は言い忘れたとでもいうように、振ふり返った。


「そうそう。今度、俺や俺の周りの人間の前に現れたら、弁護士を通じてそれ相そう応おうの対処をさせてもらいますから、そのつもりで。今までどころじゃない状じよう況きようになりますよ」


　それだけ言うと、嘉隆は無造作にドアを閉め、車を発進させた。


　説明を求めようとした侑也は、今まで見たことがないような嘉隆の硬い横顔に、言葉を呑のみ込んだ。


　そっと視線をバックミラーに向ける。


　ミラーの中で徐じよ々じよに小さくなっていく女性は、バックライトに照らされたまま、まるで鬼おにのような形相でこちらを睨みつけていた。








　地下駐車場から部屋へと向かう直通エレベーターを待ちながら、侑也はそっと嘉隆を見上げた。まだ、硬い表情をしていたから、侑也はさりげなく声をかける。


「…なあ、さっきの、何？　どうしたんだよ？」


　すると、嘉隆は弾はじかれたようにこちらを見やって、ようやく表情を緩ゆるめた。


「ああ…悪い」


　嘉隆はそう言って微笑ほほえむと、侑也の腰こしに腕うでを回してくる。そのまま腰を引き寄せられて、軽く頰にくちづけられた。


　いつもであれば、人目がある場所でと怒おこることだったけれど、今日はさっきのことが気になりすぎて、怒るどころではない。


　その代わり、侑也は嘉隆の唇を手のひらで遮さえぎるようにして、嘉隆の顔を覗き込んだ。


「そうじゃねーよ。さっきの」


　すると嘉隆は、侑也の手をゆっくりと外し、手のひらに優やさしくくちづけた。


　そして、瞳を眇すがめるようにして微笑む。


「うちの家族のことで、ちょっとな。きちんと話もできたし、もう俺らの前には現れないだろうから、大丈夫だ」


　嘉隆はそこまで言うと、ふと気づいたように侑也の瞳を覗きこんできた。


「お前も、さっきの人に限らず、不ふ審しんな人には関かかわらないこと。いいな？」


　子供のようにそう言い聞かせられて、侑也はなんとなく釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも、うなずいてみせる。


　すると、それを待っていたかのように、エレベーターの扉が開いた。




◆◇　４　◇◆







　嘉隆のデート当日の気分は、覚悟していた以上に最悪で、侑也は何度も無理して笑え顔がおを作る羽目になった。


　あまりの様子に、寿志を始めとする仕事仲間からは、体調が悪いのかと心配される始末だ。


　仕事仲間にもお客さんにも申し訳ないと落ち込むものの、今日まさに嘉隆がデートをしているのだと思うと、まったくもって集中できない。


　その時も、なんとか接客を終えて、カウンターに戻ってきたところだった。


　やはりカウンターに戻ってきた寿志に、こつんと頭を叩かれる。


「お前、大丈夫か？　今のはなんだ？」


「すみません…」


　侑也は情けない表情をして、俯いた。


　オーダーされたテーブルを間ま違ちがえたうえ、サーブする時に袖そで口ぐちをひっかけ、危あやうく花か瓶びんを倒たおしそうになったのだ。


　新人の頃ころにも滅めつ多たにやらなかった失敗に、侑也はひどく落ち込む。


　──これは、仕事だ。遊びでやってるわけじゃないんだ。


　嘉隆のことは、いったん忘れろ…！


　侑也が自分にそう言い聞かせた途端、店の扉とびらが開く音がした。


「いらっしゃいませ！」


　気合を入れ直してそう振り向いた侑也は、入ってきた客の姿に凍こおりついた。


　ゆったりとホールに下りてきたその客は、嘉隆だったからだ。


　嘉隆は、この間購こう入にゆうしていたチャコールグレーのシャツの上に薄く涼すずしげなブルーのジャケットを羽織り、明るいオフホワイトのパンツによく磨みがかれたこげ茶の革かわ靴ぐつを合わせている。


　それらは彼の精せい悍かんな顔つきや長い手足、広い肩かた幅はばを嫌いや味みなく主張したうえ、甘く爽さわやかな雰ふん囲い気きを加えていて、いっそう彼を魅み力りよく的に見せていた。


　──なんで、店に…？


　侑也はそう思って愕がく然ぜんとしたけれど、後から入ってきた女の子に気づいて、視線を移す。


　──ってことは、あの子が。


　嘉隆の後から店に入ってきたその客は、高校生にしてはまだ幼い感じを残していた。


　とはいえ、目鼻立ちは気き性しようを表すようにはっきりとしていて可愛かわいらしく、将来はさぞやと予感させるほどの美人である。


　長い艶つややかな黒くろ髪かみをさりげなく垂らし、可愛らしさを引きたてるような、白、オレンジの大輪の花が組み合わされた水色のふわりとしたスカートを合わせて、脚あしの形をより美しく見せる華きや奢しやなサンダルを履はいている。


　彼女の歳としは、『メディテラネ』には若すぎたけれど、嘉隆がさりげなくもしっかりと彼女をエスコートしていたから、まるで対ついのような、とても似合いのカップルに見えた。


　──ああ。


　もう、だめだ。


　すうっと、世界が遠くなったような気がして、侑也は思わずしゃがみこみそうになった。


　すると寿志に軽く肩かたを叩たたかれ、我に返る。


「俺が行くから、お前はここにいろ」


　寿志が完かん璧ぺきな振舞いで二人を窓まど際ぎわの席に座らせるまで、侑也は呆ほうけたように見守っていた。しかし、それは侑也だけのことではない。


　店にいた客全員が、彼らに視線を奪うばわれていた。


　嘉隆はもちろん、彼女の方も、そういった視線や扱あつかいに慣れているようだった。二人は全く自然な様子で、席に着く。話をしながらメニューを眺ながめ、長い付き合いの恋こい人びと同士のように顔を寄せる。すべての所作が美しく、まるで映画のワンシーンのようだった。


「うわぁ…すごくお似合いの二人じゃない？　モデルか何か、かなあ」


　カウンターに近い席の女性二人がそう囁ささやいたのを耳にして、侑也はそっと俯うつむいた。


　滲にじみそうになる涙なみだを感じて、大きく数回、深呼吸する。


　──ここで泣いたら、俺、惨みじめだ。


　今さら、何ショック受けてんだよ。こんなの、覚かく悟ごしてたことじゃないか。


　そう心の中でつぶやくと、不思議と背筋がしゃんとするのがわかった。


　──うん、もう、大だい丈じよう夫ぶ。


　侑也はもう一度強く自分にそう言い聞かせると、自分に合図を送る他のテーブルへと歩き出した。








　そうは言っても、やはりどうしても視線は嘉隆たちに引き寄せられてしまう。


　何度目かにそれに気づいて、カウンターに戻もどった侑也はぶんぶんと頭を振った。


　すると、背後で、小さくぷっと噴ふき出す音がする。


　振り向くと、やはりカウンターに戻ってきた寿志だった。


　客に背を向けるようにして肩に手を置かれ、顔を覗のぞきこまれる。


「何やってんだ？」


「いや、ちょっと…」


　そう答えた侑也は、ふと視線を感じて、そちらの方に目をやった。


　──嘉隆。


　もしかして、俺のこと、見てる？


　視線の主と目が合って、侑也は軽く息を呑んだ。しかし、次の瞬しゆん間かん、二人の間に、メニューを眺めている彼女の姿が見える。


　──…なんだ、オーダーか…。


　あくまでウエイターへの合図を送るためにこちらを見ていたのかと、侑也は一気にがっかりした。その表情に気づいた寿志が、侑也の視線を追って肩かた越ごしに振ふり返る。


「いや、あのお客さまが…」


　侑也がそう言いかけると、寿志はかすかに笑ってこちらに向き直った。急に、肩を引き寄せられるようにして、耳元に唇くちびるを寄せられる。


「あの客は、俺が担当するから気にしなくていい。あの男が、片かた想おもいの相手なんだろう？」


　寿志の言葉に、侑也はびくんと全身を震ふるわせ、寿志の顔をまじまじと見つめた。


　すると、寿志は、笑いを嚙かみ殺すような表情をして、侑也の視線を受け止める。


「あんな瞳ひとみで見つめていたら、嫌いやでもわかるよ。こう見えても、俺は、お前のことをよく見てるんだぞ？」


　侑也はみるみるうちに顔に血が上っていくのを感じる。


　そのとき、寿志の肩越しに、合図を無視されたことでむっとしたらしい嘉隆と、二人の接近に気づいて好ましげな視線を送る女性客二人の姿に気づいた。


　その瞬間、寿志との距きよ離りの近さにも気づく。


　これまでも接客上、話が漏もれないように顔を寄せることはよくあったけれど、今日ほどの近さは経験がない。


　侑也がそう思ったとき、寿志はすばやく距離をとって、さっさと嘉隆のテーブルへと戻っていった。


　──気持ち、悪がられるかと思った…。


　その背中を見つめながら、侑也は寿志の懐ふところの深さに感謝した。


　すると、彼女のオーダーを伝えた後に、嘉隆が何事かを寿志に対して話していることに気づく。


　寿志も何事かを答えたけれど、嘉隆はそれを受け入れないとでもいうように、きっぱりと首を横に振った。


　寿志は、わずかに考えるような間をおいたけれど、すぐに優ゆう雅がに一礼して戻ってくる。


　侑也に目配せをして、また、いつもよりも近い距離で囁いた。


「追加のオーダーは取ったけど、お前と友達だからって、残念、ご指名」


　それから、ぽん、と腰こしのあたりを叩いてくれた。


「ま、あんまり深く考えずに、適当な気持ちで行って来いよ。ほら、胸張って」


　侑也は、寿志の温かさに、思わず涙ぐみそうになりながら、嘉隆の方へと顔を向けた。


　すると、彼女の話に答えながらも、嘉隆の視線がじっとこちらに向けられているのに気づく。


　侑也はさりげなくため息をついて、嘉隆たちのテーブルへと向かった。


　歩み寄る間も、嘉隆の視線が注がれていることを感じて、侑也の動きは、少しだけ滑なめらかさを失う。


　ようやくたどり着いた侑也は、よそいきの声で、二人へと声をかけた。


「失礼いたします」


　すると、彼女が驚おどろいたようにこちらを見やる。


　可愛らしいその子に営業的に微笑ほほえみかけ、侑也は嘉隆の方へと向き直った。


「お呼びとうかがいましたが」


　侑也の言葉に、嘉隆は気に食わないとでもいうように、顔をかすかにしかめた。


「なにを、よそよそしいこと言ってるんだ」


　それから、彼女に向けて侑也を示す。


「京きよう香かさん、これが僕の友人で、有薗侑也と言います」


　すると、京香は、まだ幼さの残る柔やわらかそうな頰ほおをかすかに紅潮させて、侑也を見上げた。


「はじめまして。飛ひ良ら泉いずみ京香と申します」


　嘉隆は、侑也が今まで見たことがないほど、柔らかな笑え顔がおで彼女に笑いかけてうなずいてみせると、侑也をちらりと見やった。


「侑也、こちらが京香さんだ。以前からこの店が気になっていたというから、お連れした」


　嘉隆の言葉に、京香はさらに頰を赤く染めた。


「あの、お店がとても素す敵てきなのは外からでもわかりますし、こちらにうかがったことのある友達が、お料理はもちろん、お紅茶なども美味おいしいと言うものですから」


　──すげえ、いい子そう…。


　その容姿はもちろんのこと、言葉の節々から性格のよさや品のよさが窺うかがえて、侑也は半ば呆ぼう然ぜんとした。


　すると、嘉隆が京香を見やってくすくすと笑う。


「気になっていたのは、それだけ？」


　とうとう京香は、顔中を真っ赤に染めた。


　嘉隆が、笑えみを含ふくんだまなざしでそんな京香を見つめる。


　──なんだよ、それ…。


　そのあまりの優やさしいまなざしに、侑也はわずかにうつむいた。


　その瞬間、ぽん、と肩かたを叩たたかれる。


　驚いて振り返ると、寿志が背後に立っていた。どうやら京香の追加オーダーらしい、店で一番人気の苺いちごのタルトを持っている。


「失礼」


　────寿志、さん…！


　急に強い味方を得たような気がして、侑也は顔を輝かがやかせた。


　すると寿志は、いつも彼がそうするように軽いウインクを侑也に送り、優雅な手つきで、京香の前にプレートを置く。それから、嘉隆に向かって、大きく豊かに微笑んだ。


「ご注文の品は、以上でお揃そろいですね？」


　──あれ…？


　いつの間にか、嘉隆は不ふ機き嫌げんそうな表情をしていた。


　それに気づいたのかどうか、寿志がさりげなく、侑也の背中に腕うでを回す。


「何か、不ふ手て際ぎわでもございましたでしょうか？」


「いえ」


　そう言って首を横には振ってみせるものの、嘉隆はますます不機嫌そうな表情をしている。


　しかし寿志はそんな嘉隆に動じることなく、いっそうにこやかに微笑んでみせた。


「では、そろそろこちらの者も失礼させていただけますでしょうか？　ご友人と伺ってはおりますが、なにぶん、本日は手が足りない状じよう況きようでして」


　すると、嘉隆は不機嫌な表情のまま、ぴたりと寿志を正面から見つめ返した。


「それは、こちらこそ失礼しました。お仕事の邪じや魔まをしてすみません」


　そして、一いつ瞬しゆんだけもの問いた気な視線を侑也に向けると、すぐに京香に視線を戻もどした。





　　　　◆◇◆





　──すげえ、疲れた…。


　これまでになく長かった一日を終えた侑也は、のろのろとしながらも着替えを終え、深いため息をつきながらロッカーの扉を閉めた。


　嘉隆たちがお茶だけで店を出たため、長い間二人を見なくてもよかったことが、唯一の救いだと思う。けれども、何度か目をやってしまった二人の様子は、どのタイミングであっても二人でいるのが自然といった雰ふん囲い気きを醸かもし出していたし、嘉隆もいつになく穏おだやかな表情だった気がする。


　──もう、俺が入り込む余地はないんだ。


　だから、きっと嘉隆も店に彼女を連れてきたんだ。


　それを、俺にわからせるために。


　──今度、嘉隆に会ったら、何て言えばいいんだろう…。


　改めてそんなことを考えると、急にからだにかかる重力が強くなったような気がして、侑也は、部屋の中央に置かれたベンチに座り込んだ。


　──やべえ、今さら、落ち込んできた…。


　すぐに店を出る気にもならずに頭を抱かかえ込んだ侑也は、控ひかえ室しつの扉とびらが開く音に慌あわてて顔をあげた。


「よ、お疲つかれ」


　同じ昼番のため、仕事を終えた寿志が入ってくる。


「お疲れっす」


　侑也がそう答えると、寿志は自分のロッカーを開けながら、ちらりと侑也を見下ろした。


「なあ、奢おごってやるから飯でも食いにいかないか？」


　気を遣つかってくれているのがわかったけれど、侑也はゆっくりと首を横に振ふった。


「…すみません、ちょっと、そんな気分になれなくて…」


　すると、タイを外しかけていた寿志は手を止めて、くしゃくしゃと侑也の髪かみをかきまぜた。


　そして幼い子供にそうするように、目線を合わせて顔を覗のぞき込んでくる。


「気持ちはわかるけど、うちの店でいいから、食っていけ。昼の賄まかないもほとんど食べなかったろ？　お前、ひどい顔色してるぞ」


　それに、と笑って寿志は続ける。


「ちょっとは発散した方が、すっきりするぜ？　話ぐらいは聞いてやるよ」


　侑也は寿志の思いやりと懐の深さに感謝しながら、微かすかに頷うなずいてみせた。








　夜の営業時間となった店内では、照明が絞しぼられ、より大人めいた雰囲気が作られている。


　昼間と同様、オープンテラス席から埋うまっているため、カウンターにはまだ客の姿はない。


　侑也と寿志は、バーテンダーの瑛あきらに軽く断りを入れて、カウンターの片かた隅すみに席を取った。


　瑛はちらりとこちらに目を向けて頷いた後、注文のあった客のカクテルを作り始める。


　二十八歳だという瑛は、かつて世界的なショー・モデルだったという経歴にふさわしく、その容姿も完かん璧ぺきに近い。日本人離ばなれした背の高さに、すらりと通った鼻筋、形のよい唇くちびるに、陰いん影えいを映すほど長い睫まつげを持った涼すずやかな目元は、人当たりはよいが実はクールなその人ひと柄がらと合わせて、洗練された英国貴族のような趣おもむきがあった。


　そんな瑛が姿勢もよく、美しいリキュールを扱あつかっているさまは、うっとりとするほどの雰囲気をたたえている。


　そんな瑛の様子に思わず侑也が見み惚とれていると、傍かたわらからメニューを差し出された。


「店の売り上げに貢こう献けんするとは、偉えらいじゃないか」


　夜番のウエイターである哲てつ史しが、笑いながら二人の側そばに立っている。


　哲史は、瑛とは対照的で、男らしく整った風ふう貌ぼうをしているものの、どこか野性を感じさせる男だ。瑛よりも高い身長に広い肩かた幅はば、お仕着せのユニフォームの上からでもわかる筋肉質のからだに加えて、完璧な作法で振ふる舞まってはいるものの、二十九歳にしてどこかやんちゃな雰囲気が漂ただようとあっては、女性が放ほうっておくはずがない。


　瑛と哲史という、好対照の組み合わせを目当てに、店にやってくる客も多かった。


「忙いそがしいのに、すみません」


　寿志がそう言いながらメニューを受け取ると、哲史は屈くつ託たくなく大きく笑って、ばん、と寿志の背を叩いた。


「何言ってんだ。そう思うなら、とっとと決めろよ」


　今さら迷うこともないだろうと催さい促そくされて、侑也と寿志は、まずは肴さかなになるようなプレートをいくつか頼たのむ。飲み物は、瑛の手が空いたところを見計らって、声をかける。


　瑛は静かに頷いて、手て際ぎわよく準備を始めた。すぐに侑也の前にはジン・バック、寿志の前には、ビア・スプリッツァーが置かれる。


「何はともあれ、お疲れ」


　軽い口調で寿志がそう口火を切り、二人は軽くグラスを合わせた。


　疲れたからだに、ジンのシャキッとした爽さわやかさと、ジンジャエールのほのかな甘さが染しみるように広がっていく。


　その熱さに、侑也は初めて自分が空腹だったことに気づいた。


「…腹減った…」


　侑也が思わずそうつぶやくと、寿志は噴ふき出すように笑ってみせながら、ぽんと侑也の肩を叩く。


「すぐに料理がくるから、たくさん食べろ」


　その言葉が聞こえたかのように哲史が現れ、侑也の目の前にいくつものプレートが並べられた。


「…うまい」


　クレソンとチーズのオムレツを口に運んだ侑也は、そうつぶやいた途と端たんに、慌ててぎゅっと口をつぐんだ。


　口の中に広がったクレソンの大人びた香かおりに、ふと涙なみだがこぼれそうになったからだ。


　──これ、嘉隆に作ってやったこと、ある。


　嘉隆の食事を作ることになったものの、自分の貧ひん困こんなレパートリーはすぐに尽つき、慌ててシェフの見城に習ったのだ。それまでオムレツという手の込んだ形で卵を料理したことはなかったし、クレソンなんて存在すら知らなかった。


　しかし日ひ頃ごろ洒落しやれたものを食べているだろう嘉隆に満足してもらいたい一心でレシピを習い、スーパーでクレソンなるものを探し回った。


　そうやって作ったオムレツは、やはり上手にはできなくて、フライパンから皿には移したものの、どうしようかと頭を抱えるほどだった。使ったことのないバターの扱いに失敗して、焦こげめというには躊ちゆう躇ちよするほど黒かったし、オムレツというには眉まゆをひそめたくなるほど固く、形もぼろぼろだったのだ。


　しかし嘉隆は表情も変えずにそれを食しよく卓たくに運んでしまい、かくなるうえは自分で処理しようとした侑也を阻はばむように、きれいにそれをたいらげてくれたのだ。


　侑也の腕うでが上達した最近は、自分の好みや文句を言うようになったことを思うと、改めて、当時は見守られていたのだということに気づく。


　──くそ、なんで今、こんなこと思い出しちゃうんだよ…！


　あふれ出すような気持ちを抑おさえようと、侑也は大きく息を吸い込んだ。


　すると、からかうような声で寿志に声をかけられる。


「なんだ？　今さら、見城さんの腕に感心したのか？」


「いえ…いや、ほんと、見城さんの料理、うまいですよね」


　ぎこちなくもそう笑い返した侑也は、寿志の瞳ひとみに気づいて息を呑のんだ。


　寿志の声や表情はからかいを装よそおっていたけれど、その瞳は労いたわるように侑也を見つめていたからだ。


「やだな…」


　──そんな、気を遣つかわないでくださいよ。


　そう言おうとした瞬しゆん間かん、侑也は自分の目から水すい滴てきが一ひと粒つぶ、こぼれ落ちたことに気づく。


　泣くつもりなんて全然ないのに、それは、制せい御ぎよできずに次々とこぼれていく。


「あれ？　や、ちょっと…やばいな」


　侑也は慌ててごしごしと顔を拭ぬぐったけれど、涙は全く止まる気配をみせなかった。


「っ…すみません、俺、ちょっと」


　トイレに逃にげるしかないと侑也が立ち上がりかけると、二の腕を強く引かれて阻まれた。


　肩かたを抱だかれるように、寿志の胸に引き寄せられる。


　侑也が驚おどろいてからだを離はなそうとすると、耳元にそっと優やさしく、けれども有う無むを言わせない強さで囁ささやかれる。


「こういう時は、独りでなんて、泣くな」


　その言葉と頰ほおから伝わる寿志のからだの温ぬくもりに、侑也は思わずぎゅっと目をつぶった。


　すると、堰せきを切ったように涙があふれてくる。


「す、みませ…」


「いいから、黙だまって泣け」


　声を殺して泣く侑也を周囲の視線からかばうかのように、寿志は侑也の肩を抱いたまま、もう片方の手でくしゃくしゃと侑也の頭を撫なでてくれた。


「…もう、大だい丈じよう夫ぶです」


　大きく息をついて侑也がからだを起こすと、瑛がさりげなく冷たいタオルを渡わたしてくれる。


「…すみません」


　瑛にも知られていたことを恥はずかしく思いながらも、侑也はありがたくそれを受け取り、そっと顔にあてた。


　火ほ照てった顔に、ひんやりとしたタオルの感かん触しよくが心地ここちよい。


「いや、ほんと、変なとこ見せちゃって…すいません」


　そう照れながら侑也が瑛にタオルを返すと、瑛は何も言わずに微笑ほほえんだ。


　すると、傍らから寿志がふざけたように声をあげる。


「おーい。その笑え顔がお、先に俺に見せるのが筋じゃねぇの？」


「えっ、あ、…すいません」


　侑也が恐きよう縮しゆくしてそう頭を下げると、寿志はくすくすと笑い、侑也に向かって指を伸のばした。


　まるで猫ねこを甘やかす時のように、するり、と頰を撫でられる。


「泣いた顔も悪くないけど、みすみす不幸にさせるのは忍しのびないな」


　そう言うと寿志は、侑也の瞳を見つめて、にっこりと大きく微笑んだ。


「どう？　こうなったら、俺にしとけば？」


「えっ…？」


　侑也が驚いて声をあげると、瑛が苦く笑しようして、カウンターの中から、軽く寿志の頭をこづいた。


「何を言ってるんだ。せっかく見せたいいところが台無しだぞ？」


　寿志は笑えみを含ふくんだまなざしで、ふざけたように瑛を睨にらみ返す。


「瑛さんこそ、他人の告白を台無しにしないでくださいよ」


「それこそ、みすみす不幸にさせるのは忍びない」


「そんな…」


　悲観したように目のあたりに手をあてて天てん井じようを仰あおいだ寿志は、指の隙すき間まから侑也に軽くウインクを送り、笑ってみせた。


　安心した侑也は、思わず噴き出し、大きな笑顔を返す。


　すると急に心が軽くなった気がして、侑也は改めて二人に感謝した。




◆◇　５　◇◆







　──カネをもらっていないとはいえ、バイトなんだから。


　翌日は、日曜日。


　シフトを終えた後、侑也は自分にそう言い聞かせた。


　できることなら、嘉隆の顔を見ることはもちろん、声も聞きたくはなかったのだけれど、日曜の夜は侑也が食事を作る約束だ。


　約束が果たせないときは、いつも遅おそくとも前日には連れん絡らくを入れている。


　昨日は、連絡のことを考えるのすら、嫌いやだったのだ。


　もちろん、何か理由を考えれば今からキャンセルもできるだろうけれど、なんとなくそれは躊躇ためらわれた。


　──これは、仕事。


　侑也はもう一度自分にそう言い聞かせて、嘉隆の携けい帯たいにかける。


『はい。もしもし』


「っ…と、侑也ですけど」


　ワンコールも鳴ることなく繫つながったことに驚いて、侑也が思わずそう答えると、電話の向こうの声が和やわらいだ。


『ですけど？』


　耳元で響ひびくその声に思わずどきりと胸を鳴らしながら、侑也は大きく深呼吸した。


「…驚いたんだよ。んなことより、今日、メシいるのか？」


『ああ…今はまだ外だけど、帰って食べるつもりでいた。お前の都合が悪いなら、どこかで食べて帰るよ』


　普ふ段だんと変わらずそう言われると、妙みような罪悪感を感じてしまう。


「いや、そういうわけじゃないけど…。じゃあ、何がいい？」


『んー…ああ、そうだ。侑也、今、どこにいる？　車だから、拾ってやるよ。一いつ緒しよに買い物しながら考えればいい』


　侑也は唇くちびるを嚙かんでうつむいた。


　以前の自分だったら、喜んだだろう。


　けれど、今の自分には、辛つらすぎる。


「いや…何でもいいなら、適当に考えるから。お前がどこにいるのかは知らないけど、きっと別々のが早いだろ。じゃな」


『え、おい、侑…』


　理由として成立していないようなことを言って電話を切った侑也は、まるで逃げるように早足で先を急いだ。








　ちょうど料理が出来上がった頃ころ、嘉隆が帰ってきた。


　玄げん関かんのドアが開く音に、料理を並べていた侑也はびくんとからだを震ふるわせる。


　すぐにリビングのドアが開き、嘉隆が姿を見せた。


「ただいま」


　今日は、黒に白い襟えりがスタイリッシュなポロシャツにヴィンテージ・ジーンズというラフな格好で、両手には山のように本やコピーを抱かかえている。


「レポートがあるから、図書館に行ってきたんだ」


　いつもと変わらずにそう笑いかけてくる嘉隆をまっすぐ見返すことができなくて、侑也は慌あわてて目を伏ふせた。


「メシ、できてる」


「サンキュー。ちょっと待ってくれ。手を洗ってくる」


　嘉隆がリビングを出て行くと、侑也は大きく息をついた。


　──やっぱ、だめだ。


　どうしていいかわかんないし、まだ、どうしようもなく好きだ。


　早いとこメシ食って、とっとと帰ろう。


　そう決意を固めた侑也は、戻もどってきた嘉隆が席に着くと、猛もう然ぜんと食事を始めた。


　いつにないその勢いに、嘉隆も食事を始めながら、目を丸くする。


「そんなに腹が減ってたのか？」


「まあね」


「へぇ…珍めずらしいな」


「そう？」


　侑也が一度も嘉隆を見ずにそう答えると、嘉隆がふと笑ったのが聞こえた。


「そういえば、昨日の子、どう思った？」


　──とうとう、来たか。


　侑也は覚かく悟ごを決めて、食事の手を止め、顔をあげた。目の前では、嘉隆が興味深そうな表情でこちらを見つめている。


　侑也はわずかに躊躇ためらった後、口を開いた。


「すごい美人じゃん。店の客も、モデルじゃないかって騒さわいでた」


　すると、嘉隆は軽く眉まゆをひそめる。


「それだけか？」


　──やっぱり、俺の口から言わせたいんだ。


　侑也は心の中でがっくりと肩かたを落としながら、気づかれないよう精せい一いつ杯ぱい明るい声を出した。


「お似合いだったよ。もう長いこと付き合ってる恋こい人びと同士みたいだった」


　それから、自分を奮ふるい立たせて、最後の一言を口にする。


「よかったな。おめでとう」


　すると、嘉隆は、一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開き、それからわずかに眉まゆ根ねを寄せた。


　急に不ふ機き嫌げんそうな表情をした嘉隆に、侑也は驚おどろく。


「なんだよ？」


　侑也がそう返すと、嘉隆は苛いら立だちを抑おさえるかのように横を向いた。


「別に」


　短くそう言うと、黙だまったまま食事を再開する。理解できない相手の急激な感情の変化に、腹が立つより悲しくなって、侑也はそっと俯うつむいた。


　──なんだよ、それ。


　もっと彼女を褒ほめろってことか？


　それとも、もっと色々、どんなデートだったか尋たずねろってことか？


　そんなの…無理だよ。


　だって俺、お前のこと、まだ、好きなんだもん。そりゃ、いつかはあきらめなきゃいけないことはわかってるけど…もうちょっと、時間、くれよ。


　侑也は気づかれないようにため息をつきながら、涙なみだを堪こらえるために、無理やり食べ物を口の中に詰つめ込んだ。








　食事の後片付けを終えた侑也は、リビングのソファに座ってテレビを眺ながめている嘉隆に近づき、声をかけた。


「じゃあ、俺、今日は帰るわ」


　そしてソファに置いてあった荷物を取ろうとすると、嘉隆がじろりとこちらを見やる。


「風ふ呂ろは？」


　侑也の部屋には風呂がないため、単なる友達だった頃からいつも風呂を借りていた。風呂を借りるためだけに部屋に来たことだってある。


　それを思うと確かに不自然なことだったけれど、侑也はぎこちなく首を横に振ふった。


「いや、今日はいい」


「この後、予定でもあるのか？」


「いや…そうじゃないけど」


　侑也が視線をさまよわせたままそう答えると、嘉隆は急にソファから立ち上がった。


　侑也の前に立つと、不機嫌そうに瞳ひとみを強く光らせる。


　次の瞬しゆん間かん、Ｔシャツの襟が引き下げられ、鎖さ骨こつのくぼみに唇をつけられた。


「ちょっ…」


　侑也の制止もむなしく、そのままぺろりと舌で舐なめられる。


　侑也は驚き、嘉隆を突つき飛ばすようにしてからだを離はなした。


「何すんだよ！」


　すると視線の先で、嘉隆がわずかに口の端はしをあげるのが見えた。


「汗あせをかいてる」


「は？　そりゃ汗かいてるけど」


　侑也がそう言いかけた瞬間、二の腕うでを強く摑つかまれた。


　有う無むを言わさず、ひきずられる。


「じゃあ、流していけよ」


「や、いいって…！」


　侑也は散々抵てい抗こうしようとしたけれど、嘉隆はびくともせずに、そのままバスルームまで連れていかれた。


　突き飛ばすように、脱だつ衣い所じよに入れられる。


　あまりに激しいその勢いに、侑也は思わずしりもちをついた。


「っ痛てぇな…って、おい!?」


　なんの躊躇ためらいもなく自身もポロシャツを捲まくり上げ、裸はだかになろうとする嘉隆に、侑也は驚いて声をかけた。


　すると、手を止めた嘉隆にじろりと見下ろされる。


「俺も一緒に入る」


　一言そう答えると、嘉隆はさっさとポロシャツを脱ぬぎ捨てた。


「ちょっ…ちょっと待てって！」


　侑也が叫さけぶようにそう言うと、嘉隆は侑也を見下ろしながら、うっすらと唇に笑みを乗せる。


「お前も、早く脱げよ。それとも…脱がせて欲しいのか？」


　そう言った嘉隆は、ふと何かを思いついたような表情をして、侑也の前にかがみこんだ。


「な…んだよ」


　侑也が恐おそる恐るそう尋ねると、嘉隆は微かすかに微笑ほほえみ、侑也の膝ひざの後ろと脇わきにそれぞれ腕を差し込んだ。


　そのまま一気に掬すくうように抱き上げられる。


「ぅわっ…!!」


　いわゆる『お姫ひめさま抱っこ』をされて、侑也は浴室に連れ込まれた。


　お湯の張っていない、乾かわいたバスタブに下ろされる。


　慌てて起き上がろうとした侑也の視界に、シャワーを手に取る嘉隆が入った。


「ちょっ…やめろよ…！」


　しかし侑也の制止は届かず、服の上から、勢いよくシャワーを浴びせられる。


　温度調節が完全ではないらしく、シャワーの水は、わずかに冷たい。


「何すんだよ…!!」


　その冷たさに自分を取り戻し、怒いかりすら覚えた侑也がそう怒ど鳴なり返すと、嘉隆に、シャワーノズルを握にぎらされた。


　侑也の手を上から握りながら、嘉隆は自分にシャワーを向ける。


「おい…！」


　上半身裸とはいえ、まだ穿はいていたジーンズがしとどに濡ぬれる。


「これで、おあいこだろう？」


　そう笑いながら嘉隆はシャワーを止め、侑也のからだを跨またぐようにバスタブに入ってきた。


　侑也が嘉隆から逃のがれるようにバスタブに背を押し付け、膝を抱かかえようとすると、嘉隆はそれを阻はばむように、膝に腰こし掛かけ、押しつぶすようにして腿ももを跨ぐ。


　そして、Ｔシャツの濡れ具合を確かめるように侑也の胸に手をあてる。


　びしょびしょに冷たく濡れたそこが、嘉隆の手のひらによって温められ、よりいっそうリアルに嘉隆を感じて、侑也は思わず息を詰めた。


　すると、その気配を感じたらしい嘉隆に、顎あごを掬われ、あやすようにくちづけられる。


　愛いとおしむように繰くり返されるそのくちづけに、侑也が思わずからだの力を抜ぬくと、嘉隆の唇くちびるはゆっくりと離された。


　頰ほおに軽くくちづけられ、瞳を覗のぞきこまれる。


　再びゆっくりとからだを確かめられながら、囁ささやかれた。


「びしょびしょだな…これで、今日はもう、帰れない」


「……!!」


　そう囁いた嘉隆の表情と言葉に煽あおられ、侑也はひゅっと喉のどを鳴らした。


　跨がれている腰こしに、硬かたくなり始めている嘉隆のものがあたる。


　それに気づくと、侑也のものも膨ふくらみ始めた。同時に理性が混乱し始める。


　──なんで…？


　お前は、もう、相手を見つけたんだろ…？


　だから俺とは、もう、終わりなんだろ…？


　また俺としてくれるのは嬉うれしいけど…でも、なんで!?


　その疑問は、あっという間に、弾はじけんばかりに大きくなった。


　それに押されて、侑也は首筋にくちづけようとしていた嘉隆を遮さえぎる。唇を押しとどめると、嘉隆は侑也の顔を覗き込んでくる。


「ん…？」


「っと…なんで？」


　唐とう突とつ過ぎる侑也の問いに、嘉隆は不ふ審しんそうに眉まゆ根ねを寄せた。


「何が？」


　侑也は必死に自分の気持ちをまとめながら、すがるように嘉隆を見上げる。


「だから…もう、彼女、できたんだろ？　なのに、なんで？」


　嘉隆の眉み間けんが、ますます険しくなった。


　そのまま嘉隆はしばらく、侑也を睨にらむように見つめていたが、やがてひとつ息をついた。


　不ふ機き嫌げんな表情のまま、水が滴したたりかけた前まえ髪がみを無造作に搔かきあげる。


「彼女なんて、できてない」


「え…？　なんで？　あの子は？」


　侑也が驚おどろいて目を丸くすると、嘉隆は何かを諦あきらめたような表情で、少し笑った。


「確かに彼女はいい子だよ」


　そう言いながら、嘉隆は、侑也の前髪も丁てい寧ねいに搔きあげてくる。


「でも、抱きたいと思うほど、好きにはならない」


　そして、侑也の額にゆっくりとくちづける。


　目の縁ふちにも、そっと唇が落とされる。


「納なつ得とくしたか？」


　微かな笑みとともに頰にくちづけられ、侑也は小さくうなずいた。


　──ごめん、嘉隆…。


　お前の不幸を喜ぶわけじゃないんだけど、そうじゃないけど。


　ごめん、すげえ、嬉しい…。


　侑也がそう思って息をついた途端、頰を両手のひらで挟はさまれた。幼い子供にそうするように、そのままそっと顔をあげさせられる。


　とまどうように視線を揺ゆらした侑也の瞳ひとみに、これまで見たことがないほど真しん剣けんなまなざしをした嘉隆が映った。


「俺も、聞きたいことがある」


「…何？」


「なんでお前は、俺にこうして抱かれるんだ？」


　──!!


　侑也は微かに息を呑のんだ。


　──そんなの、お前のことが、好きだからに決まってるだろ。


　そう、言ってしまいたかった。


　でも、躊躇ったわずかの隙すきに、それは、別の言葉に姿を変えてしまう。


「そんなの…約束、しただろ」


　すると、嘉隆は、ゆっくりと視線を逸そらし、眉根を寄せて瞳を閉じた。


「じゃあ、なんでそんな約束したんだよ？」


「なんでって…」


　侑也がそう口ごもると、二人の間に沈ちん黙もくがおりた。


　やがて嘉隆は微かすかに息をつくと、自分の額を侑也の額にそっとぶつける。


「わかった。もう、いい」


　それから、そっと瞳を開けて、侑也の心の底を覗くかのように視線を合わせた。


「俺とこうするのは、嫌いやじゃないんだな？」


　──嫌どころか、すげえ、嬉しいよ。


　しかしもちろん、この気持ちも言葉にはならず、侑也は黙だまってうなずいてみせた。


「わかった…」


　嘉隆はため息のように大きく息をつくと、侑也を包み込むようにそっとくちづけた。


　愛を伝えるためだけのキスのように、軽く、優やさしく繰り返していく。


　その温かさに、侑也はうっとりと瞳を閉じた。


　しかしそのくちづけは、徐じよ々じよに温度を上げていき、すぐにお互たがいを煽るようなものになる。


「…っ…んっ、ふっ…っ」


　唇の端はしから、飲み込みきれない唾だ液えきとともに、声がこぼれる。


　お互いを奪うばい合うような激しさに酸素が足りなくなったらしく、侑也はくらくらと目眩めまいを感じた。


　しかしその苦しさは、嘉隆のくちづけを通すと、簡単に快感へと変わる。


　侑也はひどく興奮していた。


　──もっと、嘉隆とくっつきたい。


　もっと、ここから溶とけ合いたい…。


　セックスに慣れた女のように、嘉隆の首筋と背中に腕うでを回す。手のひらに、滑なめらかに張った嘉隆の背中と、滴り落ちるように流れる熱い汗あせが触ふれる。


　その感かん触しよくにますます興奮して、侑也は嘉隆のからだを引き寄せた。


　すると、濡れたＴシャツのうえから胸の粒つぶを愛される。


「っ…、んぅっ、ぁぅ…」


　くちづけられながら、そこを押しつぶすように弄いじられると、どうしていいかわからないほど腰に痺しびれを感じ、侑也はもじもじと腰を揺らす。


　嘉隆の唇がゆっくりと離はなされた。


「んっ…」


　思わず侑也がその唇を追いかけると、なだめられるように頰にくちづけられた。そのまま、胸に唇が這はわされる。


　徐々に熱くなりかけているからだより、それはさらに温度が高かったから、侑也はびくんとからだを震ふるわせた。


「あっ、やっ…」


　そこを舌で舐なめられ、軽く歯を立てられると、じんじんとした熱い痺れが、侑也の下半身を焼いていく。そしてその痺れは侑也のものに集まり、痛いほど昂たかぶらせる。


　しかし嘉隆の愛あい撫ぶは緩ゆるむことなく、二つの尖とがりを唇くちびると指で丹たん念ねんに愛された。


　緩やかではあるものの、確実にからだを煽る熱さが侑也の先せん端たんを焼く。


　ジーンズと下着に包まれたそこから、熱い液体が零こぼれたのがわかる。


「んっ、も、や、だっ…」


　その熱さに耐たえ切れずに、侑也はびくびくと震わせながら突つき出すように腰を反らせた。


　すると、やはり硬く育った嘉隆のものでぐりぐりと愛される。


「あっ、んっ…！」


　一いつ瞬しゆんにして漏もらしそうになって、侑也は思わず嘉隆の腰に脚あしを絡からめる。するとそのまま、擬ぎ似じセックスのように腰を使って突き上げられた。


　嘉隆のものがあたり、擦こすられ、よりいっそうの射精感に襲おそわれる。


「あ、や、だ、やばい、っ、て…!!」


　必死にこらえてそう言いながらも、侑也は思わず嘉隆にしがみつき、自ら腰こしを擦り合わせる。


　すると、耳元で微かすかに笑われ、囁ささやかれた。


「何が嫌で、やばいんだ？　すごく、でかくなってるぞ…？」


　その笑えみを含ふくんだ低い声にさえ煽あおられ、侑也は全身を仰のけ反らせる。


「も、でるっ…！」


　すると嘉隆はぴたりと動きを止めた。


「……？」


　不ふ審しんに思って眉まゆ根ねを寄せる侑也に微笑ほほえみかけて、侑也のベルトに手を伸のばす。


　あっという間にベルトを外され、ジーンズの前を開かれた。下着とともに、躊ちゆう躇ちよなくひき下ろされる。


「っ…っ」


　濡ぬれたそこがひやりとして、こもっていた熱を思い知らされたようで、侑也は羞しゆう恥ちに息を詰つめた。


　そこに指が這わされる。手で愛してくれるのかと、侑也が期待にため息をついたとき、嘉隆は顔を寄せて、それにくちづけた。


「ちょっ…！　そんなの、いいから！」


　侑也が驚おどろいて、嘉隆の顔をひきはがそうとすると、嘉隆はからかうような表情をしながら侑也を見上げた。


「なんで？　俺はやりたい。すげえ、うまそう…」


　そう言って再び顔を寄せる嘉隆を、侑也は慌あわてて遮さえぎった。


「うまいどころか、汚きたないだろ！」


　嘉隆が唇の端はしをあげた。


「じゃあ、洗おう」


「は？」


　侑也が事態を理解するより前に、嘉隆は再びシャワーノズルを手に取った。


　柔やわらかくなるように水流を調整して、ゆっくりと侑也自身にあてる。


「んぁっ！　あ、や、あっ…!!」


　やわやわと生温かいものを先端から落とされ、侑也はびくびくと腰を震わせる。


　煽られるけれども、すべてを吐はき出すには、刺し激げきが足りない。


　──も、だめだ、苦しい…!!


　我が慢まんしきれなくなった侑也が、思わず自分の手を伸ばしかけると、嘉隆にその手を摑まれた。


「自分で済ませるなんて、お行ぎよう儀ぎが悪いな」


　嘉隆はそう言いながら傍かたわらのボディ・ソープのボトルを取り上げると、とろりと侑也自身の上に落とした。


「っ…！」


　侑也が腰を跳はねさせると、くすくすと笑う嘉隆が耳元にくちづけてくる。


「ほら、どうして欲しい？」


「ど…して、って…」


　息を切らしながらそう問うと、嘉隆の指先に、ゆっくりと根元からなで上げられた。


「たとえばこうやって…触さわって、とか」


「あっ、やっ…！」


　そのいやらしい動きに、侑也は吐き出したい衝しよう撃げきを逃のがすため、内うち腿ももを大きく開いて尻しりをバスタブの床ゆかに擦りつけた。


　しかし、その必死の抵てい抗こうも、嘉隆の次の行動により砕くだけ散る。


「大おお股また開いて…誘さそってるのか？　エロいな」


　嘉隆は唇に笑みを浮うかべながらそう囁くと、指先で侑也の先端を、ぴん、と弾はじいたのだ。


「ぁぅんっ…！」


　その衝撃には耐えられず、侑也は自身の先端から、濃こい白はく濁だくを数すう滴てき、迸ほとばしらせた。


　それでもすべてを吐き出すには足りなくて、侑也は大きく喘あえぎながら、目の縁ふちに涙なみだを溜ためて嘉隆を見上げる。


　それが合図だったように、ゆったりと覆おおいかぶさられた。


　唇の上に、軽くくちづけを落とされる。


　そのくちづけに応こたえようとした瞬しゆん間かん、侑也はびくんとからだをこわばらせた。


「あっ…」


　嘉隆の指が、侑也の後ろをゆっくりと弄まさぐったからだ。


　そこにはすでに先ほどのボディ・ソープが流れてきていて、ぬるぬると嘉隆の指にまとわりつく。


「っ、やっ…！」


　指先に、入り口を数回撫なでられ、押されて、侑也は首とともに尻を振ふった。すると、鼻先であやされるように、くちづけられる。


「誘ったのは、そっちだろ？」


「ちがっ…あぁんっ…！」


　異議を唱えようとした瞬間、蕾つぼみに指を含まされて、侑也は女のような嬌きよう声せいをあげた。


　そのまま、ボディ・ソープのぬめりを借りて、指が一気に奥深くまで突き入れられる。


「や、あっ、あっ、ぅんっ、あっ…!!」


　ぐりぐりと様々な角度で中を確かめられて、侑也はがくがくと全身を痙けい攣れんさせた。


「あっ、あぁっ…!!」


　指先が弱いところをかすったため、侑也は思わず腰を揺ゆらす。


　すると急に両りよう脚あしを掬すくわれた。


「あっ」


　侑也が声をあげると、そのまま覆いかぶさられて、囁かれる。


「悪い、もう…」


　後ろに熱いものを押し当てられた。


「あっ、んうっ…！」


　太い先端を含まされて、侑也は幼い子供のようにそのままの声をあげる。


　すると、名前を呼ばれてくちづけられた。


「侑也…お前の中に、俺を入れさせてくれ…」


「うんっ、ぁっ…!!」


　囁きに煽られ、侑也は自ら、嘉隆の腰に自身の後ろを擦りつけた。


　その瞬間、嘉隆の熱く硬かたいものが侑也の後ろを押し広げ、ぬるりと奥へ入り込む。


「あっ、ぁぅんっ、ああっ──!!」


　突つき入れられた嘉隆の熱さとその質量に押し出されるようにして、侑也はすべてを吐き出してしまった。


「入れただけで、達いったのか…？」


　熱い吐と息いきとともにそう囁かれ、侑也は羞恥に唇くちびるを嚙かむ。


「だっ、て…、あぅっ」


　侑也の中で伸び上がるように嘉隆が大きくなり、侑也は大きく息をついた。


「や、なに」


「黙だまって…」


　そう言いかけた侑也の言葉は、くちづけと、激しい律動によって奪うばわれる。


「あっ、や、あっ、あん、あっ、あっあ…!!」


　すべてを奪い去るようなその熱さに、侑也は理性を完全に焼かれて、はしたない声をあげ続けた。




◆◇　６　◇◆







　侑也が目を覚ました時、外にはすでに昼の日射しがあふれていた。


　傍らでは、下着一枚という格好の嘉隆が、侑也の腰を抱だくようにして眠っている。


　ベッドサイドの時計を見ると、十二時半。


　仕事に行く前に部屋に戻ることを考えると、四十分以内にはここを出ないと間に合わない。


　──マジかよ…。


　そっと嘉隆の腕うでを外して起き上がろうとした侑也は、腰こしから下がひどくだるいことに気づく。


　──我ながら、何やってんだか。


　やり過ぎだって…。


　侑也は、呑のん気きに眠ねむる嘉隆の寝ね顔がおを眺ながめながら、ひそかにアタマを抱かかえた。


　浴室で一度済ませた後、場所こそベッドに変えたけれど、互たがいの欲情はおさまることがなく、何度も何度も抱き合ったのだ。


　最後の記き憶おくがはっきりしないところを見ると、途と中ちゆうで力ちから尽つきたのかもしれない。


　侑也は大きくため息をつくと、からだをごまかしながら起き上がった。


　ベッドから脚あしを下ろし、いざ立ち上がろうとすると、いきなり腰を引き戻もどされる。


「…どこに行くんだ？」


　ベッドの上にしりもちをつくと、寝ねぼけたような嘉隆の声が背後から響ひびいた。


　侑也はため息をついて、自分の腰に巻きつけられた嘉隆の腕を引き剝はがしにかかる。


「仕事に決まってるだろ。もう戻らないと、間に合わない」


　すると、もう片方の手で肩かたを摑まれ、ベッドの上に引き倒たおされた。


　嘉隆のからだに引き寄せられるようにして、背後から抱きしめられる。


「…うちから行けば、まだ時間あるだろ。車、出してやるから…」


　店は、二人の家の中間あたりにあるのだ。


　しかし侑也は、首を横に振ると起き上がる。


「いや、今日は絶対戻んねーと。通帳がいるから」


　今日は給料の振り込み日なのだ。早いところそれから、今月の返済金を振り込んでしまいたかった。返済金額が給料の大半を占しめるだけに、うっかり使ってしまう前に振り込んでしまうことにしているのだ。


「シャワー借りるぞ。…と、なんか着るものも貸してくれ」


　昨夜のことを思い出して顔を赤らめながら侑也がそう言うと、嘉隆は目を閉じたままウォークイン・クロゼットの方を指し示した。


「適当に選んで着ていけよ…送ろうか？」


「いや、この時間なら地下鉄の方が早いだろうから。ありがとな」


　そう応こたえながら、侑也はベッドから立ち上がった。








　──やっぱ、送ってもらえばよかったかな…。


　侑也は若じやつ干かん後こう悔かいしながら、自分の部屋の畳たたみの上に倒れこんだ。


　とにかく、からだがだるい。


　わずかな地下鉄での移動だけでも、十分に体力を消しよう耗もうしたようだった。


　──これ、相当気合入れないと、仕事、やばいな…。


　侑也がそう思った瞬間、部屋のドアが強く叩たたかれた。


　──？


　その叩き方に不ふ穏おんなものを感じて、侑也は眉まゆをしかめて起き上がる。


　ドアが、再び強く叩かれた。


「…はい。どちらさま？」


　侑也がそう答えると、勢いよくドアが開けられる。鍵かぎをかけなかったことを思い出し、侑也は一いつ瞬しゆん後こう悔かいした。


　部屋に入ってきたのは、いかにも素す性じようの悪そうな目つきをした巨きよ大だいな男だった。


　侑也の目から見ても安物だとわかるスーツは、生来の下品さをますます強調している。


　しかし、その目つきは怜れい悧りそのものだったから、侑也はひそかに気を引き締しめた。


「…どちらさまでしょうか」


　侑也は起き上がり、体勢を整えるように座りなおす。


　男は黙りこくったまま、胸むな元もとから一枚の書類を取り出した。侑也の目の前にかざす。


　──借金の証書。


　その内容を読んで、侑也は胸に氷を押し付けられたような気持ちになった。


　また、父親が借金をしてしまったのだ。


　それも、百万。


　侑也にとって、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに返せる額ではない。


　──あの人は…。


　この間、俺が金を貸さなかったから？　いったい、何に使ってるんだよ!?


　怒いかりというより、半ば絶望に近い気持ちで、侑也は父親の顔を思い浮うかべた。


　するとその表情を読み取ったのか、男はうっすらと微び笑しようを浮かべる。


「あんたの親父おやじは失しつ踪そう中でね。見つかるまではあんたに支し払はらってもらわなくちゃならん」


　柔やわらかな口調のわりに言っていることがめちゃくちゃで、侑也は下腹に力をこめた。


「いや、でも、俺にはそんな金ありません。父親が作った別の借金を返済してますし」


　すると男は下げ卑びた笑いを頰ほおに浮かべた。


「そんなの、俺の知ったことか」


　それから、土足のまま部屋に上がってきて、侑也の前にしゃがみこんだ。


　強い力で、無造作に顎あごを摑つかまれる。


　息を呑のんだ侑也の目の前で、男はがらりと表情を変えた。


　すぐに誰だれかを殺しそうな、凶きよう悪あくな表情になる。


「よく聞け。払はらえなくても払うんだよ。今の仕事じゃ稼かせげないっていうなら仕事を替えろ。お前くらいのツラなら、稼ぐ方法はいくらでもあるぜ？　なんなら紹しよう介かいしてやるよ」


「放せ！」


　男の生なま臭ぐさい息にぞっとした侑也は、思わず相手を突き飛ばした。


「きさま…！」


　男の怒ど声せいが響くやいなや、衝しよう撃げきとともに侑也の視界が暗くなる。


　次の瞬しゆん間かん、頰が燃えるように熱くなった。一瞬だが記憶が途と切ぎれ、殴なぐられたのだと気づく。


「他人ひとさまから金を借りているくせに、その態度はなんだ?!」


　そのまま、何度か容よう赦しやなく殴られる。


　激しい痛みと衝撃、そして血の匂においが口いっぱいに広がっていった。





　　　　◆◇◆





　殴られた二日後の水曜日は、仮け病びようを使って嘉隆を避さけた。


　本当は傷が治るまで避けようと思っていたのだけれど、電話の向こうに、下手をしたら家や店にも来かねない雰囲気を感じて、今日、土曜日は行くことにする。幸い、まだ傷痕は残っているものの、その悲惨さはだいぶ治まってきている。


　創作した傷の理由をもう一度復習しながら、侑也は嘉隆の部屋のドアを開けた。


　リビングのドアを開けると、ソファに座って専門書を読んでいたらしい嘉隆が振ふり返った。


「おかえり…って、おい?!」


　彼らしくもなく、取り乱した様子で立ち上がり、侑也の二の腕を摑む。


「どうしたんだ、その、顔…！」


　それから、どこを触さわっていいか躊躇ためらうように、そっと手のひらで侑也の頰の傷に触ふれる。


「ひどいな…痛むか…？」


　鈍にぶい痛みを堪こらえながら、侑也はたいしたことはないと思えるように、大きな笑え顔がおをつくってみせた。


「いや、もう大だい丈じよう夫ぶ。ひでーよな。道歩いてたら、ガキの喧けん嘩かに巻き込まれちゃってさ」


「ガキ？　どこの誰だ？」


　そう言った瞬間に見せた嘉隆の視線の鋭するどさに、侑也は思わず息を呑んだ。


「や…通りすがりだから、わかんねぇけど」


「いつ、どこでやられたんだ。何歳くらいのガキだった？　相手は何人だったんだ?!」


　予想外の嘉隆の語気の荒あらさに、侑也は買い物袋を下ろすのも忘れてたじろいだ。


「なんで…そんなこと聞くんだよ？」


　すると、嘉隆は、侑也が今まで見たことがないような凶きよう暴ぼうな表情をして、まるで侑也がその加害者でもあるかのように睨にらみつけた。


「決まってるだろう。ガキとはいえ、捜さがし出して、たっぷりと社会的制裁を加えてやる。お前にやったことを、死ぬほど後悔させてやる」


　明日からでも誰かに調査させると息巻く嘉隆のその激しさに、侑也はわずかに躊躇った後、口を開いた。


「…ごめん。今の、噓うそ」


「噓!?　じゃあ、どうしたんだよ？」


　言葉を選ぶ時間稼ぎに、侑也は買い物袋を持ち直し、キッチンへと移動した。


　カウンター越ごしに苛いら立だったように覗のぞき込む嘉隆を尻しり目めに、侑也はゆっくりと冷蔵庫に買ってきたものをしまう。


「侑也！」


　やがて焦じれたらしい嘉隆が、強く侑也の名前を呼んだ。


　仕方なく、侑也はダイニングテーブルへと戻もどる。


　侑也が椅い子すに座るのを見ると、嘉隆も向かいに腰こしを下ろした。


「で？　どうしたんだ、それ」


　嘉隆の追つい及きゆうに、かくなるうえは笑い飛ばしてしまえと、侑也は明るく声を作った。


「やー、借金取りに殴られちゃったんだよ」


「借金取り!?　親父さんのか？　普ふ通つうの消費者金きん融ゆうだろ、何かあったのか？」


　立て続けにそう尋たずねられて、侑也は困って首をかしげた。


「いや、確かに俺が返してるのは普通のマトモなとこなんだけど、うちの親父、やばいとこでまた借金作っちゃったらしくて」


「いくらだよ？」


「いや…それは、ほら、家庭の事情ってやつだからさ。いいじゃん、別に」


「よくない」


　侑也が笑ってごまかそうとすると、嘉隆はきっぱりとそう返した。


　それから表情を改めると、テーブルの上に両手を組み、上半身を乗り出すようにして侑也の顔を覗き込んでくる。


「なあ、侑也。なにも、面おも白しろがって聞いているわけじゃないんだ。どういう金融屋であれ、お前のその傷を見れば、やばい相手だってすぐにわかる。そんな相手とは、一刻も早く縁えんを切ったほうがいい。その方法を考えるには、詳くわしい情報が必要だろ」


　真しん剣けんに思いやってくれている嘉隆の表情に、侑也は泣き出しそうになって慌あわてて俯うつむいた。


「そんなの、俺にだってわかってる。…お前を巻き込みたくないんだ」


　嘉隆は侑也の言葉をきくと、ひとつ大きな息をついた。


　手を伸のばすと、くしゃくしゃと侑也の髪かみをかき混ぜながら、柔らかく微笑む。


「話すくらい、大丈夫だよ。お前はただでさえ一人で頑がん張ばってるんだから、こんなときくらい、聞かせてくれたっていいだろ？」


　優やさしくそう言われて、侑也はしばらく黙っていたけれどやがてそっと顔を上げた。


「…百万」


　嘉隆は大きく微笑んだ。


「わかった。じゃあ、こうしないか？　俺がその金をお前に貸すから、それを使ってすぐに返済してしまえよ。そのやりとりをうちの弁護士にやらせれば、きれいさっぱり縁が切れるようにもできるし、そもそもその借金が正規のものかも調べられる」


　その嘉隆の提案に、侑也は言葉を選びながら口を開いた。


「そう言ってくれるのは嬉うれしいんだけど…やっぱり、金を借りるわけにはいかないよ」


「なぜ」


　侑也はまっすぐに嘉隆の顔を見つめた。


「高校の時…お前、同じこと言ってくれたの覚えてるか？」


　嘉隆が黙だまったままうなずくのを見ると、侑也は心の中でため息をつきながら、先を続けた。


「あの時も俺、断ったよな？　今回も、同じだよ」


　すると、嘉隆は苛立ったような瞳ひとみをして、腕うでを組んだ。


「あの時は、俺の家から金を借りるわけにはいかないと言ったよな？　俺の両親にまで迷めい惑わくかけたくないとか言って」


「うん」


　侑也がうなずくと、嘉隆は間かん髪はつ入れずに口を開いた。


「じゃあ、決まりだ」


「は？」


「今回の金の出所は、俺の両親でも、兄貴でも、親しん戚せきでもない。この俺だ」


　侑也が驚おどろいて目を見開くと、嘉隆は機き嫌げんを直したかのような表情で唇くちびるの端はしをあげた。


「俺のディーラーとしての腕を甘く見るなよ。それくらいの額、たいしたことはない」


　──いや、そうじゃなくて…！


　その事実に驚きながらも、侑也は慌てて両手を振ってみせた。


「そういう問題じゃないんだ。高校のときはそういう言い方したかもしれないけど、金の出所が問題なんじゃなくて、言いたいことはその後半なんだ。たとえ嘉隆にだって、俺の親のことで迷惑なんかかけたくない」


　嘉隆はあからさまに不機嫌になって、侑也を睨むように見つめた。


「今でさえ大変なのに、これ以上借金が返せるっていうのか？」


　まるで責められたような感じで、侑也の中に、溜まりに溜まっていた何かが一気に爆ばく発はつした。


　──だからって、なんでお前がキレるんだよ!?


　俺だって、自分なりに精せい一いつ杯ぱい、頑張ってるんじゃないか!!


　侑也は思わず声を荒げる。


「うっせーな！　どうせ俺にはそんな金、ねーよ！　でも、それはお前に関係ないだろ！」


　するとそれにつられたように、嘉隆も声を強く張った。


「人がせっかく心配してやってるのに、その態度はおかしいだろう！　そのうち、妙みような仕事をやらされるようになったら、どうするんだよ!?　友達としてだって、そんなの見過ごすわけにはいかないだろう!!」


　窮きゆう状じようをぴたりと言い当てられて、侑也はますます頭に血を上らせた。


「誰だれがそんなこと、頼たのんだんだよ！　お前、俺のこと見み下くだしてるんだろ!!」


　侑也がそう言った瞬しゆん間かん、嘉隆の顔にはっきりと激しい怒いかりが浮うかび上がる。


「お前なあ！」


　嘉隆は珍めずらしく怒ど鳴なりつけるような大声を出した。


　それと同時に、リビングの電話が鳴り響ひびき、二人の時間が一瞬止まる。


　そのタイミングに瞬しゆん発ぱつ的な怒りをそがれ、侑也は歯は軋ぎしりをするようにして、唸うなるような声を出した。


「電話」


　すると、嘉隆は吐はき捨てるように口を開く。


「それどころじゃないだろう。こっちの方が、重要だ」


　嘉隆は、鳴り続ける電話の音など全く無視した様子で、話を続ける。


「じゃあお前、これから自分でどうするつもりなのかを言ってみろ」


「えっ…そりゃ…もっとバイト増やすとかして…」


　具体的な結論など、まだ出ていない。


　侑也が思わずそう答えると、嘉隆は鼻先で笑い飛ばした。


「これ以上、どう働くんだ？」


「…店が休みの日とか、終わった後とか」


　侑也がしどろもどろでそう言った時、電話が留守番電話に切り替かわった。


　その瞬間、部屋中に響き渡わたるような大声が響く。


『嘉隆!!　いい加減に電話に出ろ！』


　嘉隆の兄、道隆だ。


　日ひ頃ごろの、穏おだやかで大人の彼からは想像もできない怒ど声せいに、侑也は驚いて嘉隆の顔を見やる。


『私が出張で海外にいるからとはいえ、断るにせよ、一言事情を説明するのが筋だろうが！』


　嘉隆は平然としていたが、ここまで聞くと、舌打ちをして立ち上がった。


　キッチンにも備え付けられているコードレスを取りあげる。


「…もしもし」


　すると、言葉こそ聞き取れないものの、激しい大声が受話器から漏もれた。


　その音量をまもとにくらった嘉隆は、顔をしかめながら、受話器を離はなす。いったん声が途と切ぎれると、受話器を口元に近づけた。


「今度こそ、かけ直すから。今、取り込み中なんだよ」


　そう言った瞬間、さっきの倍ほどの音量が響いた。おそらくまた、怒られたのだろう。


　侑也はそっと立ち上がった。


　ひきとめようと顔をしかめた嘉隆に、無言で首を横に振ふってみせる。


　嘉隆はますます深く眉まゆ根ねを寄せながら、仕方ない、とでもいうように頷うなずいた。








　──見下してるんだろう、なんて、変なこと言っちゃったな…。


　嘉隆の家からの帰り道、侑也は自分が言ったことに、落ち込んだ。


　──俺のことを真剣に心配してくれてるからだって、わかってるのに。


　侑也はうつむき、深いため息をつく。


　──でも、嘉隆から見たら、俺の抱かかえてる借金なんて屁へでもないんだろうな。


　それも、親の力じゃなくて、自分の力と才能で、そう思えるんだ。


　それに比べて、自分はどうなんだろう。


　──俺、あんな額の金をぽんと貸すなんて、一生できない気がする。


　誇ほこりを持って働いてはいるけれど、特別な才能があるわけじゃない。常識があるほうだとは思うけど、特にいい家庭で育てられたわけじゃない。むしろ、借金癖へきのある父親がいる。そして、自分はそんな親の尻しり拭ぬぐいさえ、できないでいる。


　──そりゃ、自分じゃどうしようもないこともあるけど、この差って、でかい、よなぁ…。


　俺がもし女の子でも、俺が嘉隆の親だったら、お近づきになって欲しくないもんなあ…。


　これで、ものすごい美人だとか、とても頭がよいとか、教養があふれているとか、心が美しいとか。


　もし、そうだったら、ちょっとは望みがあるんだろうか。


　侑也はますます嘉隆との距きよ離りを感じて、俯うつむいたまま先を急いだ。





　　　　◆◇◆





　──やっぱまだ、嘉隆の部屋には行きづらいな…。


　とはいえ、メシ作るのは仕事なんだし、暴言に関してはチャンスがあったら謝っておきたいし、行かないわけにはいかないんだけど。


　仕事を終えて店を出た侑也は、そんなことを思ってため息をついた。


　その時、目の前のガードレールに嘉隆が座っているのを見つけて、目を丸くする。


　嘉隆は、照れ臭くさそうに笑って片手をあげてみせた。


「お疲つかれ」


「お疲れって…嘉隆…お前、こんなとこで何してんの？」


　嘉隆は、照れたように視線を外して、前まえ髪がみをかきあげた。


「いや…レポートのことで大学に用があって、偶ぐう然ぜんこの時間に終わったから」


　確かに嘉隆の大学は店と同じ最も寄より駅だ。似た理由で待ち合わせをしたことだってある。


　しかし、今日は日曜日。


　レポートとはいえ、わざわざ大学に来なければいけない用件なんて、そうはないだろう。


　そう考えてじっと見つめ続ける侑也に、嘉隆はうっすらと頰ほおを染める。


「なんだよ、たまにはいいだろう？」


　そう言いながら歩き出した嘉隆に、侑也はふと思いついて声をかけた。


「もちろんかまわないけど…俺、ちゃんと今日、お前んち行くつもりだったぜ？」


　すると嘉隆はますます赤く顔を染める。


「そんなの、わかってるよ。そんな理由で待ってたわけじゃない」


　嘉隆には珍しく動どう揺ようした様子に、侑也は気づかれないように苦く笑しようした。


　──噓うそつけ。


　心配で、待っててくれたくせに。あれだけ俺がひどいこと言ったのに。ほんと、いいやつ。


　でも、と侑也はそっと俯く。


　──そんなことしてると、俺、ますますお前を諦あきらめてやれなくなっちゃうよ。


　俺のこと、友達以上に大事にしてくれてるんじゃないかって、錯さつ覚かくしちゃうよ？


　その想おもいのあまりの息苦しさに、侑也は初めて、嘉隆が早く相手を見つければいいのにと思った。これ以上好きになったら、きっと、どんなにみっともなくても彼を求めてしまうだろう。


　隣となりを歩く嘉隆の体温を感じる。


　──あー、手、つなぎたいな。


　心の中でそう思った瞬間、あたりに奇き声せいが響き渡った。


　同時に、いくつかの悲鳴が生まれ、繁はん華か街がいの人ひと混ごみが大きく割れる。


　驚おどろいて振り返った侑也は、信じられない光景に、目を大きく見開いた。


　五十代くらいの女性が一人、ものすごい勢いでこちらに向かって走ってくる。


　──あの人…！


　すぐにこの間、車の前に飛び出してきた女性だとわかったものの、そのあまりの変わりように侑也がごくりと息を呑のんだ。


　今日はもはや化粧っ気もなく、髪かみを振り乱し、身に着けているものもちぐはぐで、明らかに精神の平衡を崩くずしているのがわかる。


　もっと恐おそろしいのは、その手に光る包丁だった。


　瞬まばたきもせずにこちらを見つめ、すでに言葉ではない音を出しながら近づいてくる。


　視線の先は、侑也の後ろ、嘉隆に向けられている。


　そして、そのまま大きく包丁を振りかぶった。


　──噓だろ、嘉隆…!!


　侑也は、嘉隆をかばおうと両手を広げた。瞬しゆん間かん、ぐいっと首筋を摑つかまれ、ひっぱられる。


　後ろに引き倒たおされて、しりもちをついた。驚いて顔を上げたとき、目の前に、侑也を引っぱったことで彼女に近くなってしまった嘉隆の姿があった。


　包丁が振り下ろされ、顔や頭をかばって振り上げた嘉隆の腕うでから、真っ赤な鮮せん血けつが迸ほとばしる。


　あちこちから悲鳴が聞こえ、周囲にいた男たちが彼女を押さえようと駆かけ寄ってくる。


　嘉隆も必死で包丁を取り上げようとしていたが、女はますます興奮し、包丁を振り回した。


　そのうちの数回が、嘉隆のあちこちに当たる。


「嘉隆、よしたかっ…!!」


　侑也は子供のようにひたすら叫さけんだ。わずかな時間のはずなのに、それらはスローモーションのようにゆっくりと見えて、ひどい目眩めまいを覚える。


　やがてパトカーと救急車のサイレンが響ひびき、女は警官に押さえつけられ、包丁を奪うばわれた。


　それを見届けた嘉隆が、侑也の方を振り返る。


　腕からはだらだらと赤い血が流れ、頰や肩かた、胸にも細かな傷がたくさんつけられている。


「侑也、大だい丈じよう夫ぶか？」


　そう言ってかすかに笑ってみせる嘉隆に、侑也は泣き出しそうになって顔を歪ゆがめた。


「何言ってんだ…それは、こっちのせりふだっつーの…」





　　　　◆◇◆





　侑也が病室に入っていくと、ベッドに上半身を起こしていた嘉隆が、表情を緩めて包帯を巻かれた手を軽くあげた。


「道隆さんが、もう入ってもいいって教えてくれた。今日は泊とまりだって？」


　侑也がそう告げると、嘉隆は黙ったままうなずく。


　腕からの出血がひどいため、大事をとって一日入院することになったのだ。


　当然のごとく個室が準備され、室内には二人の他、誰だれもいない。


　治ち療りようや警察の事情聴ちよう取しゆはもちろん、嘉隆の両親や道隆、弁護士なども駆けつけて、一時は大変な騒さわぎだったから、一いつ緒しよに救急車にこそ乗ってきたものの、まったく嘉隆の側そばには近寄れなかった。とはいえ、先に帰る気は全くなかったから、周囲の邪じや魔まにならないように廊ろう下かのベンチに座っていたところ、道隆が声をかけてくれたのだ。


「ああ。兄貴たち、もう帰ったか？」


「道隆さんは、明日迎むかえに来るって」


　侑也はそう答えながら、ベッドの傍かたわらに置かれたパイプ椅い子すに座った。


　パイプの軽く軋きしむ音が響く。


　侑也は白い包帯に包まれた腕を見つめた。その目を射さすような白さに、侑也は改めて、大切な人を守れなかったという事実を嚙かみしめる。


　──守るどころか。


　侑也は唇くちびるを嚙みしめて俯く。


「…痛いよな…ごめん。俺のこと、かばおうとして…」


　すると、くしゃりと前髪を搔かきあげられた。


「謝るのは、俺の方だ。巻き込んで悪かった」


　侑也が驚いて顔を上げると、辛つらそうに微笑ほほえむ嘉隆の表情が見えた。


「警察から聞いたんだが、彼女、うちのグループの取引先の社長夫人だそうだ。だけど、その会社は経営不ふ振しんで先月倒とう産さん、社長はそれを苦にして自殺した。それがうちのグループのせいだと思いつめて、精神の平衡を崩し、俺の両親や兄貴をひそかに狙ねらっていたらしい」


　嘉隆はそこでため息をつく。


「最初は直接文句を言ってやろう、くらいだったらしいけどな。ただうちの両親も兄貴もガードが固くて、近づくことすらなかなかできなかったから、俺のことを思い出したんだそうだ。俺なら学生だから、まだ簡単だろうってね。だけどこの間の晩、俺に手厳しくはねつけられたうえに、俺の指示でマンションまわりの警備も厳しくなったから、今回のことを計画したらしい。大学で待ち伏ぶせすれば簡単だと思ったんだそうだ。月曜の朝からのつもりで、今日は周辺調査に来ていたらしい」


　精神の平衡を失ってるとは思えない周しゆう到とうさだよな、と嘉隆は苦笑する。


　それから、侑也に無事な方の腕を伸のばした。


　そっと確かめるように頰に触ふれる。


「お前に、怪け我ががなくてよかったよ」


　その優やさしさに、侑也は涙なみだがこぼれそうになって、うつむいた。


「俺は、全然よくないよ…。お前のこと守れなくて、すげえ、胸が痛い」


　そこまで言うと、侑也はふとあることに気づいて顔をあげる。


「今まで気づかなかったけど、お前、こういうことってよくあるのか？」


　すると、嘉隆は苦笑して首を横に振ふった。


「まさか。でもこれからは、お前を巻き込まないよう、もっと気をつける」


　嘉隆の言葉に、侑也は驚いてかぶりを振った。


「いや、そういうことが言いたいんじゃないんだ。そうじゃなくて…それで言うなら、むしろ、巻き込んでくれてよかった。俺が知らないところで嘉隆がこんな思いをするのかと思うと、俺、それだけで苦しい。辛いよ」


　侑也の言葉に、驚いたように目をみはっていた嘉隆は、我に返ったように微笑むと、その場の空気を切り替かえるように、ふざけるような口調で言った。


「なんだか、まるで…愛の告白をされてるみたいだな」


　侑也も、その軽口に乗って笑い飛ばしてしまおうとしたけれど、無理して笑え顔がおを作る前に、その頰ほおを嘉隆の手に包まれた。


　驚いた侑也が嘉隆の顔を見ると、嘉隆は何かを堪こらえるような、耐たえるような表情をして侑也を見つめている。


「やっぱりだめだ。もう、ごまかせない」


「嘉隆…？」


　侑也が驚いて名前を呼ぶと、嘉隆は深く息を吸い込んだ。そして、じっと侑也を見つめる。


「愛の告白をしたいのは、俺だ」


　──は？


　意外過ぎる言葉に、侑也はぽかんと口を開けた。そんな侑也の表情に苦く笑しようしながら、嘉隆は真しん剣けんなまなざしで侑也を見つめる。


「俺も、今、侑也が言ってくれたのと同じ気持ちなんだ。お前の邪魔は、したくない。でも、そのせいでお前が傷つけられたり、辛い思いをするのは、もう、我が慢まんできないんだ」


　そこまで言うと、嘉隆は一度、痛みを隠かくすように目を伏ふせた。


「お前が、俺に恋れん愛あい感情を持ってないことはこれまででよくわかってる」


　──は!?


　俺が、何だって？


　侑也は一気に混乱したけれど、そんなこととは知らない嘉隆は、凛りんとした表情に戻もどって、まっすぐに侑也へと視線を向けてきた。


「でも、お願いだから、俺に、お前を愛させてくれ」


　──ええっ!?


　侑也は、あまりの動どう揺ように、うろうろと視線を揺らした。


　するとそれを拒きよ絶ぜつのしるしだと受け取ったのか、嘉隆はそっとため息をつく。


「困らせるつもりじゃないんだ。お前が俺のことをそうは見られないと言うのなら、…仕方がない。でも、俺がお前をそう思っていることだけは、知っていて欲しい」


「違ちがっ…！」


　侑也は思わずそう叫び、嘉隆は驚おどろいたように目をみはった。


　気持ちを伝えなくては、と焦あせるのだけれど、何から伝えていいのか、混乱しすぎて言葉が出ない。侑也はどうしていいかわからなくなって、嘉隆を見つめた。


　胸が一いつ杯ぱいになりすぎて、瞳ひとみから気持ちがこぼれていく。


　急に涙を流し始めた侑也に、嘉隆はますます驚いたようだったけれど、そっと目元をぬぐってくれた。その柔やわらかい水と嘉隆の温かい体温は、侑也の堰せきをようやく壊こわして、解放する。


　侑也は大きく息をついて、口を開いた。


「俺も、嘉隆のこと、好きだ」


　すると、一いつ瞬しゆん嘉隆の目は大きく見開かれたけれど、すぐに、信じられないというように、口の端はしだけで少し笑う。


「それは、友達としての感情だろう？」


「違う」


　侑也の言葉に、嘉隆の瞳が再び大きく見開かれた。それから、じわりと広がった痛みの色を隠すように、ゆっくりと目が伏せられる。


「もう、お前が恩だという分は、十分に返してもらったぞ。だから無理をしなくていいんだ」


　──違うんだ…！


　侑也は、説得する術すべを見失って、途と方ほうに暮れた。しばらく考えてから、ゆっくりと自分から嘉隆の唇にくちづけて、嘉隆の瞳を覗のぞきこむ。


「本当に、そういうんじゃないんだ。あれだって、嘉隆が他ほかの奴やつとやるのは嫌いやで、でも俺、男だし…。だから無理やりこじつけただけなんだ」


　──だから、俺にも、お前のことを愛させてよ。


　そう言いかけた瞬しゆん間かん、侑也は我に返ってからだを離はなした。半ば説得されて、手を伸ばしかけていた嘉隆が、驚いたような表情をする。


「侑也…？」


　侑也は嘉隆から視線を逸そらせて、うつむいた。


「ごめん。でも、俺じゃだめだったんだ。俺じゃ、嘉隆には、ふさわしくない」


　すると嘉隆は目をみはり、侑也の顔を覗き込んでくる。


「なぜそんなことを？　誰かに何か言われたのか？」


　侑也は黙だまって首を横に振る。


「だって…俺、嘉隆みたいに株とかの才能ないし、お前の役にたてることないし、それに…」


「それに？」


「いいとこの家の子じゃないどころか親父おやじは最低だし、俺も借金もちだし、…男だ」


「それだけ？」


　──それだけって…。


　侑也が驚いて目をみはると、嘉隆は軽く笑って、侑也の額に自分の額を軽く合わせた。


「侑也、今から俺が言うこと、よく聞けよ？　まず株は、侑也のために猛もう勉べん強きようしたからで」


　侑也が口を開きかけると、嘉隆は少し笑って侑也の唇くちびるの上に指をあてた。


「質問は全すべて終わってからにしてくれ。…いいか、それにもしお前が、いい家の子だったら、もしかしたら、俺はお前のこと、好きになってないかもしれない。俺がお前を好きになったのは、苦労しながらも、誰だれよりもしっかり前向きに生きていて、尊敬できると思ったのがきっかけだからな。お前の親父さんに関しては、確かに困ったところがあると思うが…でも、お前にとっては、大切な人だろう？　だったら、俺も、その気持ちを尊重したい」


　そこまで言うと、嘉隆は首をかしげる。


「で、最後の『男だ』って？」


　侑也は困って俯うつむいた。


「お前の家だと、跡あと継つぎとか、家のためとか…そういうの色々、あるんだろ？　だから…」


　すると、嘉隆は苦く笑しようして、片手で侑也の頰を包んだ。


「俺には侑也が何より大切だ。それじゃ、だめか？」


　そこまで言うと、嘉隆はじっと侑也の瞳を覗きこんでくる。


「一いつ緒しよに戦ってくれないか？　それとも、浅岡グループの御おん曹ぞう司しじゃない俺は嫌か？」


　侑也は嬉うれしくなって、笑いながら首を横に振った。


「そんなわけないだろ？　貧びん乏ぼう暮ぐらしならとっくに慣れてる」


　すると、大きく笑った嘉隆に、頭をくしゃくしゃと撫なでられる。


「説明終わり。納なつ得とくしたか？　質問は？」


　侑也は少し考えていたが、ふと思いついて声をあげた。


「いっこだけ。…俺のために株勉強したって、なんだよ？」


　その質問に、嘉隆は照れたように笑う。


「高校のとき、俺の親の金は受け取れないって断られただろう。確かにその気持ちはわかるんだが、俺は、お前のことが助けられなくて、とにかく悔くやしかったんだ。生まれて初めて、自分の無力さを感じた。だから、少なくとも金くらいは、自分の力できちんと作れるようになって、お前が万が一、もっと困ってしまったときは、絶対にそれを使って助けようと思った。で、それには株が一番てっとり早いと思って勉強した。それだけだ」


「それだけって…やっぱそれ、才能じゃねぇの？」


　半ば呆あきれて侑也がそう言うと、嘉隆は微笑ほほえみ、頰に軽くくちづけてきた。


「お前を想おもう才能ってことなら、あるかもな」


「アホか…」


　あまりに甘いせりふに侑也が頰ほおを赤らめると、瞳の奥を覗き込まれる。


「それじゃ、今度は、俺の番だな？」


「ん…？　なに？」


　侑也がそう尋たずねると、嘉隆は、ひどく真剣な表情を瞳に浮うかべた。


「寿志さんのことだ」


「寿志さん？　寿志さんが、何？」


　意外な人物の名前に、侑也が驚いて目を見開くと、嘉隆はじっと侑也を見つめた。


「お前と、どういう関係なんだ？」


　さらに意外な質問に、侑也はぽかんと口を開く。


「どうって…職場の先せん輩ぱい」


「本当か？」


「本当もなにも…知ってるだろ？　いったい、何が言いたいんだよ？」


　先の見えない話に侑也が苛いら立だってそう尋ねると、嘉隆はわずかに躊躇ためらうように視線を外した。


「いや、だから…昔好きだったとか、告白されたとか…」


「はあ？　そりゃ先輩のこと、好きだし尊敬してるけど、そういう気持ちじゃないぞ？」


　侑也が素すで驚くと、嘉隆は視線を戻もどして、強い光を瞳に浮かべた。


「この間、店に行ったときの様子を見ると、とてもそうとは思えないぞ」


「この間？　例の子とデートに来たときか？　どういうとこから、そんなこと思ったんだ？」


　半ば呆れてそう言うと、嘉隆は再び視線を外す。


「キスするかと思うほど顔を寄せ合ってたり、俺のテーブルに寿志さんがきたら嬉しそうな表情したり…だいたい、俺がお前と話してたときの、あの人の挑ちよう発はつの仕方、凄すごかっただろう？」


「え…？」


　顔を寄せたことはともかく、ほかは心当たりがなくて、侑也は真しん剣けんに首をかしげた。


「そんなの、全然気づかなかったぞ？　お前の勘かん違ちがいじゃねぇの？」


　侑也の言葉に、嘉隆は、すねた子供のような表情をした。


「え…もしかして、お前、妬やいてる？」


　その表情に驚いた侑也がそう尋ねると、嘉隆はかっと頰を染める。


　──うわ、やばい…。


　嘉隆が、めちゃくちゃ、可愛かわいく見えたのだ。


　侑也は引き寄せられるように、形のいい嘉隆の唇を見つめる。


　──今、すげえ、キスしたい…。


　その突つき上げるような想いに逆らわず、侑也は嘉隆の顔を引き寄せ、そっと唇を重ねた。


「……！」


　突とつ然ぜんのことに驚おどろいたらしい嘉隆の肩かたを押さえて、侑也はゆっくりと嘉隆の唇を味わう。十分に満足して唇を離した侑也は、そこから気持ちを伝えるかのように嘉隆の瞳ひとみを覗きこんだ。


「…こういうことしたいのは、お前だけなんだけど…だめ？」


「っ…！」


　すると嘉隆は、堪たえ切れないような声を漏もらした。


　次の瞬間、唇を荒あら々あらしく奪うばわれる。


　侑也もそれに応こたえたから、すぐに二人の間の温度は上がった。


「侑也…好きだ…」


　互たがいの唾だ液えきを絡からめ合い、奪い合うようなくちづけの合間に、熱い息とともに囁ささやかれ、侑也は必死で言葉を返した。


「…俺も…俺も、好き…」


　囁き合いながら角度を変え、より深くまでお互いを愛し合う。くちづけにもたらされる甘さに全身が蕩とろけていくようで、侑也は嘉隆の背中にしがみついた。


　抱だき上げられるようにして、ベッドの上へと導かれる。しばらくは嘉隆の腰こしに乗り上げるようにして、夢中でくちづけを交かわしていたけれど、服の裾すそから手を滑すべらされて、侑也はぴくんと背を震ふるわせた。


　──えっ、まさかこんなところで…？


　そう思う間もなく、嘉隆の手が侑也の胸を弄まさぐったから、侑也は慌あわてて、からだを離はなす。


「ここ、病院だろ!?」


「個室だから、大だい丈じよう夫ぶだろう」


「個室だろうと、人は来るだろ！」


　絶対だめだ、と侑也が声を殺しながらそう叫さけぶと、嘉隆はふてくされたような表情をした。


　人差し指と親指で上下に挟はさむようにして、侑也の唇を引っ張ってくる。


「家に帰ったら、覚えてろよ」


「むー？」


　侑也が目を丸くすると、嘉隆は、侑也を煽あおるような目つきをした。


「どんな状じよう況きようでも拒こばめなくなるほど、お前のからだに俺を刻み込んでやる」


「…アホか」


　侑也はそう返しながらも、わずかに頰を赤らめた。




お金かねじゃ買かえない愛あいを教おしえて





真しん上じよう寺じしえ
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